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　噓うそをつく動物は人間だけである。

　そんな言葉がただの戯ざれ言ごとだと、多くの人は知っていることだろう。

　生き物は噓をつく。現実を偽いつわる。

　それは周囲に姿を似せる擬ぎ態たいであったり、毒々しい外見を持つことであったり、死んだ振りであったり、あるいは飼かい主に餌えさをねだるため、虚きよ偽ぎの空腹を訴えることかもしれない。

　浅ましいと思うだろうか。下らないと思うだろうか。

　しかしそういった噓の中には間違いなく生きるための知恵があるのだ。

　生き抜くために、子し孫そんを残すために。生き物は噓の中に命を込める。

　同じ生き物である人間もそれは変わらない。いや、さらに過かじ剰ようであると言えるだろう。

　人間は噓をつく。ありとあらゆる偽りを為なす。

　その中にこそ必要なものがある。

　雪山の危険を幼子に伝えるために、そこには雪ゆき女おんなが住むのだと言った老ろう婆ばが居た。

　森の危険を教えるために、狼おおかみに襲おそわれた少女の話を伝えた異国の母が居た。

　圧制を敷しく王の背後にはあやかしが居たのだと、国が滅んだ理由を告げる石せき碑ひがあった。

　噓の中には知恵があり、偽りの中に真実がある。

　作り話には夢があり、教訓には理由がある。

　そして全すべてに、人の浪漫ロマンがあった。

　現代においてもそれは変わらない。

　人間はいつまでも人間のままで、だからこそ世界には夢と浪漫が溢あふれている。

　例えばあなたは知っているだろうか。それとも過去に知っていたのだろうか。

　二十歳はたちの誕たん生じよ日うび。それを知る人間の元に訪れると伝えられる、その新しい伝説の存在を──










「──ムラサキカガミ……っと。こんな所か」

　叩たたき続けていたキーボードから指を離し、俺おれはようやく息をついた。

　レポートであれ小論文であれ、やはり最も悩ましいのは書き出しだ。それさえ済んでしまえば流れのままに書き続けることができるだろう。

　時計を見れば、時刻は午前零れい時じを過ぎた所だった。

　翌日が四月一日であることに気がついたのは日付が変わるほんの少し前だ。そこで噓を決め手に書き始めたのだが、なかなか良い形にまとまったと思う。

　集めに集めた資料の量、そして質には自信がある。教授への提出期限は明日あしたに迫っているが、このまま一夜をかければ良い物を完成させられる自信があった。

「うし、一息入れるか」

　誰も居ない室内で呟つぶやき、俺おれは参照していた手帳を閉じた。

　レポートのために様々な都市伝説について調べ、あれこれとメモをとった大切な手帳だ。

　ムラサキカガミについて記したページはこの後もまた利用する。付ふ箋せんを挟はさんでおこう。

　一人暮らしの狭せまい室内は、飲み物を用意するのも顔を洗うのも、全すべてが数十歩で済む。

　コンロに薬缶やかんをかけて洗面所へと向かう。

　今日きようは徹てつ夜やの予定だ。何度も顔を洗うことになるだろう。

　考えれば既すでに日付は変わっている。今はもう四月一日であり、エイプリルフールであり、ついでに俺おれの誕たん生じよ日うびでもあった。

　とはいえ、こんな日に誕生日を主張しても噓うそだと疑われるのが常だ。わざわざ自分からアピールすることも少ないし、誰かに祝われることなんて期待していない。

　それでもこうして好きなレポートを書きながら誕生日を迎えられたのだ。少なくとも俺にとっては幸運の範はん疇ちゆうに入る一日の始まりだろう。

　鏡に向かい合うといつも通りの冴さえない顔が映った。水を被かぶってもマシにはならないだろうが、最低でも頭の方は冴さえてくれるはずだ。

「うっし、朝まで気合入れて……ん？」

　蛇じや口ぐちへ伸のばした腕うでにぽたりと落ちる液体の感かん触しよくがあった。

　水漏もれかと思ったのも一いつ瞬しゆんのこと。すぐに異質さに気がつく。このぬるりとした粘ねん着ちやく質しつな感触は普通の水にはありえないものだ。

「何だ、これ……？」

　それは見ているだけで不安を感じるような、濁にごった紫むらさき色の液体だった。

　まさか水銀でも漏れ出したのかと鏡に視線を向け──

「なっ！」

　それを見た。

　鏡面の中央から紫色の液体が音もなく溢あふれ出す、尋じん常じようではありえない光景を。

　一体どんな理り屈くつか、液体は鏡全体を覆おおうようにあらゆる方向へと広がり進んでいく。

　流水が上に流れるなど聞いたこともない。

　俺が何もできずに見つめる間にも液体はぐんぐんと鏡を侵しん食しよくしていった。

　映し出されていた鏡の世界が紫一色に染め上げられていく。

　古びた白い壁紙が、色あせた電灯が、そして呆ぼう然ぜんと見つめる俺の姿までもが紫に染まった時。────声が響いた。

『呼んだじゃろう……』

　地の底から響くような重音が鏡の中から聞こえてくる。

　洗面台の電灯が勝手に明滅し、すぐに光を失った。

　噓だろ。どうなってる。

　何なんだこれ。わけわかんねえ！

「だ、誰だっ！」

　搾しぼり出した俺おれの声が相当に情けないものであることは自覚できた。

　しかしこんな状況で声が出せただけでも十分に評価できる筈はずだ。

『考えたじゃろう……』

　残念ながら『それ』は俺の努力など一切考こう慮りよに入れてはくれない。

　先程よりも大きさを増して重い声が響く。

『妾わらわを知っているのじゃろう……』

　声に合わせて、紫むらさきに染まった鏡がゆらりと揺ゆれた。鏡面に大きな波は紋もんが幾重いくえにも走っていく。

　それは驚きと恐きよ怖うふゆえか、それとも別の理由なのか、気がつけば体が全まつたく動いてくれない。

『だから妾が来た……二は十た歳ちとなる日を迎えたそなたの元に……』

　波立つ鏡面に白い何かが見えた。

　ゆっくりと這はいずるように伸のびだした、それは指先。

　真っ白な指は幾いく度どか握にぎり締しめる動作を繰くり返し、まるで鍵かぎ爪づめのように歪ゆがんで鏡の枠わくを摑つかんだ。

　俺は理解してしまった。

　いや、感じてしまったと言うべきか。

　何が起きているのかは全くわからない。でも、わかるのだ。

　出てくる。

　ムラサキのカガミを抜けて『それ』が。

『そなたが……恨うらめしい……妬ねたましい……』

「や、やめ……」

　体が動かないだけじゃなく、声までもが掠かすれて出てこない。

　それどころか目を逸そらすことさえ出来なかった。

　見つめるしかない俺の前で、鏡の中から『それ』が姿を見せる。

『憎にくい……憎い……憎い、憎い憎い憎い憎い憎い――』

　薄うす闇やみの中で輝く大きな瞳ひとみ。短い髪かみは風もないのにゆらゆらと揺ゆれる。

　俺を手にかける喜びか、その口元は凄せい惨さんな笑みに歪ゆがんでいた。

　そこにあるのは少女の姿。

　想像通り、調べた通り、伝えられた通りに相違ない。

　だからこそ恐おそろしくてたまらない。

『────死ね』

　枠を摑んでいた少女の指が離れ、鍵爪となったまま俺へと向けられる。

　俺の命を奪うばう化け物が眼前にいるというのに、どれだけ力を込めても体は動いてくれない。

　あっさりと死を受け入れたような自分が情けなくて仕方がなかった。

　でも、心から憧あこがれる存在に命を絶たれるというのなら、それはある意味で何よりも幸せな死に方なのかもしれない。

　そんな諦あきらめに向かいかけた思考を、甲かん高だかい音が打ち砕くだいた。

『……む』

「あ、あ……」

　汽き笛てきのような、笛ふえの音のような。それは愛用の薬缶やかんに湯が沸いたことを知らせる音。

　まずい。すぐに止めないとお隣となりさんに怒おこられる。

　所しよ帯たいじみた思考が生まれると同時に、奇き怪かいな現象に呑のまれていた意識が日常に戻った。

　そして、思う。

　やっぱり死にたくない。

　こんな所で終わりたくない。

　何が悲しくて誕たん生じよ日うびにこんな化け物に殺されなければいけないんだ──。

「…………おい、ちょっと待て」

　考えて、ようやく俺おれはその事実に気がついた。

　絶対に死ぬのは嫌いやだ。

　嫌だけど、それでも、どれだけ拒きよ否ひしても俺は死ななければならないのだとしたら。

　コイツにこれだけは言っておかなければ、絶対に死にきれない。

『む……何じゃ』

　少し戸と惑まどったような声と共に、少女の指先が止まる。

　薬缶の音に気がそれたのが原因か、俺も声が出せる。少しだけなら体が動く。

「俺は確かに今日きようが誕生日で、ムラサキカガミを──お前を知ってて、ずっとそのことばっかり考えてたよ。けど、だけどな」

　両手を力の限りに握にぎり締しめる。

　腹に息を溜ためて、俺は心の底から叫さけんだ。

「俺は、まだ────十六歳さいだああっ！」

『…………なに？』

　凄せい惨さんな笑みを浮かべてこちらを見ていた少女が、きょとんと首をかしげた。

　素すに戻ったとでも言うのか、その表情からは今まであった恐おそろしさや凄すごみといったものが全すべて抜け落ちている。

『いや、しかし、こうして妾わらわが呼ばれた以上は……』

　よいしょ、とでも言いそうな動作で鏡から身を乗り出し、少女が俺に顔を近づけてきた。

　思わず倒れそうになる体を支えて、俺も正面からムラサキカガミを見返す。

　近くで見ると、意外にも整った顔立ちをした愛らしい少女だった。

　イメージから幼く思っていただけで、年ねん齢れいは俺とそう変わらないのかもしれない。

『……うむ』

　半ば睨にらみ合うようにして見み詰つめ合うこと、数十秒。少女はゆっくりと頷うなずいた。

『確かに、二十歳はたちではないのう』

「だから十六歳さいだって言ってるだろ。今日きようがその誕たん生じよ日うびだ」

『むう……』

　小さく呟つぶやいて何度も首を捻ひねるムラサキカガミ。

　不満気に眉まゆをひそめ、天を仰あおぎ、最後には肩かたまですくめてから、少女はついに言った。

『……本当にすまぬ。妾わらわの勘かん違いじゃった』

　何だ、そりゃ。

　申し訳なさげに手を合わせた後、ずるずると鏡の中へ戻っていく少女。鏡面を覆おおっていた紫むらさきの液体も鏡の中央に集まっていく。

　気が抜けて、力が抜けて、俺おれは意識までもが抜け落ちていくのを感じた。

　安堵あんどに包まれて気を失うその刹せつ那な、製作途とち中ゆうのレポートが脳のう裏りをよぎったのだが──

　もはや完全に手遅れだった。
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「という事件があったので、残念ながらレポートは提出できません。本当に申し訳ありません、犬いぬ飼かい教授」

「いやいや。僕ぼくも随ずい分ぶん長いこと教師をしてるけどね、そんな面白い言い訳は初めて聞いたよ。やるじゃないか、出雲いずも君」

　言い訳ではないのだが、そう言った所で信じてもらえるわけもなく。俺おれは曖あい昧まいに笑って見せるしかなかった。

　出雲。

　それが俺の名前だ。

　苗みよ字うじではなく、名前。

　苗字は八や坂さかなので、続けて読むと八坂出雲というちょっと古風な名前になる。

　そう多くない名だとは思うが、自分では気に入っていた。

　それは俺が志す日本の民俗学において、出雲が非常に重要な意味を持つ土地だからだ。

　俺が民俗学に興味を持ったのはいつのことか、自分ではよく覚えていない。

　しかし恐おそらく、妖よう怪かい変化へんげの類たぐいに興味を持ったのが始まりだったと思う。

　人間の歴史とはあやかしの歴史であり、あやかしを知ることは即すなわち人を知ることである。

　気がついた時にはそんな言葉を金きん科か玉ぎよく条じように据すえていたのだ。相当に幼い頃から入れ込んでいたのだろう。

　もちろんこの言葉は受け売りである。

　俺一番の愛読書の一説。

　それを執しつ筆ぴつしたのが目の前で朗ほがらかに笑う、この犬飼教授だった。

「都市伝説を題材に書く、と言っていたね。それでそんな話になったのかい？」

「別にエイプリルフールのつもりじゃなくて、本気で言ってるんですよ。多分夢でも見たんだとは思うんですけど、やたらとリアルで、今もしっかり記き憶おくに残ってて……」

　目覚めた時、俺は確かに床ゆかに転がっていた。それを考えれば全すべてが夢とは言えないのだが、寝ぼけていた可能性は否定できそうにない。ここしばらくはレポートのために睡すい眠みん時間が足りていなかった上に、俺はしっかりとタオルケットまで被かぶって眠ねむっていたのだ。それもわざわざ洗面所で。

「うん。夢に見るほどプレッシャーを感じていた、ということかな。そうでなければ、本当にムラサキカガミが現れたのかもしれないね」

「俺、まだ十六歳さいですよ……」

「しかし出雲君、君は正規のメンバーじゃないんだ。そこまで真しん剣けんに取り組むことはないと思わなかったのかい？」

「そうは言ってもこうして顔を出させてもらっているわけですし。俺も提出したいと思ってたんですよ……駄だ目めでしたけど」

「そうか。出雲いずも君らしいね」

　何の因果かムラサキカガミには二は十た歳ちと間違われたものの、まだ高校生の俺おれは大学内にある犬いぬ飼かい研究室に正式な所属はしていない。犬飼教授の研究室がある平ひら泉いずみ大学ではなく、平泉大学付属高等学校の生徒だ。

　犬飼教授だけを目当てに高校を選んだ俺は大学進学まで待ちきれず、入学後すぐに犬飼教授の元へと押しかけたのだ。

　幸いにも教授はこのように温和な人ひと柄がらで、俺を快く指導してくれている。

　しかし今から思えば随ずい分ぶんと失礼なことをしたものだ。

「そうですよ、お父とう様。八や坂さかさんが居なくなってしまってはこの研究室はお父様と私だけになってしまいます」

　穏おだやかな声と共に、部屋の一角で机に向かっていた女性がこちらへと向き直った。

「父と娘むすめだけの研究室……うん、確かに予算が下りそうにないねえ」

「いや、俺が居たところで変わらないんじゃ……というかそもそも、美雪みゆきさんも俺と同い年じゃないですか。俺達は大学の生徒じゃないんですよ」

「まあ、それではやはりお父様の研究室には誰も居ないのですね」

　口角だけを上げて上品な笑みを浮べた彼女は犬飼教授の娘、犬飼美雪さんだ。

　いつも穏おだやかに微笑ほほえんでいて、腰こしまで伸のばした柔やわらかい黒髪かみがふわふわと揺ゆれている。

　そんな髪かみ型と優しい口くち調よう、いつもほがらかな表情が相まって、ほんわかした印象の美人さんだ。俺おれと同じ平泉大学付属高校の生徒で、ついでに言えば同じクラスでもある。

　父親から民俗学を教え込まれているらしい彼女は、俺などとは全く比べ物にならない知識を備えていた。それは犬飼教授が居ない時でも美雪さんさえ居てくれれば問題なく勉学に取り組める程だ。

　しかし自身の豊富な知識も教授の娘という立場も一切誇ほこるようなことがなく、父親似の優しげな相そう貌ぼうとのんびりした性格で研究室の癒いやしとなってくれている方だ。

　──というか、この研究室には犬飼教授と美雪さん、そして俺以外には誰も居ない。

　もちろんそんなことはありえない筈はずなのだが、一年近くも通い続けた犬飼民俗学研究室で、他ほかの生徒の姿を見たことは未だにない。俺が志望する民間信仰や俗信だけでなく、人類学すら含む多分野において、教授は相当に高名な方だ。教えを請こう生徒は沢たく山さん居ると思うのだが。

「考えれば確かに誰も居ないということになるのかな。僕ぼく一人だけの状態がこのまま続けば、そのうち理事会からお呼びがかかるかもしれないね」

「それは困りますわ。またお母かあ様が怒おこってしまいます」

　そんな場合ではないだろうに、親子揃そろって楽しげに笑い合う二人。

　しかし俺が訪れた時から既すでにこんな状態だったのだ。今いま更さら何のこともないのかもしれない。

「……何と言うか、よく似てますよね、教授と美雪さんって」

「あら、私はお母かあ様似なんですよ？」

「そうだね。美雪みゆきは僕ぼくより母さんに似ているよ」

　その内に会う機会もあるさ、とにこやかに言う教授。

　一体どんなのんびり家族なんだろうか。

　ふと、ずっと微笑ほほえんでいた美雪さんが、小さく眉まゆをひそめた。

「でも八や坂さかさん、レポートの内容は都市伝説を選んだのですか？」

「ええ、そうですけど」

「もう。あんなに妖よう怪かいについて教えたのに、意味がないじゃないですか」

「それは……すいません」

　美雪さんには普段から色々なことを教えてもらっている。その多くは彼女が専門にしている、妖怪や民間伝承についての話だ。

　勿もち論ろん、俺おれも妖怪変化へんげに興味はある。個人的に好きではあるし、民俗学の中でも主要な分野だ。

　しかし正直言って、それだけではつまらないのだ。

「美雪さんがあんなに詳くわしいのに、わざわざ俺が書くのも恥はずかしいですし。それにほら、妖怪って沢たく山さんの人に研究されて、色んな成果が出てるじゃないですか」

「それは勿もち論ろん、長い歴史がありますから」

「そうなんですよ。それに比べたら都市伝説なんて最近の話ばっかりで、内容も適当だったり、曖あい昧まいだったりします。でも、だからこそなんですよ。誰も挑いどんでない未開の分野、都市伝説。何て言うか、血が騒さわぐと思いません？」

　やっぱり、男なら自分の手で新しい道を探してみるべきだと思うのだ。

「都市伝説も未開と言えるほど触ふれられていないわけではないでしょう」

「まだマシな方ですから。やっぱり、第一人者ってのは研究者の憧あこがれですよ」

「ごめんなさい、よくわかりませんわ」

「……そうですか」

　まあ美雪さん、男じゃないし。男の浪漫ロマンとか通じる訳もないか。

「正直言って、純粋に好きだっていうのが一番の理由ですけどね」

「妖怪のことも好きになって欲しいんですが……」

「出雲いずも君の気持ちの問題だ、無理を言っても仕方がないさ」

　気落ちした様子の美雪さんに、教授は苦笑して言った。

　俺は都市伝説以外も、妖怪だろうが幽ゆう霊れいだろうが、怪かい奇きの話は何だって好きだ。

　しかし、やはり都市伝説にこだわりたいと思う。

　今も小脇に抱かかえた大型の手帳には、苦労して調べた都市伝説が沢たく山さん書き込んである。

　これは教授からもらった大切な物だ。伊だ達てや酔すい狂きようで研究ノートに使っているわけじゃない。

　レポートは都市伝説について書こう。そう決めた時は、いずれ俺が都市伝説研究の第一人者になるぐらいの意気込みがあったのだ。

　まあ、間に合わなかったけど。

「では、私は少し出てきますね」

　と、美雪みゆきさんが立ち上がった。

　普段なら遅くまで残って教授と共に帰る彼女が、珍めずらしい。

　特に今は春休みでもある。教授が居なくとも美雪さんは居るのがこの研究室だというのに。

　思わず首を捻ひねった俺おれと同様に教授もまたきょとんと問い返した。

「どうしたんだい美雪、何か用事でも？」

「……もう、お父とう様」

　静かな動作で父の元へ歩み寄る美雪さん。

　何事か囁ささやかれた教授は納得顔で頷うなずいた。

「なるほど。済まないね、こちらは任せて行って来てくれるかな」

「はい。……すぐに戻もどりますね」

　最後の言葉を俺に向けて告げ、美雪さんは急いだ様子で部屋を出て行った。

　これもまた珍しい。いつもなら隣となりを歩くのに気を遣つかうようなペースで歩く人なのだ。

「どうしたんですかね、美雪さん」

「まあ、すぐにわかるさ」

　何か含む視線を俺に向けて犬いぬ飼かい教授が微笑ほほえむ。

　何だろうか、美雪さんは俺がレポートを忘れたお仕置きでも準備しに行ったのだろうか。

　あの人に『めっ』と怒おこられるのはご褒ほう美びに近い気もするが、真ま面じ目めな彼女は怒ると怖こわいのだ。

「さて、それで出雲いずも君のレポートの話なんだけどね」

「あ、はい。明日あしたには必ず提出しますから、見て頂けませんか」

「いや、その必要はないよ。……違う違う、そんな顔をしないで」

　まさかの受け取り拒きよ否ひかと青ざめた俺に首を振り、教授は真しん剣けんな調子で続けた。

「ちょっと真面目な話なんだけどね。聞いてくれるかな、出雲君」

「あ、はい。もちろんです」

　俺と視線を合わせて大きく頷うなずき、教授は口を開いた。

「僕ぼくは以前から思っていたんだ。学問を教えるのに時間を切る必要はないんじゃないか、と」

　静かに響く教授の声が部屋の空気を変えていく。

「義務として受ける教育ならともかく、ここは大学、そして高校だ。望んで学びに来た生徒を相手にするのだから、論文を書けと指示したなら本人が満足できるまで好きなだけ時間をかけて仕上げさせ、出来上がってから評価をするべきなんじゃないか。僕はそんな風に考えている。もちろん今の指導環境でできることではないけれど……」

　言葉を止め、教授がじっと俺を見つめる。

　探るような、窺うかがうような。もしかしたら、期待をするような。そんな視線が俺おれを捉とらえる。

　いや、そこにはもっと奥深い何かがあった。

　今の俺には理解できない、人の深しん淵えんまでも覗のぞき込んだのだろう教授の瞳ひとみ。

「長い時間を待ったが、僕ぼくはついに出雲いずも君という得がたい生徒に出会った。独学で書物を漁あさるだけではなく、実際に指導を行い始めて一年が経たつが、君の情熱は今もあせてはいない。君になら任せてもいい。僕はそう思う」

「任せる……ですか？」

　話がズレてきている。そんな気がした。

　具体的にはわからないが、教授は酷ひどく重要なことを語っているように思われてならない。

「どうだろうか。今日きようだ明あ日すだと小さなことにこだわらず、君の集めたあらゆる都市伝説を正しい形で編へん纂さんし、一冊さつの本にまとめてみないかい？」

　極ごく々ごく真ま面じ目めな口くち調ようで教授は言った。

　編纂する？

　本にまとめる？

　────俺が？

「……え、俺に本を書けって言うんですか？」

「今すぐという訳じゃないよ。そうだな、例えば君が正式に研究室へ加入したらそのお祝いとして製本する、とかね。本来はそのぐらいの時間をかけてもまだ全く足りないぐらいなんだよ、研究というものは」

「研究室に登録できるのは大学の三年生からだから……四年間かけて、ですか」

　まもなく高校生活二年目を迎える俺には遠い未来にしか思えない、ずっとずっと先の話。しかしそれだけの時をかけたとしても研究者を名乗るには全く不足しているのだろう。それ程に学問とは広く、深い。足を踏ふみ入れたばかりの俺にもそれぐらいはわかる。

「君の志望する民間伝承や俗信において、都市伝説というのは間違いなく面白い題材だと思う。現代の伝説。蘇よみがえった怪かい奇き。まさに古典民俗学の最さい先せん端たんだ。その矛むじ盾ゆんした面白さがわかるからこそ、好きなんだろう？」

「それは、そうですけど……」

　俺が本を書く。

　想像もできない。

　しかし──考えれば考えるほどに胸が熱くなる。自分でも驚くほどに心が躍おどる。

　やりたい。挑いどんでみたい。この人の薫くん陶とうを受けて『現代の伝説』達にどこまでも迫れるのなら、それはどれほど楽しいことだろうか。

「俺……やってみたいです！」

「うん、よく言ってくれた」

　そう言って大きく頷うなずき、教授は俺おれの肩かたに手を置いた。

　窓外で太陽に影が差し、薄うす闇やみに教授の表情が隠かくれる。

　いつも優しいその眼光が今はまるで獣けもののように輝いている、そんな気がした。

「今この瞬しゆん間かんから、八や坂さか出雲いずもが都市伝説の編へん纂さん者だ。この僕ぼくが認める。決して誰にも文句は言わせない。……いいね？」

「え……あ、はい」

　厳おごそかに告げたその言葉は俺に向けたものではないように感じられた。

　言葉そのものが広がっていくような不ぶ気き味みな感かん触しよく。部屋を超え学校を超え、どこまでも教授の声が響ひびいたような錯さつ覚かくがあった。

　まるで信しん託たくでも与えられたような重い空気が満ち、真しん剣けんな教授の視線に圧力さえ覚える。

　いや、違う。教授の視線ではない。

　感じるのはまるで四方八方からじっと見つめられているような、恐おそろしい数の視線。

　視線。視線。視線。視線。視線────

「よし。そういうことだから頑がん張ばってくれ、出雲君。君には本当に期待しているんだよ」

「あ……ありがとうございます。色々と質問することもあると思いますけど……」

「勿もち論ろん僕も手は貸すよ。でも最終的には君次第だ」

「はい。気合を入れて取り組みます」

　うん、と頷うなずいた教授はもう普段通りの温和な先生で、感じていた妙みような視線もどこかに消え去っていた。さっきまでは何な故ぜか追い詰つめられたような気分だったが、考え過ぎだろう。

　何せ高校生に本を書いてみろと言うのだ。いつも穏おだやかな犬いぬ飼かい教授だって真しん剣けんに発はつ破ぱをかけてくれたりもするさ。

　と、時計を見て気がついた。長話をしてしまったせいでもうバイトの時間が近い。

「じゃあ俺、そろそろバイトなので失礼しますね。美雪みゆきさんにもよろしく言っておいてください」

「え……ああ、ちょっと待ってくれないかな」

「はい、なんです？」

「いや、えっと、なんだろうな……」

　迷いなく呼び止めたというのに、何な故ぜか教授はおろおろと言葉を探していた。

　何度か窓の外に視線を送り、時計を確認し、困ったように微笑ほほえんでようやく口を開く。

「出雲君、美雪も話していたけどね。他ほかの伝承、妖よう怪かいなんかに興味はないのかい？」

「いえ、何でも好きですよ。やっぱり都市伝説が一番だってだけで。……あの、何か問題ありますかね？」

「そんなことはないよ。出雲君の意思が一番大事なんだ。ただ、美雪はがっかりするかもしれないがね」

　確かに本格的に都市伝説について学ぶとなれば、美雪さんは残念がるかもしれない。色々とお世話になっている身で、それは本当に申し訳ないと思う。

「そうですね、直接謝っておきたいですけど、バイトが……」

「うん、それはわかるんだけどね。多分もう少しだから、ちょっとの間だけここに居てくれないかな」

　一体何の話だろう。

　時間に余よ裕ゆうは持っているのでしばらくなら問題はないが、その理由がわからない。教授がこうして曖あい昧まいなことを言う時は、大たい抵てい何か意味があるのだ。あれこれと考えてみるが、思い当たる節ふしがない。

「教授、一体なんの──」

　諦あきらめて問いかけようとした俺おれの言葉を遮さえぎって、部屋の扉とびらが開いた。

「お父とう様っ！」

　飛び込むように入ってきたのは、しばらく前に部屋を出た美雪みゆきさんだった。余よ程ほど急いで戻もどって来たのか、少し息を乱している。

「美雪さん、お帰りなさい。どうしたんですか？」

「どうした、じゃありません！」

　美雪さんは酷ひどく焦あせった様子で言い、何な故ぜか教授に詰つめ寄った。

「何をしたんですか、お父様！」

「……教授、また美雪さんを怒おこらせるようなことをしたんですか？」

　教授は凄すごい人ではあるのだが、たまに思いつきで妙みようなことを始める子供みたいな所がある。娘むすめに説教をされる情けない姿を見ることは少なくなかった。

「いや、今回のことは……それより美雪、ほら」

「…………はい」

　美雪さんは明らかに納得していない様子だったが、ふっと息を吐ついてこちらに向き直った。そして状況のわからない俺に歩み寄り、小さな紙袋を持ち上げて見せる。

　見覚えがある。平ひら泉いずみ大学と併へい設せつされた高校、そのすぐそばにある小さなケーキ屋の袋だ。

「先程の話で今日きようが誕たん生じよ日うびだとおっしゃっていたので、間に合わせですがこれを……」

　そっと手渡された紙袋。中を覗のぞくと丁てい寧ねいに飾りつけされた箱が一つ。

　これは、つまり。

「……美雪さん、わざわざこれを買いに行ってくれてたんですか？」

「出来合いの物で申し訳ないです。事前に知っていればもう少し手の込んだ品を用意できたのですが……」

「そ、そんな、とんでもないです！」

　話の中で触ふれた俺の誕生日の為ために、わざわざ学校を出てケーキ屋まで。

　それも普段はのんびりとした美雪さんがこんなに急いで。

　どうせ誰にも祝われないだろうと思っていた。別にそれで良いと思っていた。

　でも、やっぱり嬉うれしい。こんなに誰かに感謝したのは、一体いつ以来だろうか。

「ありがとうございます……本当に、ありがとうございます」

　声に涙なみだが混じったのが恥はずかしいとは思わなかった。

　微笑ほほえむ教授と美雪みゆきさんに頭を下げ、逃げるように研究室を出る。

　今までの一生で、今日きようが一番幸せな誕たん生じよう日びだ。

　心からそう思った。










　と、幸せなままで終わってくれればいいのだが。

「……ありえないよな。まさか、また居たりなんてしないよな」

　高校生ではいささか珍めずらしいかもしれないが、俺おれは一人暮らしをしている。

　平ひら泉いずみ大学付属高校は許可さえ取ればバイト可能という校則がある為ため、少しの仕送りとバイトでも何とか暮らしていくことができるのだ。

　つまりバイトの支し度たくをしに家に戻ると、そこは自分以外に誰も居ないワンルームの一室。

　気絶なのか、それとも眠ねむり込んだだけなのかはともかく、長々と寝こけて洗面所で目覚めた時には、もう研究室に顔を出す時間が迫っていた。その時は慌あわてていたせいで何も考えずに飛び出したのだが、こうして冷静になって戻ってくるとどうにも恐きよ怖うふ心しんが抑おさえられない。

　自分の部屋だというのに、扉とびらを開けることすら躊躇ためらってしまう。

　民俗学を学んでおいて何だそれはと思われるかもしれないが、俺は幽ゆう霊れいや化け物、妖よう怪かいの類たぐいが大好きであっても、それに付属する恐怖話はあまり得意ではない。

　つまるところ、ちょっとだけ怖こわがりなのである。

　別に知識として仕入れる分には何の問題もないが、心しん霊れい体験なんかはお断りしたい。

「あー、開けたくねえ……」

　正直言ってこのままバイトに向かってしまいたい気持ちで一杯だったが、大切に持った美雪さんのケーキがそれを止める。これをしっかり冷蔵庫へしまわずにどこへ行けるものか。

　初めて女性から、それも美人のクラスメイトからもらったケーキである。仕事が終わったらゆっくりと少しずつ味わって味わって味わって食べるのだ。

　よし、勇気が出てきた。

「頼むぞ、勘かん弁べんしてくれよ……」

　音を立てないように鍵かぎを回し、そっとドアを押し開けていく。

　年ねん季きの入った扉は当然のようにきしんだ音を立てた。

　普段なら気づきもしない程度の音に心臓が飛び出しそうになる。

　昨日きのうまでは気に入っていた我が家だが、もう今すぐにでも引っ越したい。

「ただいまー……」

　部屋の中に小さく声をかけるが、当然返事はない。あったら困る。

　薄うす闇やみに包まれた見慣れた室内から、今にも鍵かぎ爪づめのような指先が伸のび出してきそうで、思わずじっと見つめてしまった。

　しかしそんなものが出てくるまで待っていても仕方がない。出来るだけ物音を立てないように部屋へ滑すべり込み、電灯のスイッチを入れた。

「……よし、ついた」

　明かりがつくだけでこんなにも安心するとは。人間の最強の武器はやはり火だ。古来、人間は火を神格化してきたものである。と教授の解説を思い浮かべながら、そろそろと音を立てずに冷蔵庫へ向かう。

「帰ったら食べてやるからな、待ってろよ」

　中身はほとんど空の冷蔵庫にケーキをしまいこむと、ようやく息がつけた。

　ふと見ると、火をつけたままで気絶した筈はずのコンロもきっちりとガスが止められている。

　やはり昨日きのうのことは夢だったらしい。

　良かった。本当に良かった。

　さっさと身み支じ度たくをしてバイトに向かわなければ。でも、洗面所は──少し怖こわい。

「なら手鏡……っと。あったあった」

　伏せてあった手鏡を持ち上げ、そこに向き合う。バイトは一応接客業だ。家を出る時に身だしなみをしっかりと整えていなかったので、できればここで確認しておきたい。

　──正直に言えば、鏡を見ることに不安がなかったわけではない。

　いや、むしろその事ばかり考えていたというのが実際の所だ。

　しかしまさかありえないだろうと、そう思っていたのだ。

　だからどうしてもここで見なければならない理由もないのに、わざわざ手鏡を摑つかんだのだ。

　ここまで何事もなかったのだ。改めて鏡を覗のぞいたところで何も起きたりはしない。もう心しん霊れい現象なんて起きない。最初から起きていない。

　それを確認して安心したい。

　怖いからこそあえて危険な行動をとって、何事もないことを証明したい。

　だから、見た。

『それ』を、見た。

「うわああああああああああああああああああっ！」

　紫むらさきが侵しん食しよくしている。鏡が、手鏡が、既すでに紫一色に染まっている。

　あふれ出る液体が腕うでを濡ぬらす。すぐに放り捨てようとしたのに、手から鏡が離れない。

「噓うそだろふざけんなよ何でなんだよ、おかしいだろそんなのっ！」

　鏡を叩たたきつけて割ろうとするが、何な故ぜかそれができない。

　声は出る。体も動く。なのにどうして自由にならないんだ！

『呼んだじゃろう……』

　声が響いた。

　それは聞き覚えのある重低音。

『考えたじゃろう……』

「考えたけど、全然呼んでねえよ！」

　そして鏡の中央から現れる白い指先。小さな手鏡では全く足りていないはずの横幅はばを、何故か無視してその枠わくを摑つかみ取る。

　ずりずりと這はいずるように、少女が姿を現そうとする。

　そこまで見て、ようやく俺おれは認めた。

　これは現実だ。

　俺おれは眠ねむくなんてないし、白はく昼ちゆ夢うむを見るような体質でもない。

　少女が動くたびにぐらぐらと揺ゆれる鏡の重みも、したたる液体の感かん触しよくも、全すべてが間違いなく本物だ。

『妾わらわを知っているのじゃろう……』

　しかし、これが正まさしく現実だと言うのなら。

　俺がよく調べたムラサキカガミが確かに目の前に居ると言うのなら。

『だから妾が来た……』

「俺は……俺は……」

　手が震ふるえる。脚あしが揺ゆれる。

　声だって上うわ擦ずっているし、速まりすぎた鼓こ動どうで心臓が歪ゆがんでいるようにすら感じられる。

　それでも、それでもだ。

『二は十た歳ちを迎えたそなたの元にいいいいいっ!?』

「俺は十六だって、言ってんだろうがああっ！」

　これは流石さすがに、少しぐらいは怒おこってやっていい筈はずだろう。

　俺は左手で少女の首根っこを摑み、力一杯引っ張った。

　すぽんと音がしそうな勢いで手鏡から抜けだした少女は、片手で持てる程、まるで羽のような軽さだった。

　そりゃそうか。何せ人間じゃないんだ。

「なななな、何じゃ、何事じゃ。どういうことじゃ、これは」

　先程までの重い声色はどこへやら。

　よほど驚いたのか、少女の声が歳とし相そう応おうの可愛かわいらしい声へと変化している。

　目を丸くしたその表情は、どこにでも居る普通の女の子にしか見えない。

「そりゃ俺おれの台詞せりふだ！　何なんだよ、何でまたお前が来るんだよ！」

　本当は怖こわくて怖くてたまらないのだが、はっきりと感じる怒いかりを力に腹から声を出した。相手の見た目が恐おそろしくない事でギリギリ助かっている。化け物っぽいのが目の前にいたら土ど下げ座ざぐらいしかできなかっただろう。

「む……お主ぬし、昨さく夜やの男ではないか」

「そうだよ。ちゃんと説明したのに、聞いてなかったのか」

　昨夜と言っても、日付で考えれば今日きようの範はん疇ちゆうになる。つまり俺は今も誕たん生じよ日うび継けい続ぞく中なのだが、断じて二は十た歳ちではない。ムラサキカガミが出てくる理由は足りていない筈はずだ。

　そう思って睨にらみつけてやると、ムラサキカガミは慌あわてたように首を振った。

「いやいや、そんな事はないぞ。しっかりと謝罪をして戻もどったではないか」

「いつ謝ったって言うんだ？」

「妾わらわともあろうものが少々礼を失していたと考えて戻ってみたら、お主が倒れておったのでな。風か邪ぜをひいてはいかんとそこの布をかけて、火を消しておいてやった。謝罪にはならんか？」

　タオルケットとコンロ、ムラサキカガミがやっておいてくれたのかよ。

「いや……ああ、ありがとう」

「うむ、良いのじゃ。お主、意外と礼れい儀ぎがわかっておるの」

　まさか礼を言われるとは思っていなかったのか、ムラサキカガミは嬉うれしそうに笑みを浮べた。

　こうして見ると本当に可愛かわいらしい少女だ。

　大きな瞳ひとみと小さな唇くちびる。柔やわらかい印象の顔立ちに、穏おだやかな笑みがよく似合っていた。短い栗くり色の髪かみはショートに揃そろえられ、少女が頭を動かすたびにふわふわと揺ゆれる。着ているのは化け物を思わせるような衣装ではなく水色のワンピース。腰こしをベルトで絞しぼった体のラインが出るデザインだ。意外にスタイルが良いのがわかる。足元は土足でも裸足はだしでもなく、しっかりと白いニーソックスを身に着けている。古風な口くち調ようとは裏うら腹はらに至し極ごく現代的な装いだった。

　じっと見つめられているのに気がついたか、少女がきょとんとこちらを見返してくる。

　妙みような気恥はずかしさを感じ、俺は話を戻した。

「それで、わかってるなら何の理由があって俺の所に出てきたんだ？」

「ふむ、妾にもよくはわからぬが……」

　何度か首を捻ひねり、今度は逆に少女が俺を見つめて来た。

「間違いなくお主の所に向かわなければならぬと感じたのじゃ。襲おそっても良い、などという話ではない。絶対に行かなければならぬ。行くべきじゃという確信があった。正直な話、妾にも全く理由はわからんがの」

「行かなきゃいけないって言われてもな……俺は一番大事な条件が当てはまってないだろ？　ってか、そもそもお前、本当にムラサキカガミなんだよな？」

「無論、妾はムラサキカガミ。言わずと知れた都市伝でん鬼きじゃ」

　──としでんき？

「都市伝説、か？」

「違う。都市伝でん鬼きじゃ。伝鬼じゃよ伝鬼。知っておるじゃろう？」

　少女が小さく指を動かすと、握にぎり締しめたままだった手鏡に紫むらさき色の文字が浮かぶ。

『都市伝鬼』

　そう書かれていた。

　伝記か伝説かと思ったが、伝鬼とは。

　伝鬼。そして都市伝鬼。

　いや、何なんだそれ。

「まさか、知らぬのか？」

「……悪い」

　別に謝る必要はないのかもしれないが、仮にも民俗学を学ぶ者として、怪かい奇き本人の自称を知らないというのは情けない気持ちだった。

「致いたし方ない。説明してやろう」

　ごほん、と軽く咳せき払ばらいをし、少女が姿勢を正した。何となくこちらも背筋を伸のばして正座をする。教えを請こう者としては当然である。

　そんな俺おれの様子が気に入ったのか、ムラサキカガミは機き嫌げんよく頷うなずいて口を開いた。

「いにしえより人が恐おそれ、時に敬うやまいもするあやかしである、妖よう怪かい。人の想念が形を成す亡ぼう霊れい、怨おん霊りよう、幽ゆう霊れいの類たぐい。そういった存在は知っておるな？」

「ああ。言っちゃなんだけど、そういうのは大好きだ」

「うむ、それは結構じゃな」

　目の前の少女もそういった怪かい奇きの一種。考えるだけで胸が高鳴る。

　俺は今、伝説と触ふれ合っているのだ。

「そういったモノに近い。しかしもっと新しく、人に近しい存在。それが伝鬼じゃ」

「……それが伝鬼じゃ、って言われても」

　得意げに言う少女には悪いのだが、そう部分的に説明されても具体的に何なのかがさっぱりわからない。疑問を帯びた俺の視線に頷うなずき返し、少女は続けた。

「人と人とが接するとき、そこには必ず鬼おにがおる。良きにしろ悪あしきにしろ、人は鬼から離れられん。そうして生まれた心の鬼が形を成し、それが人の間に伝えられることで伝鬼となる。都市伝鬼というのは、そうやって人と人との間に伝えられることで存在する鬼なのじゃ」

「難しいな。都市伝説っていう噂うわさを元にした、呪のろいみたいな存在ってことか？」

「少し違うのう。呪いのように、強い気持ちは必要ではない。ただ純粋に人から人へと伝えられる、それだけでも鬼というのは現れるものなんじゃ」

「なるほど。人の心の鬼ってのはよく聞くけど、人と人の間にいる鬼、か……」

　俺おれは自然と手帳を開き、メモを取っていた。

　何せ都市伝説──いや、都市伝でん鬼き本人からの説明だ。これから編へん纂さんをしていくに当たってこれほど有益な情報は他ほかにない。

「真ま面じ目めに聞いているのは良いがの、一体何を書いておるのじゃ」

「俺、教授から都市伝説を編纂して本にするって課題を出されててさ。お前の説明が凄すごく参考になったんだよ」

「……編纂、じゃと？」

　軽く頷うなずいて、俺はムラサキカガミについてまとめたページを少女に示した。

　ムラサキカガミ。

　二は十た歳ちになるまでこの言葉を覚えていた人間はムラサキカガミに呪のろわれ、死んでしまう。

　端たん的てきに言えばそんな都市伝説だが、その種類は多た岐きにわたる。

　俺はその由来から被害者の死に方、回かい避ひ手段まで出来る限りの資料を集めていた。

　そういえば回避手段は結局試さなかったな。白い水すい晶しようとか。

「と言っても今の話を聞いた後じゃ修正箇所だらけなんだけどな」

　じっと手帳から視線を外さない少女に笑いかけた。

　そもそも都市伝説という部分に訂てい正せいが入ったのだ。ここからは集めた情報を全すべて洗いなおさなければならない。これからの作業の困難さを思えば幾いくらか憂ゆう鬱うつになるが、それが逆に楽しみでもある。これだから学ぶことはやめられないのだ。

　こうして伝でん鬼きと出会って語る機会など今後の生しよう涯がいで二度とありえないだろう。他ほかに聞くべきことは全すべて聞かなければ。そう意気込んで問いかけようとした所で、手帳を見ていた少女が顔を上げた。

「そうか、そうじゃったのか。ついに現れたという我らの編纂者が、お主ぬし……」

「現れたって……おい、どうしたんだよムラサキカガミ」

　何が心の琴きん線せんに触ふれたのか、少女は一人で感動に打ち震ふるえている。

　こちらを見つめる瞳ひとみには光るものすら浮かんでいた。

　一体どうした。ムラサキカガミについて調べていたのが泣く程嬉うれしかったのか。

　泣く女には勝てないというのは、なるほど本当だ。

　どうすればいいものやら。とにかく落ち着かせようと伸のばした俺の腕うでへとすがり付いて──ムラサキカガミが胸に飛びついてきた。
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「ちょっ、おい、なんだっ？」

「長かった。ようやく出会えた。伝鬼の編纂者。我らの編纂者に……」

　何の遠えん慮りよもなくしがみついてくるものだから、望まずとも少女の全身の感かん触しよくが伝わってくる。スタイルがいいとは思ったが、想像ではわからない、この蕩とろけるほどの柔やわらかさ。小さい筈はずの少女の体に、何な故ぜか包み込まれているような感覚。鼻先で揺ゆれる薄うす茶ちや色の髪かみからはほんのりと甘あまい女性の香りが漂ただよってくる。

　先程までは死なない為ために必死だったというのに、もうこのまま死んでもいいと本気で思える。

　いやいやいや、落ち着け。人じん外がい相手に欲情してどうする。

「……悪いけどお前が何を言っているのか全くわからん。このままでいいから、ちょっと事情を聞かせてくれ」

「む……何じゃ、お主ぬしが自分で言ったんじゃろう。伝でん鬼きを編へん纂さんしておるのだと」

「そりゃ確かに都市伝説──都市伝鬼、か。それを集めて、調べて、それから本にすることにはなってるけどな。だからってどうして書かれる側のお前が喜んでるんだ？」

「ああ、その話じゃな。説明してやろう」

　感動の様子はどこへやら、少女はあっさりと俺おれから離れていった。

　このままでいいと言ったのに。くそう。

「何をそんなに残念そうにしておる」

「……家族から離れて随ずい分ぶん経たつから、人の温ぬくもりに飢うえてたんだよ」

「それは寂さびしいのう。妾わらわで良ければ話し相手ぐらいにはなれる。いつでも声をかけよ」

　人ではないがな、と優しく笑う少女。

　ただの言い訳だったのだが、真しん剣けんに同情されてしまった。説明好きなだけなのかと思っていたが、なかなか世話好きな性格をしているようだ。昨さく夜やもわざわざ戻ってきてタオルケットをかけたりコンロの火を消してくれたり、割と優しい伝でん鬼きなのかもしれない。

　人を呪のろいにやってくるムラサキカガミに優しいも何もあったものじゃない気もするのだが。

「偉大なる者が認めた伝鬼編へん纂さん者。まずはお主の名前を聞いてよいかの？」

「なんだよ、その偉大なるなんたらって……まあ、俺おれは八や坂さか出雲いずも。よろしくな」

「イズモ。出雲か。良い名じゃ」

　うんうんと頷うなずく少女。

「先も言ったが、妾わらわはムラサキカガミじゃ。さて、伝鬼の編纂についてじゃが……」

「……いや、ちょっと待ってくれ。そうだ、そうだった」

　話を聞きたいのは山々だったが、自己紹しよう介かいなんてしたせいで俺の意識は日常に戻っていた。

　すっかり忘れていた。そもそも俺は仕事の準備のために自室へ寄っただけだったのだ。

「……ヤバイ、完全に遅刻だ」

「む、先約か？」

　予想外の出来事の連続にバイトの時間をすっかり忘れていた。

　大変だ。本当に大変だ。何が大変かって、遅刻しても別に怒おこられないのが大変なのだ。

「約束を破るのはまずいのう」

「ああ、相当にまずい。話は帰ったらちゃんと聞くからさ、悪いけど待っててくれるか」

「妾の時間は有り余っておる。気にせずともよい、用を済ませてまいれ」

　人じん外がいの存在を相手に失礼かとは思ったのだが、少女は気にした様子もなく請うけ負った。

　本当に話のわかる伝鬼で助かる。

「適当にお茶とか飲んでてくれていいからな。んじゃ、行ってくる！」

「うむ、行って来るがよい、出雲」

　鍵かぎもかけずに部屋を飛び出しながら、俺は家に誰かが居てくれる安心感と、挨あい拶さつに返事がある喜びを感じていた。

　実家を出て一年少々しか経たっていないはずなのに、随ずい分ぶんと久しぶりに思える。

　これでその相手が人間でさえあれば何の不満もない。普通ならきっとそう思うのだろう。

　しかし困ったことに、俺は相手が超常の存在だからこそ、こんなにも胸が躍おどるような気持ちになっているのだ。そこにはまるで忌いむべき歴史を紐ひも解といた瞬しゆん間かんのような、恐おそろしいものへの憧あこがれがあった。

　俺も犬いぬ飼かい教授に染まってきたのかな、と。そんなことを思ったのだった。










　自転車のペダルを踏ふみ込み、急な上り坂を全力で上っていく。

　俺のバイト先はどこにでもある平へい凡ぼんなコンビニだ。

　付属高校を抱かかえた大規模な学園である平ひら泉いずみ大学。その近くに位置しているその店は、日常的になかなか繁はん盛じようしている。この地域では一番の売り上げだ、などと聞いたこともあった。

　今は春休みだが、それでも客数は少なくない。

　本来なら遅刻など厳禁──の、はずなのだが。

「悪い飛ひ田だ、遅くなった！」

「あ、出雲いずも先せん輩ぱい。おはようございますー」

　店の裏うら手てに自転車を乗り捨て、着替える時間も惜おしんでバックヤードを飛び出した俺おれを迎えたのは、見慣れた少女の笑顔だった。

「タイムカードは押してないですからね。先輩はばっちり遅刻ですよ？」

　長いポニーテールを揺ゆらし、少女が楽しげに言う。

「わかってるよ。飛田一人で大だい丈じよ夫うぶだったか？」

「ええ。あんまり仕事もありませんでしたし」

　夕方から夜にさしかかるこの時間は、夕食を買いに来る客向けにあれこれと作業がある。本来なら仕事がない訳がない。山ほどあって当然だ。

　俺は祈いのるように店内を見回した。

　ついさっき搬はん入にゆうされたはずの惣そう菜ざいが、全すべて並べ終わっていた。

　他ほかの品出しも全すべて済んでいるし、床ゆかも磨みがかれている。雑誌コーナーの整せい頓とんも済ませてある。

　フードコーナーの仕込み。店内カゴの整理。レジ周りの整せい頓とん。

　小姑こじゆうとのように見回るが、どれもこれも終わっていて何もやることがない。

　くそ。結局こうなった。

「……お前、本当に仕事が早過ぎるだろ」

「そんなことないですってばー。強しいて言うなら、先輩の教えのおかげですよ」

　なんでもないような顔で笑う彼女は飛田舞まい佳か。

　俺を先輩などと呼んでいるが、本当は同級生だ。

　店で話をする前から俺が犬いぬ飼かい研究室に出入りする所を目もく撃げきしていたらしい。

　すっかり大学生と勘かん違ちがいされて先輩と呼ばれてしまい、後はなし崩くずしだった。

「とりあえず一通りは終わってるので、良かったらお先に休きゆう憩けいどうぞー？」

「今来たばっかりだぞ。遅刻したのは謝るから、許してくれ……」

　悪いた戯ずらっぽく笑う飛田に頭を下げた。

　この彼女、いつもいつも尋じん常じようじゃないぐらいに仕事が早いのだ。

　俺よりも幾いくらか後に働き始めた飛田。未成年の学生で勤務時間は夕方から夜までと、環境の似ている俺が仕事を教えることになった。

　だが、手際についてはすぐに追い抜かれてしまったのだ。

　過去にも遅刻したことが何度かあったが、その全てで数時間分の仕事を終わらせた状態で迎えられている。これ以上同じことが繰くり返されると完全に俺おれの存在意義がなくなってしまうのだ。できれば今日きようの失態は避さけたかった。

　しかし幾いくら遅刻したと言っても十分も経たっていない。一体何をどうすればこうなる。

　少しの恨うらみがましさを籠こめた視線に、苦笑する飛ひ田だ。

「あはは、一応冗じよう談だんですよ。気にしないでください」

「……一応かよ」

「まあ、割と本気ですから」

　怒おこるぐらいなら普通に仕事を残しておいてくれればいいのに。

　勿もち論ろん完全に俺が悪い訳で、そんなことを口に出したりはしないが。

「じゃあ裏うらで作業してるんで、レジお願いしますねー」

「ああ、了りよう解かい」

　どうせすぐに戻ってくるだろう。飛田はバックヤードの仕事もやはりとんでもなく早いのだ。

　一いつ緒しよに作業をしても普通に仕事をしているようにしか見えないのだが、少し目を離すとあっという間に終わらせている。普段なら頼れる彼女も、こういう状況では胸が痛いだけだった。

「いらっしゃいませー」

　時折入ってくる客もほとんどが平ひら泉いずみの学生だ。声をかけてくる知り合いもいるぐらいで、何とものんびりした職場である。

　レジで業務をしながらあれこれと考える。

　四年をかけて取り組むことになった都市伝説の編へん纂さん。その都市伝説本人に伝えられた、都市伝でん鬼きの存在。人から人へ伝えられることで存在する伝鬼。

　昨夜鏡から出て来た時は相当恐おそろしかったが、実は優しい伝鬼のムラサキカガミ。本気かはわからないがいつでも声をかけろと言ってくれた。都市伝鬼をまとめるに当たって彼女の協力が得られるのなら間違いなく助けになるだろう。

　そして抱だきしめられた少女の感かん触しよく。女性の柔やわらかさ。温かさ。その香りまでもがはっきりと思い出せる。

　うん。いろいろあったが、間違いなく今日きようはいい日だ。

「鼻の下が伸のびてますよ、先せん輩ぱい？」

「ぶっ……もう終わったのか、飛田」

「大した仕事はなかったので、すぐに片付きましたよー」

　いつから見ていたのやら、知らぬ間に後ろに立っていた飛田。

　大した仕事がない？　そんな訳がないのだが、こいつに突つっ込んでも仕方がない。

　俺おれは素直にお疲れ様ですと頭を下げた。

「それで、ですけど」

　言葉を続け、飛田がレジの横に立つ。

「出雲いずも先せん輩ぱいは何を考えてたんです？」

「いや、そこに踏ふみ込んでくるのかよ」

「暇ひまですし、ちょっとぐらいいいじゃないですか」

　隣となりのレジで飛ひ田だが好こう奇き心しんに満ちた視線を向けてくる。

　雑務の終わったコンビニ業務。暇な時間もあるものなのだ。

「大したことは考えてなかったよ。彼女欲しいなーって思ってただけだ」

「えー、それだけですかー？」

　誤ご魔ま化かしているのはバレバレだろう。飛田に信じた様子はない。

　とはいえ、都市伝でん鬼きが出て来て殺されそうになったけど、話してみたら意外といい奴やつだったんだよ、などと話せるはずもない。

　言う気のない俺の様子を察したか、飛田はそれ以上聞いては来なかった。

「まあそれはいいんですけど。でも、先輩！」

　その代わりだろうか。大げさな動作で俺おれに人差し指を向けてくる。

「彼女が欲しいって言い方は、女の子からはかなり評価が低いんですよー！」

「あれ、そうなのか」

　そりゃ高いはずもないだろうが、わざわざ低くつけられてしまうものだろうか。

「女の子なら誰でもいいって感じがしますからねー。例えばそう、恋がしたいとか、出会いが欲しいとか。そういう台詞せりふの方が好感が持てますよー」

「なるほど、確かに浪漫ロマンのある言い方だな」

「でしょ。ロマンチックですよね」

　民俗学者は浪漫を食べる生き物なのだ。ロマンチックも大好物である。

「よーし、出会いが欲しい、恋がしたいぞー」

　口に出してみるとなるほどポジティブである。特に今日きようは良い出会いもあった。何ともしっくりとくる。

　良い事を聞いたと頷うなずく俺に、しかし飛田は怪あやしく笑いかけた。

「しかしですね、その台詞にはちょっと問題もありまして」

「……問題？」

「恋がしたい、出会いが欲しいってことはつまり、近場に居る女の子は対象外ですよって意味になるんです。すると周りの子はなーんだそうなのかって気分になりますよね」

「…………」

「どうします、先輩？」

　恐おそらく相当に嫌いやな顔をしているだろう俺を見て、飛田が楽しげに笑う。

　いつだったか走るのが趣味だと言っていた彼女。ついつい長めのポニーテールに目が行くが、スレンダーな体つきは十分に魅みり力よく的で、活動的な顔立ちはよく見るととても整っている。

　俺おれだけの一方的な気持ちかもしれないが、凄すごく気が合う相手だとも思っていた。

　顔色だけで俺の考えをぽんぽんと読み取る代わりに、自分が思ったことは何でも素直に話してくれる。決して悪意を溜ため込んだりしない彼女の性格は気を使わなくていいし、何よりも傍そばに居て心地が良い。

　俺にとって飛ひ田だ舞まい佳かが想おもいの対象外だなんてことは、とても言えそうになかった。

「……あー、彼女が欲しい。欲しいなー」

「えへへ、ありがとうございます」

　まあ、結局俺にはそんなリアクションしか取りようがないのだが。

　ここで上う手まい切り返しができるようなら、毎日店の弁当を買って帰るような生活には陥おちいっていないだろう。一応でも喜んで見せてくれた飛田に感謝したいぐらいだ。

　しかし何な故ぜだろうか、おざなりな返事に何度も頷うなずき、飛田は不思議そうに俺を見つめた。

「やっぱり先せん輩ぱい、今日きようはちょっと雰ふん囲い気きが違うんですよねー」

　じっと俺から視線を外さない彼女。

「雰囲気が違う？」

「ええ。格好良いのとは別ですけど、惹ひかれるっていうか何ていうか。結構いい感じですよ」

「そりゃ、お世せ辞じでも嬉うれしいな」

　どことなく好意の感じられる口くち調ように鼓こ動どうが速まった。

　実際には社交辞令なのだろうが、それでも嬉うれしいものは嬉しい。我ながら単純なものだ。

　そう思って飛田を見ると、何な故ぜか彼女は真しん剣けんな表情をしていた。

「本当に何か……違います」

　気のせいだろうか。飛田の視線に普段ならありえない温度を感じる。

　戸と惑まどったように揺ゆれる瞳ひとみ。時折何かを言いかけてもどかしげに震ふるえる唇くちびる。

　普段なら気にもしない彼女の表情が不思議と魅みり力よく的に思える。

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくの中、ただ二人で見つめ合う。それは決して悪い空気ではなかったと思う。

「おーい、レジいいかー？」

「ああっ、申し訳ありませんっ！」

　客からの催さい促そくを受けるまでの数分間、不覚にも飛田に見み惚とれてしまった自分が居た。

　焦あせって対応をする俺を見てくすくすと笑う飛田は、間違いなくいつも通りの彼女で、何とも悔くやしい気分になったのだった。










　未成年の俺おれと飛ひ田だに深夜の業務は行えない。大体は同時に仕事を終えることになる。

「お先に失礼しまーす」

「お疲れ様でした」

　バックヤードに声をかけ、揃そろって店を出た。

　普段ならここで適当に別れる所なのだが、今日きようの飛田はどことなく好意的だ。

　ただ機き嫌げんが良いだけなのかもしれないが、ちょっと声をかけてみるのもいいかもしれない、なんてことを少し考えてみた。

「あー、もう時間も遅いし、よかったら送っていくか？」

「はい？」

　それなりに勇気を出して言った俺の台詞せりふをきょとんとした表情で受け取り、しばし停止する飛田。そして数秒の後、困ったような笑みを浮かべて首を振った。

「えっと……お気づかいは嬉うれしいんですけども。毎回一人で帰らせてるくせに今日に限ってそんなことを言われると、私としてはどうしていいものやら」

「……そりゃそうか」

「日頃の行いですよー、先せん輩ぱい」

　しかし言われて考えてみたが、そんなに簡単な話だろうか。

「でも飛田、もしも初日から送っていくとか言ってたら、明らかに警けい戒かいしただろ」

「それは確かに、翌日店を辞やめるところまでありえましたね」

「……マジか、それ」

「まあ、割と本気です」

　いや待て、幾いくらなんでも俺への第一印象が悪過ぎるだろう。

　むしろ親しくしている今が凄すごいのかもしれないが、もちろん喜ぶ気にはなれない。

　衝しよう撃げきの事実に、勢いが完全に潰つぶされてしまった。

「んじゃどうしろってんだよ……」

「もう、出雲いずも先輩は本当に女心がわかってないですねー」

　人差し指を立て、これ見よがしに左右に振る飛田。

「女の子と簡単に仲良くなろうだなんて甘あまいです。激甘です。一回断られた程度で何だと言うんですか。雨の日とか、暗い日とか、そういう日を狙ねらって何度も何度も誘さそうんです。そしたら私も何となーく寂さびしい気分の時には、もしかしたらちょっとぐらいはお付き合いしないこともないような気がするかもしれないですから」

「やたらめんどくせえ上に、後半も滅め茶ちや苦く茶ちや確率低いな！」

　思わず全力で本音を言ってしまっていた。

「そういうものですよ、女の子って。あ、一応注意ですけど、あんまりしつこいとセクハラでパワハラでストーカーですからね。タイミングが悪いと一回でも失格なので気をつけてください」

「どれだけ難なん易い度ど高いんだよ……」

　余りにも困難すぎて俺おれには当分無理そうである。

　もうさっさと帰ってムラサキカガミに癒いやされたい。あいつなら、お疲れじゃったのう、とか言ってお茶を入れてくれそうな気がする。

　──ムラサキカガミ？

「あ……そうか。そもそも俺、今日きようは帰って仕事があるんだ」

「はえ、帰った後もお仕事ですか」

「ああ。都市伝でん鬼きを編へん纂さんして本にするって課題が教授から出ててさ。あの人が言う以上はマジで本になるだろうから、真しん剣けんにやらなきゃいけないんだよ」

「都市伝鬼の……編纂……？」

「ああ、悪い。都市伝説な」

　伝鬼などと言っても伝わらないだろう。案の定飛ひ田だはぽかんとしている。

「伝鬼の……編纂……先せん輩ぱいが……」

「……飛田？　大だい丈じよ夫うぶか？」

　ただ理解できなかっただけかと思ったのだが、明らかに様子がおかしい。飛田は何もない虚こ空くうに焦しよう点てんを合わせ、ふらふらと体を揺ゆらしている。

「先輩が……先輩が、そうなんですか……」

　小声でぶつぶつと呟つぶやく彼女に不ぶ気き味みな悪お寒かんを覚えた。友人を前にしている筈はずなのに、まるでムラサキカガミが初めて現れた時のような、酷ひどく嫌いやな予感がする。

「おい、調子が悪いなら本当に送っていくぞ。家までとは言わないから、近所まででも」

「……いえ、平気です。私にもたった今この瞬しゆん間かんに仕事ができました」

「は？　いや、仕事ってお前……」

「いいから行ってください。先輩の帰る方向はあちらでしたよね」

　何な故ぜか急に屈くつ伸しんを始める飛田。そして入念な準備運動をしながら俺おれのアパートの方角を指さした。このコンビニ、そして平ひら泉いずみ学園全体が町の高台に位置していて、帰り道は下り坂を一気に下るルートを選んでいる。

　困こん惑わくしながら頷うなずいた俺を見て両手を握にぎり締しめる飛田。何の為ために気合を入れているのかさっぱりわからない。

「ほら、早く早く。仕事があるんでしょう？　さっさとしないと蹴けり飛ばしますよ」

「いやまあ、そうだけど……蹴んなよ？」

　ムラサキカガミを待たせるのが悪いのは事実だ。飛田の様子はやはり妙みようだが、元気そうにはなっている。とりあえず大だい丈じよ夫うぶか。

「じゃあ、先に帰るな。調子悪いんなら養よう生じようしろよ」

「はい。お疲れ様です……先輩」

　見み間ま違ちがいだろうか。ちらりと振り返ると、飛ひ田だが酷ひどく歪んだゆが笑みを浮かべているように見えた。

　何はともあれ、急ごう。ムラサキカガミと、美雪みゆきさんのケーキが俺おれを待っている。

　二人で分け合って食べれば中々に誕たん生じよ日うびらしくもなるだろう。

　軽くペダルを踏ふみ込んで坂を下っていく。アパートまでは十五分程度。

　当たり前だが、別段何が起きるわけでもないだろう──










　──と、思っていたのだが。

『待って……待って……』

「あはははははははっ！」

「噓うそだろ、冗じよう談だんだろ！　本気かよ、ありえねえだろそんなのっ！」

　俺は自転車のペダルを必死に踏みこんでいた。

　耳元には怪あやしい囁ささやき声が響き、後方からは笑い声が聞こえてくる。

　相当なスピードで坂を下っている俺には強い風が吹き付けている。風にかき消されて音なんて届くはずがないのに、何な故ぜかその二つがはっきりと聞き取れる。

　間違いなく怪かい奇き現象だ。

『止まって……止まって……』

「ふざけんな、お断りだクソっ！」

　囁き声に逆らって全力で自転車をこぐ。下り坂でそんなことをするものだから、ハンドルを持つ手には痺しびれるほどの振動が伝わっていた。

　ちらりと背後の様子をうかがうと、小さな人影が見える。

　いや、もう小さいとは言えないだろう。

　気がついたのは最初に声が聞こえた時。まさかあんな距きよ離りから俺に声をかけるはずもないだろうと無視するぐらいに、影は小さかったのだ。

　それが振り返るたび、冗じよう談だんのようにどんどんと近づいてきたのだ。

　今では細かい様子もはっきりとわかる。その影は女の姿をしていた。

　勿もち論ろんのこと、ただの女ではない。猛もう烈れつな勢いで腕うでを回し、脚あしを動かし──坂を駆かけ下りる自転車を越える勢いで走っている女が、普通の人間なものか。

「あははははは、あはははははははは！」

「何がおかしいんだちくしょう、絶対捕まってやらねえからな！」

『待って……待って……』

「誰が待つかあああ！」

　一日に何度も心しん霊れい現象に出会うとは一体どんな不運だろうか。

　何が起きているのか、状況が全くつかめない。ただ一つわかるのは、真しん剣けんに危険だということだ。ムラサキカガミが出てきたあの時と同じ緊きん張ちよう感かん。本日三度目の命の危き機きだが、今回は本物だ。あの少女のように話のわかる化け物はそうそう居ないに違いない。

　間違いない。追いつかれたら、俺おれは殺される。

『止まって……止まって……』

「あははははーっ！　あっはっはー！」

「死にたくねええええええ！」

　限界を超えてスピードを上げるが、しかし聞こえてくる笑い声はどんどん高まっていく。

　このままではすぐに追いつかれてしまうだろう。

　それでもどうすればいいのかわからない。ただひたすらに安全な場所を求めて自宅へ向かって逃げているだけだ。そこが安全だという保証なんて何もないのに。

「あはははは、あーははははー！」

『待って……待って……』

　アパートまではまだまだ距きよ離りがある。だというのに、どんどん声は迫ってくる。

　迫って来ているどころじゃない。まるでもう耳元で笑っているみたいに──

「つーかーまーえーたー！」

「うわあああああああああ」

　思わず振り向いた俺の眼前に、既すでに『それ』は居た。

　長い髪かみを振り乱して凄せい惨さんな笑みを浮べた女の姿。

　凄すさまじい勢いで地を蹴ける脚あしには残像すら浮かんでいる。それは間違いなく人じん外がいの怪かい奇き。

「ふふふふふ、あははははっ！」

　女が笑みを深めてこちらに手を伸のばしてくる。

　今にも横に並ぼうとする女を呆ぼう然ぜんと見つめるしかない俺の耳元で、もう一度囁ささやき声が響いた。

『止まって……止まって……』

「あは……え、ちょっと、先せん輩ぱいっ！」

　怪かい人じん然ぜんとした表情を崩くずし、何な故ぜか背後の女が慌あわて出す。

　同時に俺も気がついた。余りにも速度を上げて走っていたせいでもうすぐに下り坂が終わるのだ。その先はいつでも交通量の多い、この辺りで一番の大通り。

「やべえええええ！」

　化け物に驚いている場合じゃない。慌てて向き直り、全力でブレーキを握にぎりこむ。

　見れば数十メートル先に迫った大通りに、車のライトが猛もうスピードで行き交っていた。

　これは駄だ目めだ。絶対に間に合わない。

　こんなことで人生終わりかよ。ムラサキカガミ、話聞けなくて悪い。美雪みゆきさん、折せつ角かくのケーキをちゃんと食べられなくてすみません。教授、期待に応こたえられなくて申し訳ないです。親父おやじ、お袋、俺おれの名前の出雲いずもが新しん婚こん旅行の場所から取ったって、婆ばあちゃんに教えてもらったよ。

「危ないですよっ！」

　走そう馬ま灯とうのように思い出が流れる中、衝しよう撃げきと共にがくんと自転車のスピードが落ちた。

「うおわっ!?」

　余りに急な加重に自転車から飛び出しそうになる俺を、誰かが力強く摑つかむ。がりがりというアスファルトを削けずる音が酷ひどく大きく聞こえた。

　そして。

「……生き、てる？」

　自転車は止まっていた。

　大通りに飛び出す数メートル手前。ぎりぎりという段階ですらなく、行き交う自動車はこちらに気付いた様子さえなかった。

「ちょっとだけ緊きん張ちようしましたねー。大だい丈じよ夫うぶですか？」

「ああ、ありがと……ううううっ!?」

　助けてくれた何者かに礼を言おうとした俺の目に映ったのは、先程まで髪かみを振り乱して追いかけて来ていた化け物の姿だった。

「やめてくれ、殺さないでくれ、俺は死にたくないっ！」

「え、いやいやいや、ちょっと落ち着いてください」

　あの気味の悪い笑みを消しているせいか、何となく普通の女、いや、少女のように見えた。

　そして冷静になってみると、どこか聞き覚えのあるその声。

「ほらほら、これでわかりますよね？」

　慌あわてた様子の化け物がポケットから髪かみ留どめを取り出した。振り乱した髪を後ろでまとめ、手早く結い上げる。あれ、これって──

「……お前、まさか飛ひ田だ？」

「いくらなんでも気付くの遅すぎますよ、出雲いずも先せん輩ぱい」

　数分前まで一いつ緒しよに居たコンビニの同どう僚りよう、飛田舞まい佳かがそこに居た。見れば確かに服装も変わっていない。ただ髪をほどいていただけらしい。

　とはいうものの、あの状況でそんなことに気付くわけがないだろうが。
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「お前、どういうつもりだよ！　滅め茶ちや苦く茶ちやビビった……ってか死ぬ寸前だったんだぞ！」

　本気で怒ど鳴なりつけた俺おれをむしろ得意げに見返し、飛田は胸を張って言った。

「そりゃあ全力で驚いてもらわないと、この都市伝でん鬼き、ジェット女の怖こわさが全然伝わらないじゃないですか！」

　──都市伝鬼？

　ジェットオンナ？

「……何を言ってるんだ？」

「だからジェット女ですよ。知ってるでしょう先輩、都市伝鬼の編へん纂さんをしてるんですから」

　呆ぼう然ぜんとしたまま、鞄かばんにしまっている手帳を取り出す。ジェット女という都市伝説に聞き覚えはなかったが、似たものは書き付けた記き憶おくがあった。

「ジェットババア……」

「そういうのもありますね」

　それしかなかった気がするが。

　ジェットババア。高速道路や夜間の山道を走りぬける自動車に後ろから走って迫る。そして追いつかれてしまったらジェットババアから目が離せなくなり、最後は事故を起こしてしまう。そういう都市伝説だ。

　都市伝説。つまり、都市伝鬼。

「……お前も都市伝鬼なのかよっ！」

「だからそう言ってるじゃないですか。先輩って、割と本気で頭が悪いですよね」

　ようやく理解した俺を呆あきれたように見つめる飛田。

　いや待て待て、一いつ緒しよに働いてきた同級生が、実は伝鬼だったっていうのか？

「都市伝鬼を編纂する人間が現れたって昼にちらっと聞いたんですけど、まさか先輩だったなんて。これは是ぜ非ひとも私の全力をお見せして、良い感じに書いてもらわなきゃと思いまして」

「…………その為ためだけに、こうして俺を追いかけたのか」

「そんな顔しないでください、私には凄すごく大事なことなんですから。ほらほら、ちゃんとメモしてくださいよ」

　飛ひ田だに促うながされ、ジェットババアの項目に追記していく。

「……また、ジェット女という伝鬼も存在し、乗り物を問わず追いかけてきて非常に危険。その姿はジェットババアとは違い──」

　ちらりと視線を向けると期待した瞳ひとみで見返して来る飛田。溜ため息いきを吐つき、ペンを進めた。

「──とても可愛かわいらしい女性の姿をしているが、決して油断をしないこと……これで満足か？」

「ええ、バッチリです！」

　ぐっと親指を立てて満面の笑みを浮かべる飛田。

「書いて欲しけりゃそうするから、普通に言ってくれ……」

「それじゃ印象が薄うすくなるじゃないですか。やっぱり怪かい談だんは実際に体験してこそです」

「……お前な」

　こっちがどれだけ怖こわかったと思ってるんだ。走そう馬ま灯とうすら見たんだぞ。

　恨うらめしげに見えるように睨にらんでやったが、飛田はむしろ誇ほこらしげにするだけだった。

　ってかちょっと調子に乗ってるだろ、こいつ。

「──と思ったが、ジェット女もやっぱり婆ばばあだった、とか。本に書いといてやろうか」

「なっ、えっ!?」

「同どう僚りようを驚かすような奴やつは、婆扱いされるといいんだぐぁっ!?」

　俺おれの言葉を遮さえぎり、飛田が手首を摑つかんできた。驚くほど強い力に骨がきしむような鈍どん痛つうが走る。

「噓うそっ、本気で書いてないですよね？　ちょっと先せん輩ぱい、それ見せてください！　早くっ！」

「ちょっ、落ち着け。何だ、どうしたんだよ」

「落ち着けません！」

　飛田はジェット婆について書かれた項目をなめるように見た。勿もち論ろんのこと、そんな冗じよう談だんをわざわざ本気で書くはずがない。

　一通り確認した後、飛田は血走った目で俺を睨にらんだ。

「……先輩、次に今みたいなことを言ったら、本気で車道に飛び込んでもらいますよ？」

「いや、そんなに怒おこることか？」

「怒りますよ！　いいですか、絶対に、絶対にダメですよ。やったら許しませんからね」

　飛田に説教されることは少なくないが、本気で怒られるのは珍めずらしい。

　まあ確かに、お前を本に書く時は爺じじいにしといてやる、なんて言われたら俺も怒るとは思うし。ちょっと悪いことをしたかな、という気にはなった。

「からかって悪かったよ。許してくれ」

　はい、と頷うなずく飛田。俺は大きく息を吐いた。

「……ああもう、無む駄だに疲れた。勘かん弁べんしてくれよ」

「二度はやらないから大だい丈じよ夫うぶですよ。それにしても本当に疲れ切ってますね、先せん輩ぱい」

「当たり前だろ、どんだけ焦あせったと思ってるんだ……」

「まあ、これだけ怖こわがってもらえると、私も伝でん鬼き冥みよ利うりに尽つきますねー」

　機き嫌げんを直してくれたのは良いが、全く褒ほめられている気がしなかった。むしろ怖がりな自分がこんなにも憎にくく思えたのは初めてだ。

「お前が気合を入れ過ぎなんだよ。物もの凄すごい笑い声上げて、耳元では囁ささやき声だぜ。どうやったのかは知らないけど、そりゃ怖いっての」

「囁き声って……あ、そっか」

　言い訳がましい俺おれの言葉にぽんと手を叩たたき、飛ひ田だが思い出したように言う。

「さっきの声、ヨカちゃんも来てたんですね」

「……ヨカちゃん？」

「ごめんねヨカちゃん。ヨカちゃんが先輩を助けてくれる筈はずだったんだね」

　何やら大通りの方へ呼びかける飛田の視線を追うと、そこには一人の女性の姿があった。

　長い黒髪かみが目につく女だった。白一色のワンピースがほっそりとした体を覆おおっている。闇やみ夜よの中で行き交う車のライトに照らされ、病的なまでに白い肌はだは服との区別すらも難しい。

『…………』

「え、えっと……」

　女性は無言のままで俺おれをじっと見つめ、ぽつりと言った。




『死ねばよかったのに』




「ちょっ、おおいっ！」

　滅め茶ちや苦く茶ちやな台詞せりふを言い残し、女性は薄うすれて消えていった。

　人影が消えたことへの驚きより、最後の台詞せりふにあったインパクトの方がずっと大きい。

「あれ何なんだよ、初対面の怪かい奇き現象に思いっきり失礼なこと言われたぞ！」

　飛田が悪いわけでもないのだろうが、思わず手近にいた彼女に詰つめ寄ってしまった。

「いえいえ違いますよ。ヨカちゃんのあれは照れ隠かくしなんです」

「……照れ隠し？」

「知りませんか？　結構有名だと思うんですけどね、都市伝でん鬼き『死ねばよかったのに』って。死ねばよかったのにちゃんって呼ぶのは面倒だから、皆でヨカちゃんって呼んでるんです」

「あー……何かそんなのもあった気がするな」

　言われて思い出した。確かに手帳に書き込んだ記き憶おくがある。

「えーと、山道などに現れるとされる都市伝説で、その姿は女性の人影。スピードを出して運転していると急に目の前に現れ、それに驚いてブレーキを踏ふむと実は目の前には崖がけがあった、というパターンが多い。そのまま走っていたら事故にあっていたのは間違いない。消えてしまった人影に感謝すると、再び現れて言うのだ──」




『死ねばよかったのに』




「うおああああっ！　お前、まだ居たのかよ！」

　耳元で響いた声に驚いて振り返ると、冷たい表情の女が消えていくところだった。

　くそう、いい性格してやがる。

「どの辺りが照れ隠しなんだよ、完全に遊んでるじゃないか」

「出雲いずも先せん輩ぱいは本当に乙女おとめ心ごころがわかってないですねー。わざわざ追いかけて耳元で危ない危ないって言い続けて、最後は身を挺ていしてまで助けるんですよ。最後の一言にちょっと照れが混じったから何だって言うんですか？」

「いや、最後の台詞せりふは絶対『無事で良かった』とかの方が良いだろ。それだけでちょっとほろりと来る感動話になるんだぞ！」

「ああもう、先輩は……」

　やれやれと肩かたをすくめる飛ひ田だ。いい加減に腹が立ってくる。

　こいつも伝でん鬼き、あいつも伝鬼。家に帰れば待っているのも伝鬼だ。

　いつからこんな世の中になった。何がどうなってるんだ。

「ああもう、とにかく疲れた。悪いけど俺おれは家に帰るぞ」

「お疲れ様です。ジェット女をちゃんと格好良く書いておいてくださいね」

「はいよ、了りよう解かい」

「と……それから」

　手を振って踵きびすを返した飛田が、ふとこちらに振り向いて言った。

「私の苗みよ字うじなんですけど、ジェットの伝鬼はみんな飛田っていうんです」

「へえ、そうなのか」

「だから、私のことは舞まい佳かって呼んでください。じゃないと他ほかの伝鬼と区別できないですから。……勘かん違ちがいしないでくださいよ、それだけの理由なんですからねー」

　こちらの方こそまさに照れ隠かくしだろう。言うだけ言って飛田は──舞佳は、凄すさまじい勢いで走り去っていった。

　もう俺には何も隠す必要がないということだろうか。

　そもそもあいつはいつから伝鬼なんだ？　最初からか？

「……まあ、そりゃ仕事が早いはずだよな。何せジェット女だ」

　残念ながらジェット男ではない俺には、自転車を漕こぐ体力もろくに残っていない。よたつく脚あしに力をこめて、アパートまで最後の一ひと踏ふん張ばりをするのだった。










　ようやく。そう、ようやく自宅に帰って来ることができた。店を出てから大した時間は経たっていないが、ついに辿たどり着いたというのが正直な気持ちだ。

　鍵かぎもかけずに出て来たものの、ドアノブをまわすとしっかりと戸と締じまりがされていた。ムラサキカガミ、やはり頼れる伝でん鬼きである。

「ただいまー」

　扉とびらを開けて声をかけるが、室内は明かりも消されて暗くら闇やみに包まれていた。

　流石さすがに待たせ過ぎて帰ってしまったのだろうか。

「ムラサキカガミー？　居ないのかー？」

　ワンルームの狭せまい一室だ、明かりをつければ一目で見渡せる。どこにも人影はない。洗面所の方にまわってみたがやはり少女の姿はなかった。

「帰っちゃったか……無理してでも休むべきだったかな、バイト」

　溜ため息いきをついて振り返ったそこに、

「帰ったか、出雲いずも。随ずい分ぶんと疲れたようじゃな」

　たった今まで居なかった筈はずの、ムラサキカガミの姿があった。

「ぬおわああっ！」

「な、なんじゃっ!?」

　恐おそれていた恐きよ怖うふ体験そのままの現象に、思わず叫さけび声を上げて後ずさってしまった。

　どうして家に帰ってきたのに、またムラサキカガミに驚かされないといけないんだよ。

　こいつのことは信じていたのに。いい加減に泣きたくなってきた。

「何だよ、何なんだよ。お前まで俺おれを驚かすのか。もう俺の心臓は限界なんだよ。怖こわいの苦手なんだよ。本当に頼むから勘かん弁べんしてくれ……」

「確かに多少悪いた戯ずら心ごころがあったのは認めるがのう、そんなにも追い詰つめるつもりは……」

　膝ひざをついて真しん剣けんに頼み込む俺に、少女がおろおろと手を伸のばす。

「ちょっと驚かせてやろう、ぐらいの心しん算さんだったのじゃ。すまぬ、許してたもれ」

　小さな手がそっと俺の頭を撫なでた。

　誰かに撫でられるなんてもう随ずい分ぶんと久しぶりだ。

　実際には人じん外がいの存在に慰なぐさめられているとんでもない状態だというのに、現金なもので、自然と心が落ち着いていく。

「……悪い、ちょっと切せつ羽ぱ詰つまってたんだ。ムラサキカガミがいい奴やつなのはよくわかってるよ。本当にありがとうな」

「そんな風に善人扱いをされるのも、伝鬼としては複雑なんじゃが……」

　まあよい、と呟つぶやいて少女は手を離した。俺おれもようやく立ち上がってムラサキカガミと向き合う。どうしてか、体に力が戻っているような気がした。

「それで、ムラサキカガミ……ってこう何度も呼んでるけど、やっぱりちょっと呼びにくいな。あー、お前らって、本名で呼ばれないと嫌いやなものか？」

「伝でん鬼きじゃからのう、意図さえ伝わるのであれば細かい名に大したこだわりはないが……」

　きょとんと見返すムラサキカガミを見て、少し考える。

　先ほど会った伝鬼『死ねばよかったのに』は、確かヨカとか呼ばれていた。

　そういう略し方が伝鬼の伝統なら、ムラサキカガミのこいつは──

「──サキ。お前の事はサキって呼ぶ。いいか？」

「構わん、可愛かわいいらしい名じゃ。しかし……それは編へん纂さんの内に含めるでないぞ」

　あいよ、とサキに頷うなずき返した。なんだろう、そう呼ぶのが不思議としっくり来る。

「んじゃサキ、話の前に飯めしを食いたいんだけど、お前も普通に食べられるのか？」

「おお、勿もち論ろん歓迎じゃ。よし、妾わらわが茶を淹いれてやろう」

　ぱたぱたと台所へ駆かけていくサキ。その後を追い、店から買ってきた出来合いの弁当をレンジに放り込んでスイッチを入れた。

　いつの間に場所を把は握あくしたのか、サキは甲か斐い甲が斐いしくお茶の用意をしている。よく確認すると部屋の中が少し整理されているようにも見えた。

　大して待つこともなく温まった弁当を部屋の中心に据すえた木製のテーブルに並べると、サキも湯ゆ飲のみと急きゆ須うすを持ってやって来る。

「出雲いずもは疲れている様子じゃから、少々温ぬるめの茶じゃ。妾は熱いのが好みなんじゃが、こうして付き合うのも良かろう。……な、なんじゃ、どうしたんじゃ。何をいきなり泣いておる？」

「いやもう……心から癒いやされるよ、サキ」

　良い伝鬼だ。本当に良い伝鬼だ。ジェット女の舞まい佳かが言っていたように面倒でも、こいつの乙女おとめ心ごころならしっかり考えてやってもいいとさえ思う。

「ああ、これが恋か……」

「何を言っておるんじゃ、全く」

　呆あきれたように言いながらも、サキは機き嫌げんよく箸はしをすすめる。

　落ち着いた所しよ作さで食事を取る彼女と共に、二人静かに食事を済ませた。










「さて、出雲よ。編へん纂さんについての話なのじゃが」

　弁当の容器を片付け、お茶のお代わりを入れ、ようやくサキは口火を切った。

「伝鬼の編纂をするにあたって、必要なことは何も聞いてはおらんのじゃな？」

「そりゃまあ、元々は架か空くうの都市伝説を集めるつもりだったからな」

　まさか実在する都市伝でん鬼きを編へん纂さんすることになるとは予想もしていなかったのだ。正直な話、この期ごに及んでも半信半疑な部分がある。

「ならば仕方がない。妾わらわが話して聞かせてやろう」

　言葉とは裏うら腹はらにサキはやる気満々の様子だ。俺おれもペンを取り、愛用の手帳を開いた。

「伝鬼は人に伝えられることによって存在する鬼おにだという話は既すでにした筈はずじゃの。では出雲いずも、その都市伝鬼の現状を少し考えてみよ」

「現状ったって……そのままだろ。都市伝説だよ」

　そうじゃ、と頷うなずいて少女は湯ゆ飲のみを口元へ運んだ。

「都市伝鬼は都市伝説という名を持って人々の間に浸しん透とうしておる。そのことは決して悪くはない。妾達の悩みはその浸透の形にある」

　大きく溜ため息いきを吐つき、サキは半ばまで飲み干した湯飲みへ新たにお茶を注つぎ足した。

　冷めた緑茶とまだ温かい緑茶が交じり合っていく。

「都市伝説を知る人間の認識。問題はそこなのじゃ。……のう出雲、お主ぬしも思ってはおらぬか。都市伝説とは非常に曖あい昧まいで、種類が多た岐きにわたる。そういうものなのじゃと」

「そりゃ……だって、それが都市伝説だろう？」

　同じ題材の都市伝説であっても、それこそ『都市』が変わるたびに内容が変わる。それは当たり前と言えば当たり前の話だ。もっとも新しい怪かい談だんである都市伝説は、現代に限りなく近い近代におけるその土地独自の文化や生活環境が如によ実じつに反映され、だからこそ民俗学上の研究価値が生まれてくるのだ。俺の立場から言えばそれは当然の認識だ。

「それが、いかんのじゃ」

「いかんってお前……」

　いかんと言われても困る。困こん惑わくする俺を見つめ、サキは自身の胸に手を当てた。

「出雲よ、妾を見てどう思う？」

「……とても可愛かわいいと思うけど」

　人じん外がい相手に大した照れもない。最初に浮かんだ答えをそのまま口に出した。

「うむ。ありがたい言葉じゃが、そういう話ではない……いや、勘かん違ちがいするでないぞ！」

　そりゃそうか、と苦笑した俺にサキは慌あわてて言葉を続ける。

「今の部分も重要なのじゃ。出雲の答えはある意味で非常に正しい。ただそこは後回しになるというだけなのじゃ。よいな、ゆめゆめ今の気持ちを忘れるでないぞ」

「別に忘れやしないけど……どうしたんだよ、一体」

「ま、まあその辺りは後にして、妾のことじゃ。おかしいとは思わぬか？」

　何がだ、とじっと少女を見つめる。

　見た目はどこも普通の人間と変わらない。服装の方は若じやつ干かん夏の気配が強いとは思うが、別にその辺りを歩いていても不思議には思わない。

　俺おれの視線を理解したか、サキは頷うなずいて言った。

「その衣装の話じゃ。この服をまとってこの口くち調よう、不ふ釣つり合あいだとは思わぬか？」

「ああ……そりゃ確かに妙みようだとは思ってたよ」

　どこにでもあるような現代物の服を着た、妙に古風な口調の少女。

　確かにそれはおかしいと思っていた。

「それだけではない。知識の内容に、性格嗜し好こう、考え方。全すべてが現代の様式に通じておるのに、口調だけがこんな有様じゃ。その理由こそが、都市伝でん鬼きの問題に通じ、妾わらわ達が出雲いずもを必要とする理由に繫つながる」

「……それは、つまり」

　俺だって馬鹿ではない。そこまで言われれば察しはつく。

　手帳をめくり、ムラサキカガミのページを開いた。

「……ムラサキカガミの由ゆ来らいその一。母親の鏡に紫むらさき色の絵の具で悪いた戯ずらをしたところ、どうしても色が落ちなくなってしまい、それを気に病んで体が弱っていった少女がついには二十歳はたちを迎える直前に死んでしまった。その少女の霊れいが二十歳の人間を呪のろう」

「鏡一つをどれだけ気にするのかという話じゃの」

「いや、お前のことだろうが」

　思わず突つっ込んでしまったのだが、サキは気にした様子もない。

「そんな気の弱い女が無関係な他人を呪のろったりするものか。その辺りは存在上の矛むじ盾ゆんとしてこちら側で適当に合わせるのじゃ。ほれ、続きはどうした」

　納得できる気持ちではなかったが、ともかく言葉を続ける。

「由来二。お気に入りの鏡を冗じよう談だんで紫むらさきに塗ぬった少女が数日後に事故死したことで、二十歳はたちになった人間を呪のろうようになった」

「二十歳が一切関係ないのう」

「だから……いや、いい。由来その三。かつて女性の成人は初潮を迎えた時とされていた。そして貧しい農村で、初潮を大人おとなの証あかしとして家から売られた少女が居た。彼女の霊れい魂こんが両親に守られた現代の女性を恨うらみ、二十歳を迎えたと同時に自分の世界へ引きずり込む」

「ムラサキカガミが関係ないではないか」

「俺おれに言うなって。全部お前の話なんだぞ」

「わかっておる」

　言って、サキは優しく微笑ほほえんだ。

　生徒が正解に向かって進んでいるのを喜ぶような、心からの笑顔。何となく悔くやしくもあり、嬉うれしくもある。そんなこそばゆい感覚があった。

　まるで犬いぬ飼かい教授に相あい対たいするような気分で、俺は言葉を続けた。

「他ほかにも色々とあるが、そういった都市伝説の由ゆ来らい、起こる現象と、そこから生まれる結果。どれもはっきりとは確定していないんだ。まるで当たり前のように知る人によって違う形で伝わっている。だから伝えられることで存在する伝でん鬼きもまた、形を確定することができない」

「うむ、そういうことじゃ。お主ぬしが事前にあれこれと伝え聞いたおかげで妾わらわは比較的多くの要素を含むことができた。それ故にこうしてはっきりと存在することができておるが、逆にそれが原因で歪ゆがみも生じておる」

　喋しやべり方に由来三が影響してしまっている。そういう話らしい。

「しかしそんな問題も出雲によって終わるのじゃ。お主は正式に編へん纂さん者として認められておるからの。人々の間でどれだけ異なった形で伝わろうとも、出雲の編纂した書物に書かれた情報こそが真実の伝鬼の姿として扱われるのじゃ。それにより、例え曖あい昧まいにしか伝えられていない人間の元にでも確固とした存在を得て現れることができるようになる。これは伝鬼の革命、まさに偉業と言えるじゃろう」

「……いや、ちょっと待て」

　色々と言いたいことはあった。

　俺おれの選んだ選せん択たく肢しが勝手に正解になって都市伝鬼の存在を固定する？

　それは幾いくらなんでも責任が重すぎるんじゃないかとか、なんで俺なんだとか、そもそも誰が認めたのかとか、そういうことも思いついた。

　だが、それよりも第一に。

「俺はその歪ゆがんだお前と会っちまったから、そのままに書くぞ？」

「……なに？」

「だから、俺にとってのムラサキカガミは水色の洒落しやれたワンピースを着て自分のことを妾わらわとか呼ぶ、優しくて面倒見の良い可愛かわいい女の子なんだよ」

「だめじゃあああああああああああ」

　それは出会って初めて聞いた、サキの叫さけび声だった。

　胸が痛くなるような悲しみに満ちた声。思わず折れてしまいそうになるが、こちらとしても譲ゆずれない一線はある。

「駄だ目めって言われても困る。俺はこれでも民俗学者が夢なんだ。流石さすがに噓うそは書けない」

「そんな……ああしかし、それはそうじゃが……」

　頭を抱かかえてひとしきり唸うなった後、サキははっとしたように顔を上げた。

「そうじゃ。何も全すべてを書かなければならないわけではない。あえてその部分だけは書かない、という選せん択たくもあってしかるべきじゃろう！」

「ああ、それは確かにそうだな」

　なるほど確かに事実ではある。知っているからと言って何もかもを書き込むのが正しい訳ではない。ちょっと卑ひき怯ようかもしれないがそのくらいの自由は認められて良いだろう。

「わかった。それなら問題ない。編へん纂さんするときにはお前の口くち調ようについて触ふれないでおくよ」

「ああ、助かるぞ出雲いずもよ。そうそう、それで最初の話に戻るのじゃ」

「最初って言うと……」

「可愛かわいい、という部分は断固として残してたもれ。仮にそれで迫力が薄うすれるとしても、そこは絶対に必要なのじゃ。逆に優しいとか面倒見が良いとか、その辺りはできれば削けずってもらいたい部分じゃの」

「はいはい、仰おおせのままに致しますよ、サキ様」

　満足げな笑顔を浮かべるサキを見れば、そのぐらいのことはなんでもないと思える。

　とりあえず、と手帳のムラサキカガミの項目に追記していく。

「えーと、水色のワンピースを着た少女で、俺おれはサキと呼ぶことにした。自分のことを妾わらわと名乗るなど見た目に反して古風な口くち調ようで話す。鏡から出てきた時は恐おそろしかったが、実はとても優しく、面倒見が良い。何とも可愛かわいらしい女の子の伝でん鬼きである――っと。んで、この部分に関しては最終的に触ふれないようにすればいいんだな？」

「………………」

「サ、サキ？」

　一通り書き終えてサキの方に目を向けると、どうしたのだろうか。サキは心底から呆ぼう然ぜんとした表情でこちらを見ていた。

「……い、出雲……それを、書いたのか？」

「そりゃ書いたよ。大だい丈じよ夫うぶだ、実際に本にする時は消すって約束するから」

　俺の言葉に更さらにショックを受けた様子で、サキはふらふらと手を伸のばしてくる。

「なんということじゃ……ああ、先に言っておくべきじゃったのに……」

「……そんなにまずかったのか？」

　静かに頷うなずき、サキは俺の手帳を示した。

「……これには出雲が集めた都市伝でん鬼きの逸いつ話わが集められておる。相違ないな？」

「そうだよ。全部これに書いてあるからな、なくなったら困る」

　その内にデータとして残そうとは思っていたのだが、量が多すぎてなかなか進んでいない。それに、こうして研究ノートのように一冊さつの本を扱うことに憧あこがれもあった。

　じっと俺の手帳を確認し、サキは気落ちした調子で言った。

「そうであるならば、これは編纂途とち中ゆうとはいえ、出雲の作る都市伝鬼譚たんの雛ひな形がたと言えるもの。すなわち、ここに書かれた内容が暫ざん定てい的に正しい伝鬼の姿として扱われるのじゃ」

「…………ってことは」

　俺はムラサキカガミのページにしっかりとボールペンで書かれた文章を読み返した。

　絶対に書かないでくれと頼まれた事こと柄がらの全すべてがきっちりと書いてある。

「お主ぬしが都市伝鬼の編纂を終えるまで、妾は『サキ』のままになる。そういうことじゃの」

「…………」

「…………」

　しばし無言で見つめ合う。

　混乱した思考が形を成すまでに五分近くはかかったかもしれない。

「……それ、やばいだろ」

「だからまずいと言っておる」

　サキは小さく溜ため息いきをついた。

　いやいやいや、そんな場合か。

「修正液！　修正液だ！」

「書かれた文章を白く潰つぶしたところで、削けずれば現れる。結局内容は変わらぬ。書物とはそういうものじゃ。せめてお主ぬしが心から信じて書いた事こと柄がらでなければ、消せば済んだやも知れぬが……」

　少女の言葉には既すでに諦てい観かんすら含まれていた。

「じゃあここだけ破ればいい。それで問題ない筈はずだ」

「やめぬか。妾わらわだけでなく、裏うらに書かれた伝でん鬼きの存在にまでも影響してしまうのじゃぞ」

　見れば俺は裏側にもしっかりと別の都市伝説の情報を書き込んでいた。

　それも『サキ』の情報を隅すみに書きつけたせいで、裏面は丁ちよ度うど冒ぼう頭とう部ぶに当たっている。都市伝鬼の名前の部分を破ることになるのだ。確かに悪い影響が起こりそうな気がする。

　くそ、だから舞まい佳かはあんなに焦あせっていたのか。言えよ、あいつ。

「そうは言っても、優しくて面倒見の良い伝でん鬼きじゃまともに人が襲おそえないだろ。どうするんだよ、ムラサキカガミは人を呪のろう存在じゃないか」

「別に問題はない。人を襲うのは確かに妾の存在意義じゃったが、その定義はたった今出雲いずもが変えたのじゃ。何かもう、やる気の全すべてが抜け落ちていくような気がしておるわ」

「うわ……悪い。本当に申し訳ない。俺おれの不注意で……」

「気にするでない。言っていなかった妾が悪いのじゃ。編へん纂さん者の素直な感想を記すのは決して間違ったことではない。むしろあれこれと注文をつけたことが原因じゃ」

　力なく微笑ほほえむサキ。

　彼女は最後に、微かすかな希望をこめた声で聞いた。

「ちなみに、都市伝鬼の編纂はどの程度の時間をかけて行う予定じゃ？」

「……予定では、四年と五日間」

　四年後の四月六日に俺おれは正式に犬いぬ飼かい研究室の一員になる権利を得る。そこで申しん請せいが通れば、教授に渡した内容が俺の編纂結果になるはずだ。

　四年という期間をどう捉とらえたのか、サキは複雑な表情でうめいた。

「四年……四年か。うむ、なんとかなる。こう見えて妾は数十年もの間この世界に存在してきた由ゆい緒しよある伝鬼なのじゃ。たかだか四年の如ごとき、妾にとっては……」

　数十年。妖よう怪かいなら数百年と言う所だろうが、やはり都市伝でん鬼きはこのぐらいのものらしい。

　では仮に俺おれが数十年生きているとして、四年間を一いつ瞬しゆんに感じるだろうか。

　思い浮かべてみる。

　深く深く考えてみる。

　──どう想像しても、結果は同じだった。

「やっぱり、結構長いんじゃないか？」

「…………うむ。そうじゃの」

　俺にはもう、ごめんなさいと頭を下げることしかできなかった。

「まあ終わったことじゃ。それにこの件がなくとも、妾わらわは元より……」

　サキは言いかけて言葉を止めた。ゆっくりと頭を振り、姿勢を直してもう一度話し始める。

「まあよい。それよりもまだ幾いくつか話は残っておる。どれも重要なことじゃ」

「……ああ、聞かせてくれ」

　本人がいいと言うのならこれ以上謝るのも筋違いだ。

　別の形でしっかりと謝罪はしたいと思う。しかし必要以上に気にするのを、この優しい伝鬼は望まないだろう。

　気を取り直したわけではないだろうが、サキは先程までと同じ調子で言葉を続けた。

「先にも言ったが、伝鬼とは伝えられることで存在する鬼おにじゃ。妖怪などとは違い、人々に伝えられることを力の源にしておる」

　力の源、か。

　別に珍めずらしい話じゃない。今も各地に伝わっている伝承や儀ぎ式しきを調べると、神やそれに準ずる存在に力を与える為ための神事、なんてのがよくある。まさか本当に意味があるとは思っていなかったが、サキがここに居る以上は人間から力を得る何かが存在しているんだろう。

　──本当に？　居るのか？

「サキ、神様とか妖怪とか、そういうのもどこかに居るのか？」

「うむ。神はともかく、妖怪ならばどこにでもおる」

「……どこにでも居るのか。凄すごいな」

　神様や妖怪が至る所に存在していると思うと、この世界には夢が溢あふれているようで何だかわくわくしてくる。

　そんな俺を心配げに見つめ、サキが続ける。

「伝鬼の編へん纂さんをする出雲いずもが出会うことはないじゃろうが、妖怪とは余り関わるでないぞ。伝鬼は妖怪と仲が良いとは言えぬからのう」

「同じ化け物なのに仲が悪いのか？」

「妾わらわ達は新しん参ざん者ものじゃ。歴史ある妖怪に対して胸を張れるとは言えぬ」

「立場が弱いのか……」

「立場だけでなく、力も弱いのじゃ。妾わらわ達の力の源は伝えられること。故ゆえに人間が伝えることを止やめれば、同時にその存在も消えてなくなる」

「ああ」

　頷うなずいてから、固まる。

「……あ、え、消える？」

「そうじゃ。忘れられた心しん霊れい現象。書き残されなかった怪かい談だん。誰にも興味を持たれなかった噂うわさ。こういったものが人の心から忘れられた時どうなるか、考えてみよ」

「考えてみよって……」

　人から伝えられて、人と人の間に存在する鬼おに、伝鬼。

　それが人間から忘れ去られ、欠片かけらも話題にならなくなったとしたら、確かに消えてなくなってもおかしくはない。伝でん鬼きにとって噂うわさが消える事と存在が消える事は等価なのか。

　サキは平然と言ったが、考えればぞっとする話だ。

「それ、大だい丈じよ夫うぶなのか？　忘れられたら終わりって、そんなの危なすぎるだろ？」

「当然じゃが、伝鬼も努力はしておる。それこそ妾が出雲いずもにおこなったように、伝えられた人間を驚かせたりのう。しかし妾が二十歳はたちの人間しか襲おそえぬように、伝鬼には厳しい限界があるのじゃ。中々上う手まくはいかぬ」

「…………そ、そうか」

　いやお前、俺を襲ってきたじゃん。

　わざわざ突つっ込みはしないけど、それってありなのかよ、都市伝鬼的に。

「しかし、そんな苦境も出雲によって終わる」

　手帳に触ふれ、サキは心から幸せそうに微笑ほほえんだ。

「編へん纂さん者の手で正しく本が作られた時、それは必ず人々の間に広く伝わり、長い間世よに残って伝えられ続ける。我らの存在を、編纂者が繫つなぐのじゃ」

「必ず伝わるって……そんな簡単な話か？」

「む、出雲は妾達について記した本が人間に受け入れられないと申すか」

「いや、そうじゃなくて。純粋に俺なんかが書いた……」

　俺なんかが書いた本が世間に広まるわけない。そう考えた所で、脳のう裏りに浮かんだのは自信満々に笑う犬いぬ飼かい教授の姿だった。

「……まあ、広まるかもしれない」

「そうじゃろう、そうじゃろう」

　うんうんと頷うなずくサキ。

　しかし都市伝説の存在に関わるって、そんなに大事なのか、編纂。

　サキは純粋に嬉うれしそうだが、俺は今まで以上のプレッシャーを感じていた。

「思ったよりも責任あるんだな」

「気にせずともよい。思うがままに書く。それが何よりも正しい編へん纂さん者の姿じゃろう」

「…………はい」

　サキの言葉に責せめる様子はなにもなかったが、先程のこともあって、俺おれは申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「と言っても、やはり編纂内容は重要じゃ。それ故ゆえに、多くの都市伝でん鬼き達は自身に良い形で編纂されることを望み、誰も彼もが出雲いずもの元に姿を見せてその力を示そうと考えておる」

「力を示すって、具体的に言うと？」

「意図せず妾がわらわしてしまったように、ふさわしい場面で得意な現象を起こして見せ、その恐おそろしさを編纂させようとするのじゃ」

「ふさわしい場面で得意な現象を……」

　そりゃつまり、都市伝説にあるようなシチュエーションを作って全力で俺に襲おそい掛かってやろうと、そういう意味だろうか？

「……つまり俺はこれから毎日のように都市伝鬼に驚かされると？」

「余りに連続で訪れると印象が薄うすれてしまうからのう。それぞれがある程度は機会を選ぶじゃろうが……まあ、頻ひん繁ぱんに出会うことになるじゃろうな」

「そうか。そういうことなのか。ありがとうサキ、心から納得したよ」

「む、どういう意味じゃ？」

　不思議そうに首を傾かしげるサキに、俺は出来る限りの笑顔を向けて言った。

「もう既すでに二人来た。そりゃもう死ぬほど怖こわかったし、ついでに死にかけたよ」

「…………」

「…………」

　多分相当に引きつった笑みだったのだろう。いや、サキの表情を見る限りではもう笑顔と言えないレベルに達していたのかもしれない。

「……出雲いずも、茶のお代わりはどうかの」

「ああ。頂きます」

　既すでに温ぬるいを通り越して冷めたお茶を喉のどへと運ぶ。侘わびしさの漂ただよう冷たさが、何な故ぜか逆に心地良かった。

「しかしそうなると、これは少々言いにくいんじゃが……」

「まだあるのか。でもまあ、大だい丈じよ夫うぶだ。何でも言ってくれ。冗じよう談だんじゃなく俺は今日きようだけで一生分驚いた自信がある。今いま更さらちょっと増えたってなんてことない」

　言いながらも内心に不安が漂うのは否定できなかった。

　しかし、明日あしたからは毎日都市伝鬼がやってくるとか、そういった話なら問題はない。民俗学を志すものとして、もっと多くの都市伝鬼と出会いたい気持ちは間違いなくある。事前に知らされているのなら大歓迎だ。多少驚かされるぐらいは我が慢まんしたっていい。

　できることなら普通にチャイムを鳴らしてドアをノックし、茶菓子の一つも差し出してくれるような訪れ方であって欲しいと、心からそう願ってはいるのだが。

「では出雲いずも────そこにおる伝でん鬼きの話なんじゃがな」

「そこって、誰の話だあああああっ!?」

　俺おれの背後に向けて軽く指を差し向けたサキ。

　何の気なしに、本当に気負いなく振り返った俺の目に映ったのは、当たり前のように座っている見知らぬ少女の姿だった。

「ちょっと待て、待ってくれサキ。俺も覚かく悟ごはしたんだぞ。例えば明日あしたの朝に目が覚めたらそこには伝鬼が居て叫さけび声を上げるとか、その程度の事なら我が慢まんしようと心の中で決めたんだよ。それがもう、既すでに部屋に居るってのはどういうことだ。いつだ、一体いつから居たんだ」

「その、出雲が帰ってきた時には既に……」

「それ先に言えよ！　ずっと気配消して出で待まちしてたこの子が普通に可哀想かわいそうじゃねえか！」

　最初の驚きはどこへやら、逆に申し訳ない気分にすらなった。

　俺とサキがのんびり夕食をとっているのを見ながら、この子は一体どんな気分だったのだろうか。本当にすまないと思う。

　ともあれ、座ったままこちらを見つめている少女と向かい合った。

　長い髪かみと白い肌はだ、俺より幾いくらか年下だろうか、本当に小こ柄がらな体たい軀く。随ずい分ぶんと古びた着物を丁てい寧ねいにまとった、まるで日に本ほん人形のような少女だった。

「随ずい分ぶん待たせたみたいで悪いな。君も都市伝鬼で、編へん纂さんをして欲しいってことでいいのか？」

「…………うん」

　小さく呟つぶやき、少女が頷うなずく。

　こうして言葉を交わしても、何一つ驚かせるようなことはしてこない。幸いにも温厚な伝鬼だったらしい。本当に良かった。

「サキから聞いたかもしれないけど、俺は八や坂さか出雲。よろしくな。……君の名前は？」

　和服を着た女の都市伝説というのは決して少なくない。とりあえず名前を聞いておかないと編纂のしようがないのだ。

　しかし少女は名乗る様子もなく、俺に向けて静かに両手を差し出した。

「…………これ」

「ん……なんだ、箱か？」

　見れば名前がわかるような物を渡されるのかと思ったが、そうではない。

　それは木もく片へんを複雑に組み合わせて作られた、小さな箱だった。

「これをどうすりゃいい？　知恵の輪みたいに分解すればいいのか？」

「…………なか、みて」

「おっけい、開けてやろうじゃないか」

　大人おとなしい伝でん鬼きだがちゃんと会話は通じている。なんとも素す晴ばらしい。恐おそらく開けるとちょっとした恐きよ怖うふ体験があるのだろうが、そのぐらいは我が慢まんしてやろう。

　受け取ってみると、思ったよりも重量のある小箱だった。構造は複雑だが、外すのは簡単そうだ。多少驚かされる覚かく悟ごを決めて、木製の小箱に力を込める。

「多分ここの部品を横にずらせば……よし、外れた────ぐっ」

　だらりと、箱の隙すき間まから赤い液体が流れ出した。

　一いつ瞬しゆんで部屋中に広がる鉄の香りと腐くさった水の臭におい。

　止めどなく溢あふれだす真まっ赤かな血は瞬またたく間に俺おれの手を染め上げ、小さな小箱の体積を超えてもまだ流れ続けていく。

　半身が血に濡ぬれていく異様な感かん触しよくと、気味の悪い光景。何とも心臓に悪い。

「これは……ちょっと驚いたけど、このぐらいならまあ……」

「…………なか、ちゃんとみて」

「ん、だから中には血が入ってて…………いいいっ!?」

　箱の中を覗のぞき込んだ俺は目を合わせてしまった。

　誰の目でもない。目と、目が合ったのだ。

　瞳ひとみが、耳が、唇くちびるが、鼻が。

　およそ顔の部品と思える物の全すべてが小さな箱の中に収められ、赤い液体はその切り口から流れ出していたのだ。

　やばい。これはやばい。

　箱を持つ腕うでが震ふるえ、全身にくまなく鳥とり肌はだが立っている。

　抑おさえが利かない心臓の鼓こ動どう、これは動どう悸きと言うのだろうか。もう頭がくらくらとしてきた。怖こわい話は苦手だが、痛い話もやはり嫌いやなのだ。

「これはかなり来た。マジで怖かった。うん、堪たん能のうさせてもらった。だから、君の名前を……」

「………………」

　箱の目から視線を外し、得意げに俺を見ているだろう正面の少女と目を合わせようとした。

　しかしそれはあっさりと空振りに終わった。

　なかったのだ。

　そこには、目がなかった。

　目も、鼻も、口も、耳も。

　少女の顔からは消え去っていた。

「な、な、な、な……」

　口がないのだから当然だろうが、少女は無言のままだ。

　無言のままで、微笑ほほえみを浮べた。

　口がないのに微笑んだのだ。

　何もない少女の顔に赤く浮かび上がった傷きず痕あとが。

　乱暴に引き裂さいたとしか思えない荒々しい傷口が。

　真まっ赤かな血を溢あふれさせながら口の形を作り、それがはっきりと笑顔を浮かべたのだ。

　口だけではない。目と鼻、そして耳の部分にも黒く変色した傷口が現れ、痛々しく血を流しながら人間の表情をかたどる。

「…………きみも、おいで」

　聞こえた声は少女からではなかった。

　少女に渡された小箱がかたかたと揺ゆれる。

　箱の中で、切り取られた唇くちびるが囁ささやいているのだ。

　おいで。きみもおいで。このなかに、おいで────

「のおおうああああああああっ！」

　自分が叫さけび声を上げているのが数秒間は自覚できていなかった。

　どうしてか、体が動かない。発狂しそうな恐きよ怖うふの中で闇やみ色いろの空くう洞どうと朱しゆに染まった少女の瞳ひとみから目が離はなせない。

　少女は身動き一つとっていないのに飲み込まれていくような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　自分が緩かん慢まんに死へ向かっているのが感じられた。

　徐じよ々じよに意識が薄うすれていく中で理解する。これは命を削けずられる感覚なのだ。

「……これ以上は出雲いずもが限界じゃろう。離してやってはくれんか」

　静かに成り行きを見守っていたサキの声が聞こえた。

「…………うん」

　数秒の後、ようやく体が自由に動いてくれた。

　ふらつく頭を何度も振り、離れる。とにかく少女から離れる。這はいずってテーブルを回り込み、苦笑して俺おれを見るサキの後ろにまで逃げ込んだ。

「いい子だと思ったのに、そんなに怖こわくない伝でん鬼きだと思ったのに！　何だよ、滅め茶ちや苦く茶ちや怖いじゃねえか、ふざけんなよ！」

「それは都市伝鬼にとっては褒ほめ言葉なんじゃがのう……」

　最後の理性で放り捨てはしなかった小箱をサキへと押し付ける。

　丁てい寧ねいに組みなおしたサキが箱を少女に渡すと、血で覆おおわれた顔は瞬またたく間に元に戻っていった。

　ついでに床ゆかと俺を染め上げていた血も消え去っていく。ああ、掃そう除じをしなくて済んで何よりだよ、くそ。

「…………いずも、とってもいいはんのう」

「じゃろう。その点に関しても出雲は理想的な編へん纂さん者じゃ」

「それは俺にとって褒め言葉じゃねえよ！」

「そうかのう。間違いなく素す晴ばらしい才能じゃぞ？」

「…………すごくうれしかった」

「……はぁ、光栄だよ」

　都市伝でん鬼きの二人は俺おれの真しん剣けんな訴えをまともに聞く様子がなかった。

　優しいサキもこういう時だけは頼りになってくれないようだ。そりゃ立場上仕方がないのかもしれないが、一人ぐらいは味方が居てくれないと、本当に心臓が死にそうだ。

「怖こわかった。マジで怖かった。怖がってた自分が恥はずかしくないぐらいに、滅め茶ちや苦く茶ちや怖かった。十分だろ、幾いくらなんでも満足だろ。頼むから名前を教えてくれ」

　こくりと小さく頷うなずき、少女はようやく名乗ってくれた。

「…………わたし、ことりばこ」

「ことりばこ……コトリバコね。ああ、コトリバコか……」

　手帳をめくり、確認の為ために該がい当とうの項目を読み上げていった。

「コトリバコ。生き物の血と子供の肉体の一部を膨ぼう大だいな怨おん念ねんと共に箱に収めることで作り出される呪のろいの箱。それは周りに居る人間を全すべて殺し尽つくし、さらには一いち族ぞく郎ろう党とう、その子孫までもを一人残らず呪い殺して家そのものを断絶させる。それ即すなわち子取り箱である、と。そういう都市伝説だな」

「うむ。なかなかに危険な伝鬼の一角ということになるかの」

　一部好事こうず家かの内うち輪わ話ばなしやオカルト雑誌で取り上げられた都市伝説なので、割とマイナーな部類に入るだろう。噂うわさの通りだとするなら、確かに危険な伝鬼だ。

「間ま引びかれた子供の肉片を入れるパターンもある。君はそっちが採用されてる訳か」

「…………うん」

　素直に頷うなずくコトリバコ。あの箱さえなければそのまま普通の少女である。

　なくなればコトリバコでもないわけで、当たり前の話だが。

「じゃあ君はコトリ。俺おれはそう呼ぶ。いいか？」

　少女はこくりと頷いた。

　よし。漢字にすると子取りだが、それを知らなければ可愛かわいい名前だ。

　イメージだけの問題ではあるものの、これで少しは落ち着いて話ができるだろう。

「しかし書いてある通りで大した修正点はないな。一応書き込むとしたら……」

　後が怖いのでボールペンをシャープペンへと持ち替え、コトリバコの項目に追記していく。

「愛らしい少女の姿をとって存在していることもあるが、その場合でもコトリバコの恐おそろしさには遜そん色しよくがないので注意すること、と。こんな所でいいか？」

「…………ぐっど」

「ぐっどか。そりゃ良かった」

　小さく微笑ほほえむコトリ。満足して頂けたなら幸いである。

「妾わらわ達にとっても見た目は大変に重要でな。女としてどうしても捨て置けんのじゃ」

「…………だいじなこと」

「まあ俺おれもその点に異論はないけどな」

　都市伝でん鬼きであっても可愛かわいいに越したことはないだろうし、実際にコトリは可愛らしい。

　噓うそは書いていないし、むしろ積極的に書きたい事こと柄がらだ。

「後、一応聞いておきたいんだけど」

「…………？」

「子孫まで含めて死滅するって呪のろい、俺にまでかけてないよな？」

「…………してない」

　コトリはふるふると首を振る。長い髪かみがさらりと着物の上を流れた。

「そうか。悪いな、流石さすがにちょっと不安になってさ」

　相手を呪い殺すムラサキカガミや事故を起こすジェットババアも相当に怖いが、コトリバコは極きわめ付きだ。本来の力を発はつ揮きするのなら俺どころかアパートの住人全員が呪われかねない。

　まあそれについて本気で心配していたわけではないのだが、いささか怖くはなるのだ。

「…………でも」

「ん。でも、なんだ？」

「…………しばらく、たたない」

　しばらく、たたない……？

「しばらく経たたないと、どうなるって？」

　小さく首を振り、コトリは言い直した。

「…………ちがう、たたないの」

「……たたないって、コトリ、お前……」

　背筋が泡あわ立だった。

　立たないとはつまり。

　アレがか。ソレがか。

　それは子孫まで滅ぼす力の一部ということか。

「噓うそだろ、マジかよ……」

　ある意味で死を前にするのにも近い恐きよ怖うふを感じた。

　思わず下半身を見るがこの状況では当然静かなままで、判断がつかない。

　無表情にこちらを見つめるコトリに近づき、俺は真しん剣けんに問いかけた。

「コトリ、しばらくってのは具体的にどのぐらいなんだ？　頼む、教えてくれ」

「…………よん」

「四……何だ。四日か？　四ヶ月か？　それとも……」

「…………」

「…………」

　じっと見つめあう。

　後ろでサキが息を呑のむ気配が伝わってきた。

　俺おれの視線を楽しむようにじっくりと溜ためた後、ついにコトリは口を開いた。

「…………にち」

「よし、セーフ！」

　ほっと息を吐つき。もう一度下半身に目をやる。

　しばしの別れを惜おしんだ後に、俺はサキへと向き直った。

「サキ……さっきの事、本当に済まなかった」

「む……なんじゃ唐とう突とつに」

　いぶかしげに俺を見るサキの手を取り、しっかりと握にぎり締しめる。

「もしもコトリが四年って言ってたら、俺はきっと首をくくってた。四年は長い。本当に、長いよな。俺にできることならなんでもする。出来る限りサキの力になるって約束するよ」

「なっ……やめい、妾わらわの存在を出雲いずものシモと同列に扱うでないわ。幾いくら何でも気分が悪いぞ」

　心底から嫌いやそうにサキが表情を歪ゆがめた。

「悪い。でも俺は真しん剣けんだからな。本気ですまないと思ってるんだ」

「わかった、わかったからそれ以上は言うでない。情けなくなってくるじゃろうが」

　呆あきれた様子で手を振りほどくサキ。ずっと女性の手を握にぎっていたというのに、俺の心にはさざなみすら立っていない。

「なんて恐おそろしい都市伝でん鬼きなんだ、コトリバコ。男の敵にも程がある」

「もっと多くの人間に伝えられればコトリの力はこんなものではない。励はげめよ、出雲いずも」

「…………ぶい」

「……いやまあ、いいんだけどな」

　できる事ならこれ以上は強くなって欲しくないのが正直な気持ちだった。










　さて、これでようやく一息つけるのだろうか。

　コトリが音もなくテーブルの一角に陣じん取どり、サキが茶を振舞う。今度はサキの好みなのだろうか、喉のどが火傷やけどするほどの熱さが心を落ち着かせてくれた。

「うむ、茶が美う味まいのう」

「…………あったかい」

「懐なつかしい味だ。サキってお茶を淹いれるの上う手まいんだな」

　うむ、と少し誇ほこらしげに頷うなずくサキ。

「まあ良い茶葉でもあるしの。使いもせずにこんな逸いつ品ぴんを眠ねむらせておくのは余りに惜おしいのではないか？」

「実家が茶屋だからな。勝手に送って来るんだよ」

　とはいえ、俺おれに茶を淹いれる技術はない。家族が先に用意をしてしまうので、さっぱり学ぶ機会がなかったのだ。

　苦笑してそんなことを言った俺に、納得顔で返すサキ。

「茶屋か。なるほど、魑ち魅み魍もう魎りようの溜たまり場じゃ。出雲いずものような人間が生まれるのも頷うなずけるわ」

「…………なっとく」

「人の実家を化け物屋や敷しきみたいに扱ってんじゃねえ。普通の家庭だったっての」

　そもそも俺のような人間ってどういう意味だ。

　サキのこういう言葉は悪意がない分だけ逆に心へ突つき刺ささってくるのである。

　しかしこうしてゆっくりと過ごしていると忘れてしまいそうになるが、ここに居る二人は人間ではなく、都市伝でん鬼きというバケモノの類たぐいなのだ。

　二人だけじゃない。ムラサキカガミ、ジェット女、死ねばよかったのに、コトリバコ。

　今日きようだけで四人だ。

　都市伝説と実際に触ふれ合うことは確かに胸が躍おどるのだが、どいつも必ず恐きよ怖うふ体験を伴ってやってくるのが本当に困る。

「ったく、明日あしたから大だい丈じよ夫うぶなのか、俺は……」

「そう心配するでない。妾わらわがおる」

「…………わたしも」

　いや、お前らが居ることが問題なんだ。

　何とも微びみ妙ような気持ちで見つめる俺に何を思ったのか、サキは大きく頷うなずいて見せた。

「うむ、説明しておこう。これが編へん纂さん者のお主ぬしに伝える最後にして最大の話なのじゃがな」

「なんだ、まだあるのか」

「…………だいじなはなし」

「大事か。わかった、聞かせてくれ」

　コトリまでもが真しん剣けんな声で言うのだ。流石さすがに俺も姿勢を正した。

「もう理解したじゃろうが、編纂者というのは、該がい当とうする種類の怪かい異いにとって非常に重要な存在じゃ。そして出雲いずもは都市伝鬼の編纂者。故ゆえに、妾達はその全能をもってお主に伝鬼の加護を与える」

「…………たすけてあげる」

「……加護？」

　サキとコトリは何やら得意げな笑みを浮かべ、偉そうに胸を張った。

「例えば古いにしえの時代には、妖よう怪かいや怪かい談だんを編纂した人間が幾いく人にんもおった。そやつらの多くは優れた怪かい奇き譚たんを世に送り出しておるじゃろう？」

「怪かい奇き譚たんと言ってもな……」

　俺おれの学んだ限りでは、妖よう怪かい変化へんげについて書かれた大昔の書物は当時の世俗として妖怪に触ふれるものが大半だった。まあつまり、最近はこんな噂うわさがありましたよ、みたいな話である。

　妖怪変化ばかりを集めるような人物も居たらしいが、そういった人間は民俗学の誕たん生じようまではしばしば排はい斥せきされる傾向すらあった筈はずなのだ。

　これまで妖怪変化を編へん纂さんしてきたのが誰だったのか、俺おれにはわからない。

　そんな俺の内心を知る由よしもなく、サキはしたり顔で話を続けた。

「しかし決して穏おだやかではない時代にその様ような偉業を簡単に成し遂げられよう筈はずがない。そこには編纂者の努力と共に、妖怪や怨おん霊りようの絶大な守りがあったのじゃ。同様に妾わらわ達の大いなる加か護ごも出雲いずもの力となる訳じゃな」

「……まあ、話はわかったよ」

　本人があると言うならあるんだろう。

　少なくともこうして美う味まい茶を飲ませてもらえるだけでも助かってはいるのだ。

「しかしお前らの加護って言っても、例えば何ができるんだ？」

「それは当然、妾はムラサキカガミじゃからのう」

　ゆっくりと立ち上がり、サキは手鏡を持ち上げた。

「ほれ、このようにすると――」

　両手に鏡を捧ささげ持って一回転。ワンピースの裾すそを翻ひるがえして軽やかに舞うサキ。

　微かすかな紫むらさき色の燐りん光こうが少女を取り巻き、小さく瞬またたいた。

「うおっ、サキっ!?」

　直後、ぬるりと音がしそうな程滑なめらかに、サキが小さな手鏡へ吸い込まれていった。

　音を立てて落下した鏡を慌あわてて拾い上げるが、そこに映っているのは目を丸くした自分の姿だけだ。

「――こうして鏡から鏡へと自由に移動できるのじゃ」

　声に振り返ると、洗面所からひょっこりとサキが顔を出していた。

　どうやらあちらの鏡に移動したらしい。

　なるほど、面白いと言えば面白い。間違いなく超常の力だろう。

　確かに人間にはできないことなのだろうが――

「……それ、さ。俺おれに何の利益があるんだ？」

「…………」

　黙だまりこむサキ。

　数秒考えた後、どこか引きつった笑みを浮かべて言った。

「…………わ、妾はいつでも見ているゆえ、呼んでくれればどこにでも現れるからの。話し相手には困らぬぞ？」

「……うん、ありがとうサキ。困った時にはお前を呼ぶよ」

　どうせ都市伝でん鬼きに襲おそわれていても助けてはくれないのだろうが。

　そういえばコトリはどうなのだろうか。消えて現れたサキを気に留めることもなく、ぼんやりと座る少女に問いかけてみる。

「ちなみにコトリ。お前も何かできるのか？」

「たたなくする」

「ダメ！」

　初めて即答してくれたコトリには悪いが、俺おれは両手でバツを作って返した。

「それは絶対に使用禁止だ。もし破ったらお前については編へん纂さんしてやらん」

「…………ざんねん」

　しょんぼりと言われてもダメなものはダメなのである。男としては誰を相手にでもその力は使わせられない。

「…………じゃあ、かなしばり、とか」

「へえ、結構普通なんだな。二人とも誰かを呪のろい殺すとかそういう物ぶつ騒そうなことを言い出すんじゃないかと思ったよ」

「…………ほんとは、できるの」

　俺の言葉に納得がいかなかったのか、コトリは不満げに言う。

「…………ちから、たりない」

「妾わらわも同様じゃ。出雲いずもの編へん纂さんが終わり、多くの人間に伝えられれば更さらなる加か護ごを与えられる。今は出来ぬが、いずれは人間を呪のろう事もできようぞ」

　サキもまた、焦あせったように言った。

　少女らしい様子と、何よりもその言葉に、思わず笑みが漏もれてしまった。

　いずれは人間を呪うこともできる、だってよ。

「ははは。いずれは、か。そりゃ何とも楽しみだ」

「む、何を笑っておるか」

「いや……サキに会った時のことを思い出してさ」

　上半身を床ゆかに倒し、俺はごろりと横になった。

「言うまでもないだろうけど、あの時はそりゃあもう滅め茶ちや苦く茶ちやに怖こわかったんだよ」

「そうじゃな。何とも良い反応じゃった」

　サキが小さく微笑ほほえんだ気配が伝わってくる。

「今は笑ってられるけど、本気で殺されると思ったんだぜ。俺の人生もここで終わりか、なんてな。だってのに、なんだよ。実はサキは、ちょっと鏡から出てきて俺を驚かすぐらいしかできなかったんじゃないか」

「ぬぐっ……」

　本当に大声で笑い出したいぐらいの気分だった。鏡から渡り出てちょっとビックリ現象を起こすだけの少女に死ぬほど驚かされたのだ。そりゃ笑うしかないさ。

　いや、もちろん凄すごい力だとは思うけれど。

「コトリもそんなに名の知れた都市伝でん鬼きじゃないし、人を殺したりはできないんだろ？」

「…………うん」

　小さく言って、コトリも体を倒した。視界の端はしに長い黒髪かみが広がる。

「怖こわがって損したって訳じゃない。そうやって実際に怖がってこそ伝わるものはあるだろうし、良い文章も書ける。でもさ、流石さすがに焦あせりすぎだったなって、ちょっと馬鹿馬鹿しくなったんだ」

　ジェット女の舞まい佳かにしても自転車が止まった場所を見れば大通りからは随ずい分ぶん離れていたし、道との間にはガードレールがあった。最悪の場合でも痛い思いをするぐらいで済んだんだろう。

　今から思い出すと心しん底そこ恥はずかしい。次に会った時、どんな顔をすればいいんだ。

「まあ、これからはもう少し冷静に都市伝鬼と向かい合える気がするよ。都市伝鬼ってのは、簡単に人間を殺したりはできないんだな」

　そう考えるとやる気が湧わいてきた。

　多くの都市伝鬼から程々に驚かされ、その体験談を本にして、世間に広める。

　何とも楽しそうな話じゃあないか──

「むう。そうは言っても、殺す殺さぬは伝鬼によりけりだと思うがのう」

「…………こわいこも、いる」

　──と思ったのだが。二人は揃そろって首を振った。

「よりけりって……何だ、居るのか？　真しん剣けんに人間を殺せるような伝鬼が」

　それは今後の為ために一応聞いておいた方がいいかもしれない。その程度の気軽さで尋たずねた俺おれに、サキは端たん的てきに答えた。

「ほれ見よ、そこにおるであろう」

「……へ？」

　まさか、と思った。

　コトリの前例を考え、ゆっくりとサキの指差す方向に目を向ける。

　しかし、そこに異常はなかった。普段俺が使っているベッドがある、それだけだ。

　別に誰かが乗っているわけでもないし、布ふ団とんが不自然に膨ふくらんでいたりもしない。

「いや、誰も居ないぞ？」

「下じゃ、下」

　──下？

　言われてベッドの下を覗のぞき込んだ俺を、逆に覗き返す人影があった。
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「……は？　な、ちょっと、え？」

　誰かが居る。

　俺おれの部屋の、俺のベッドの下に。

　俺の知らない誰かが。

「待て、何やってんだ。ってか何持ってんだ、お前。いや、それは流石さすがに冗じよう談だんじゃ済まないからな？　いや待て、待て待て待てって、噓うそだろっ」

　斧おの。

　斧だ。

　それもお遊びで使うような片手サイズじゃない。

　薪まきどころか大木でも割るのかという大斧を握にぎり締しめた女がそこに居たのだ。

　そりゃもう、訳がわからない。いつからここに居たのか。どうしてここに居るのか。

　しかし、この女が俺に何をするつもりなのかは理解できる。何せサキが言ったのだ。こいつは人を殺せる都市伝でん鬼きだって。

　それは俺が叫さけび声を上げる理由には十分だった。

「うわっ、出て来んなあああっ！」

　ずるずると床ゆかを這はいずり、女がベッドの下から姿を見せた。

　一歩一歩にたっぷりと時間をかけてこちらに近づき、斧を大きく担かつぎ上げる所まで見せつけて、満面の笑みを浮かべる女。

　こいつは本当に伝鬼なんだろうか。細かい動作が人間にしか見えない。

　まるで常じよ軌うきを逸いつした人間が俺おれを殺そうとしているようにしか思えないのだ。

「な、なあ、お前は都市伝でん鬼きなんだよな？　偶ぐう然ぜん俺の部屋に潜ひそんでた危ない人間とかじゃないし、本物の殺人鬼きでもないんだろ？　だからまさか編へん纂さんする前に俺を殺したりはしないんだよな？　おい、何で黙だまってるんだよ、何か言ってくれよ。うらめしやーとかそういうので良いから頼むからちょっとマジでやめろっ！」

　ひたすらに無言のまま、斧おのを頭の上まで持ち上げている女の腕うでに力がこもった。

　電灯の光を浴びて鈍にぶい輝きを放つ斧の刃やいば。

　あれが落ちて来る。

　間違いなく俺の頭に落ちて来る。

　薪まき割わりか、スイカ割りか、とにかく俺がカチ割られる！

「うわああああああああああっ！」

　思わず頭を抱かかえて身を縮めていた。

　無む駄だだとわかっていても叫さけび声が止められない。

　死にたくない。

　死にたくない！

「ああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁ………………あーもう、いい加減にしろよっ！」

　そりゃ、確かに死にたくないさ。

　死にたい訳じゃないよ、でもな。

　これで殺されなかったら、そんなのは逆に恥はずかしいんだよ！

「ぶふっ……流石さすがのあたしもこの流れからマジでビビってくれるとは思わなかったなあ。結構やるじゃない、出雲いずも君って」

「…………かわいい」

「ふふ、本当に編へん纂さん者向きじゃな、出雲は」

「うるせえ！　殺せよ、いっそ殺せよ！　寸止めとかやめてちゃんと殺せ！　しかも止める場所がギリギリすぎてまだ怖こわいんだよ！」

　見上げると、まさに鼻先と言える位置に斧おのの刃やいばがあった。

　さらに女が肩かたを震ふるわせて笑っているものだから、刃が不安定に揺ゆれて尋じん常じようじゃなく恐おそろしい。

「あー、ごめんごめん。よーいしょっと」

　ひょいと斧がどけられ、腹の立つ程に良い笑顔をした女と目が合った。

　少し切れ長の目に、整えられた細い眉まゆ。恐らく全体にほんのりと化けし粧ようも施ほどこされている。

　髪かみは短い茶色に波立つパーマ。服装もありきたりなジーンズに柄がら物もののシャツ一枚。

　見た目は極ごく平へい凡ぼんな女性の姿をした伝鬼だった。

　もちろん、軽々と片手に持った大斧がなければ。

「正直言って今日きようはこのまま帰ろうかと思ってたんだけど、そこのムラサキカガミが言っちゃうもんだからさあ。いや、あたしとしてもかなり駄だ目め元もとだったんだけど……」

「ああ、怖こわかったよ！　礼は要いらないし褒ほめ言葉も欲しくないからもう何も言うな！」

「そんなに怒おこんないでよ。いいリアクションだったよ？」

「…………びっくりしてた」

「出雲いずもが驚いておることに、こっちがむしろ驚かされた気分じゃ」

「頼むからやめてくれ。泣きそうになってくる」

　ご機き嫌げんな伝でん鬼き達には悪いが、これ以上こういう類たぐいの賞賛は聞きたくない。

　もう正座をして真ま面じ目めに聞く気にもなれなかった。胡坐あぐらをかいて手帳を取り出し、ペンを片手に適当に尋たずねる。

「お前、名乗れ。リクエストがあるなら言え。んで、すぐ帰れ」

「ちょっ、あたしの扱い酷ひどくない？　出雲君が帰って来る前から待ってたんだよ？」

「待ち過ぎだろ！」

　この伝鬼、数時間も出で待まちをしていたことになる。その挙あげ句くに帰るつもりだったって、どれだけ気が長いんだ。

　むー、と唸うなり声を上げ、女はテーブルの一角に座り込んだ。

「まあ名乗るって言っても、見ればわかるでしょ。あたしは斧おの女おんな。『ベッドの下の斧女』って言った方が伝わるかな」

　斧女？

　なんだそりゃ、そんなもの聞いたことがない。

　似た伝鬼は居ないかと考えながら手帳をめくり、俺おれはその項目を見つけた。

　ああ、なるほど。ベッドの下の──

「──斧男か」

「女よ、斧女。あたしのどの辺が男に見えるのか言ってみてよ」

　片手で持っているその斧は女が扱う代しろ物ものではないだろうに、まあその辺りは伝鬼か。

　ともあれ俺は『ベッドの下の斧男』の項目を読み上げた。

「日本だけでなく世界的に知られた都市伝説。ある女性が友人を自室に招いた所、相手は何な故ぜか自分を外に連れ出そうとする。不思議に思いながらも連れ立って部屋を出た所で友人が言って曰いわく、ベッドの下に斧を持った男が居てじっとこちらを睨にらんでいた──」

「そう。それがあたしね」

「……まあ、今いま更さら性別ぐらいはいいんだけどな」

　項目の隅すみには世界中に多種多様なパターンが存在する、という書き付けがある。実際に女のパターンもあった筈はずだ。わざわざ書き留めなかったが、俺は確かに知っている。

　しかし、どちらがメジャーかと言われれば明らかに男の方だ。

　俺おれの手帳は暫ざん定てい的に伝でん鬼きの存在を確定する書物として扱われているらしいが、どうも伝鬼側で好き勝手に使われている気がしてならなかった。

　しかし、斧おの女おんなか。それならまあ、一時間ベッドの下に潜ひそむ程度はなんでもないだろう。

「じゃあ『ベッドの下の斧女』から一部取って、お前はベド子な、ベド子」

「えっ……いや、流石さすがにそれは……」

「大だい丈じよ夫うぶだ、もう書いたから」

　俺は斧女改めベド子に手帳を示した。

　斧男の項目、最後の余白部分。

「派生した伝鬼として斧女が存在する。俺は彼女をベド子と名づけた。どうだ、完かん璧ぺきだろう」

　しっかりと全すべてボールペンで書き込んである。

「噓うそっ!?　ちょっと、そんなに怒おこってるの？　出雲いずも君、あたし自分では他ほかの伝鬼と比べれば大おと人なしい驚かせ方をしたんじゃないかなーって思ってるんだけどっ？」

「まあ、そうなんだけどさ……」

　直球で短い恐きよ怖うふ体験だったのは確かだろう。それは認める。

　もしも別の機会にやられていたら、もっと穏おだやかに接することもできたかもしれない。

　しかし、今の俺はもう駄だ目めなのだ。

「これはタイミングの問題なんだ。なあベド子、今日きようはお前で五人目なんだよ。わかるか、五人目だぞ、五人目。初日に五人って、ただの人間の俺おれにはいくらなんでも限界だ」

　本音である。

　襲おそい掛かる恐きよ怖うふがなくなれば、そこには圧倒的な憤いきどおりだけが残ったのだ。

「これがせめて明日あしただったら、もう少し落ち着いてたとは思うけどな」

「ムラサキカガミー！　あんたが呼ぶからじゃない、どうしてくれるのっ!?」

「す、すまぬベド子。出雲いずもが都市伝鬼を侮あなどり始めたようじゃったから、ここで少し引き締しめるのが本人の為ためだと……」

「ベド子って言うなー！」

　わめくベド子と平謝りをするサキに、コトリがクスクスと笑っている。しかし良い反応をしてくれる。俺を驚かせる伝鬼の気持ちが少しはわかった気がする。

　ベド子は暫しばらく暴れていたが、最終的にはがっくりと肩かたを落として言った。

「もういいよ、ベド子で……二人の事もサキちゃんとコトリちゃんって呼ぶからね」

「うむ、好きにするがよい」

「…………よろしく」

　まるで初対面のような挨あい拶さつだが、気安い様子ではあった。都市伝鬼同士にもそれなりに横の繫つながりがあるようだ。

「それにしても、じゃ」

　ベド子の為にお茶を淹いれた後、俺おれを見つめたサキは何とも複雑な表情で言った。

「怖こわい怖いと言っておった割にはとんでもない度胸じゃのう、出雲いずも。これほどベド子をからかって、本当に殺されるとは思わぬのか？」

「殺すって……」

　そういえばサキは言っていた。人を殺せる伝でん鬼きがそこに居る、と。

「……うん？　なにー？」

　きょとんとこちらを見ているベド子に、俺は恐おそる恐る尋たずねた。

「あー、ベド子。つかぬことを聞くんだけど……お前ってもしかしてマジで人を襲おそったりとかするタイプの都市伝鬼なのか？」

「そりゃまあ、こんな斧おの持って驚かすだけってのも変な話でしょ」

　平然と言い返されてしまった。

　背筋に冷たいものが走るのを感じながら、恐る恐る確認を取る。

「その斧は……具体的に言うと何人ぐらいの血を吸ってるんだ？」

「んー、形は斧だったり鎌かまだったり包ほう丁ちようだったりで、色々なんだけどね。数で言うと……」

　いち、にー、さん、と指を折って数え始めるベド子。

　良かった、両手の指で収まる程度か。

　勿もち論ろん冗じよう談だんでは済まないのだが、世界中に伝わっている斧おの男おとこの伝説が何種類あるかを考えればまだ大したことはないだろう。

「しち、はち、きゅう、じゅう」

「十人って、そりゃかなり多いな──」

「じゅういち、じゅうに、じゅうさん、じゅうよん」

「──って折り返すのかよっ!?」

　十で止まると思った俺の予想を覆くつがえし、ベド子は折った指を逆に立て始めた。

　やばい、こいつは真しん剣けんに洒落しやれにならない。

「からかってすいませんでした、殺さないでください！」

「いや、大だい丈じよ夫うぶだから。殺しちゃったらあたしの話を伝えてくれないから意味ないし、ちょっと怪け我がをさせる程度だって」

「それでも怖えこえよ！」

　ベド子は何でもない様子だが、その斧が血を吸っているのは間違いなく本当らしい。本気で引く俺に苦笑し、ベド子はちらりとコトリに視線を向けた。

「でも、あたしとしては勃ぼつ起き不全の方が怖こわいんじゃないかと思うんだけど」

「その話をしてる時に混ざりたかったのはわかったから、蒸し返すのはやめてくれ」

「…………じまんの、のうりょく」

「断固禁止だ！」

「…………ざんねん」

　またしてもしょんぼりとうつむくコトリ。

　しかし俺おれは慰なぐさめる気分になれない。

　この狭せまいワンルームには若い女性が三人。室内は既すでに独特の女の香りが充満している。だというのに、俺の心は全く震ふるえない。一切のトキメキが失われているのだ。

　この状況がどれだけ恐おそろしいか、女にはわからないだろう。

「まあそういう訳で、あたしは斧おの女おんなとして出雲いずも君の嫌きらいな人をグシャっとやっちゃう系の加か護ごを与えてあげるから、その辺期待してくれていいよ？」

「お前も絶対禁止だあああっ！」

　俺は再び両手でバツ印を作った。

　サキのように役に立たないのも問題だが、物ぶつ騒そうな役にしか立たないのも大問題だ。

「それじゃあたしの存在意義がなくなっちゃうじゃない。出雲君にも実はちょっとグシャらせたい相手とかいるんでしょ？　ほらほら、言ってみ？　言ってみ？」

「言ってみねえよ！　そんな相手いねえよ！」

「えー、そんなぁ」

「残念そうにすんなよ、頼むから……」

「じゃあ何かして欲しい事とかないの？　何もできないっていうのも、それはそれで辛つらいものなんだよ？」

　言いながら俺の顔を覗のぞき込んでくるベド子。ほんの数分前の常じよ軌うきを逸いつした表情はどこへやら、今では器量の良いお姉ねえさんにしか見えない。

「何かして欲しいことって言われてもな……」

　見掛けは可愛かわいい女の子でも、能力が物ぶつ騒そうじゃしょうがないじゃないか。

　──見かけは女の子。そう、とても可愛い女の子。そんな三人が俺を見つめ、何かしてあげたい、何かさせて欲しいとねだっている。考えればまさに夢のような状況なのだ。

　なのに、何の欲望も湧わき出してこない！

「……もう嫌いやだ。何かもう、全すべてが嫌だ」

「出雲いずもも本当に限界のようじゃな。大だい丈じよ夫うぶかの？」

　がっくりと肩かたを落とした俺の背をサキがそっと撫なでた。優しい感かん触しよくに涙なみだがこぼれそうになる。伝鬼はやっぱり怖こわい。でも、サキは優しい。俺の味方はお前だけだよ。

「ありがとうサキ、おかげで落ち着いたよ。こう言うのも二度目だな」

「うむ、そうじゃな」

　ふわりと微笑ほほえみ、サキは気を取り直すように言った。

「さて、それでは次の伝鬼が待っておるのじゃが────」

「無理だああああっ！」

　叫さけび声を上げて立ち上がり、俺おれは周囲を見回した。

　言われてみると確かに感じられる。研究室でそうだったように、まるで四方八方から見つめられているような不ぶ気き味みな気配。

　居るのか。居るんだな。まだ居やがるんだな。

　これ以上は断固、お断りだ！

「どうせその辺で出で待まちして聞いてんだろ！　いいかお前ら、とりあえず今日きようはこれ以上出てくるの禁止だからな！　空気を読んでしっかり時間を置いてから来い、さもないとマジで本気でコイツを破り捨ててやるぞ！」

　手帳を握にぎり締しめて叫さけぶ。傍はたから見れば俺こそ化け物だろうが知ったことではない。

「なっ、落ち着かんか出雲いずも！」

「…………いずも、おこった」

「こ、これってあたしのせい？」

　慌あわて出す三人と共に周囲の気配もざわざわと揺ゆれる。

　家鳴りが聞こえ、食器棚だながガタガタと揺れる。

　そこかしこでポルターガイストのような現象すら起きているが、今の俺にはそんなことはどうでもいいのだ。

　──いや、実はかなり怖こわい。明らかな超常現象だし、貧乏な俺は何が壊こわれても困るし。

「とにかく、わかったな！　わかったら、今日は解散！　散れーっ！」

　一際大きく気配が揺らめき、しばしの間まを置いて消え去っていった。

　よし、これで大だい丈じよ夫うぶだな。もう安心していいんだよな。

「あー、疲れた。今日はこれ以上何もしたくない」

「何とも強引じゃが……まあ、よかろう。編へん纂さん者を追い詰つめても仕方があるまい」

　ばったりと倒れこんだ俺を優しく撫なで、サキが苦笑した。

　頼めば膝ひざ枕まくらでもしてくれそうな様子だったが、コトリのせいでそういう下心が綺麗きれいに消え去っている。やはり残念だった。

「まあ今日って言ってもそろそろ終わるけどね。もうすぐ零れい時じになるよ」

「…………ひづけが、かわるの」

「その辺は空気を読めって言ってあるから、流石さすがに察するだろ……って、もうすぐ零時？」

　時計を見て、俺は慌あわてて立ち上がった。

　非常に大事なことをすっかり忘れていたのだ。

「美雪みゆきさんのケーキ、まだ食ってないぞ。誕たん生じよ日うびが終わる前に一口ぐらいは食べておかないと」

「お、ケーキ？　いいねー、あたしも好きだよ」

「…………あまいの、だいすき」

「妾わらわも甘いものには目がなくてのう」

「いや、そんなに量はないからな。ちょっとぐらいはやるけど」

　冷蔵庫を開いて洋菓子屋の袋を取り出す。綺麗きれいにラッピングされた小さな箱を開くと、その中には確かにケーキがあった。

　しかしそれは良い意味で、何とも予想外だった。

「……あの人も本当にとんでもないな。流石さすが教授の娘むすめさんだよ」

　小さな箱の中に、さらに小さなケーキが四つ。

　まるで美雪みゆきさんは全すべてわかってたんじゃないかと思うぐらいだ。

「ほら、皆で食おうぜ」

　皿さらに載のせたケーキを渡していくと伝でん鬼き達の目が輝いた。例え人間でなくても、やはり女の子は女の子らしい。

「世話になってる人からの贈り物なんだよ。まあ味わって食べてくれ」

「すまんのう。貰もらってしまって」

「…………ありがとう」

「ま、一人で食うより気分はいいよ」

　実際こうなってみると、一人きりの部屋で四つのケーキをもそもそと食べる自分の方が侘わびしく思える。誰かが居てくれる分だけ幸せだろう。

「それじゃあ食べる前に、出雲いずも君の誕たん生じよ日うびを祝って乾かん杯ぱいしよっか」

　ベド子が朗ほがらかに笑って言いだした。

　乾杯って、湯ゆ飲のみでするのか。

　そう思った俺おれの予想に反して、ベド子はケーキの載のった皿さらを持ち上げた。

「あたし達の編へん纂さん者の誕生にっ！」

「おいおい……」

　格好をつけた台詞せりふに苦笑する間もなく、コトリが皿を掲かかげる。

「…………いずもの、たんじょうびに」

「今日きようの良き出会いに、かの」

　柔やわらかく微笑ほほえんだサキもまた、じっと俺を見つめた。

　俺に何を言わせたいんだこいつらは。

「あー……都市伝鬼の、未来に──」

　俺が言って小皿を持ち上げると、自然と全員の息は揃そろっていた。

　──乾杯。

　こつんと小さな音が鳴り、四つのケーキが揺ゆれる。

　それは何とも締しまらない乾杯だった。

「遅くなったが、祝いの言葉も言っておこうかの」

「おめでとーっ！」

「…………いただきます」

「ああ、ありがと」

　まあ色々とあったけれど、今日きようは間違いなく最高の誕たん生じよ日うびだろう。

　きっとこれまでの一生で一番幸せな、そしてこれからも何度も思い出すことになるだろう、十六歳さい最初の一日。

　四月一日が、終わる。

「……なあ、お前らは噓うそじゃないよな？」

　思わず問いかけていた。

「む、どういう意味じゃ？」

　自分でもよくわからない不安が押し寄せてくる。

　まるで幸せな夢が終わる瞬しゆん間かんのような、どこまでも嫌いやな感覚。

　不思議そうに首を傾かしげるサキを見つめて、俺おれは必死に声を出していた。

「もうすぐエイプリルフールが終わる。そしたらさ、実は今日のことは全部噓うそでした、なんて言い出さないよな？　俺が都市伝説の編へん纂さんをするとかありえなくて、都市伝鬼なんて本当は存在しなくて、お前らも実は最初から居なかった、みたいな──そんなことにはならないよな？」

「出雲いずも君……」

「…………いずも」

「……はあ、全くのう……」

「な、何だよ。そんなに呆あきれることないだろ」

　あからさまに溜ため息いきを吐つく三人。

　動どう揺ようする俺に苦笑し、サキは壁掛け時計を指さした。

「見ておれ、間もなく日付が変わる。残り十秒じゃな」

　見る間に秒針が動いていく。

　残り七秒。

「…………ご、よん」

「さん、にー」

　コトリとベド子も声を揃そろえる。

　残り一秒。

　そして────










　────からんからんからんと、小さな音が三つ響いた。

　空中から落下したフォークが三本、乾かわいた音を立ててテーブルの上を跳はねたのだ。

　食べかけのケーキが同様に三つ、寂さびしげに並ぶ。

　冷めはじめたお茶が小さな湯ゆ気げを立てて、湯ゆ飲のみは居なくなった持ち主を待っている。

　そこにはもう、誰の姿もなかった。

「マジで消えるかよ。そういう落ちか……くっそ、ありえねえ……」

　恐おそろしい程の喪そう失しつ感に全身が脱だつ力りよくする。

　いっそ大声で泣いてしまいたいぐらいの気分だった。

「ああもう、こんな事ならもっと色々出てきてもらえばよかった。帰れとか言うんじゃなかったな……失敗した……」

「ぬ、それは本当か。呼んでもよいのか？」

　頭を抱かかえる俺おれに、意外そうな、それでいて期待のこもった声がかかった。

　向き直ると目を丸くしたサキの姿。

「本当だよ。呼べ呼べ、呼んで来い。ああ……でも、出来れば一人ぐらいにしてくれるか？　いや、やっぱりダメかもしれない。うん、悪いけどまた今度にしてくれ」

　そうじゃろうなあ、と頷うなずいて、ムラサキカガミは再びケーキを口元に運んだ。

　右手に握にぎった斧おのは放せないのか、ベド子は左手でフォークを握っている。

　和装のコトリがフォークでケーキをつつくのにはいささか違和感があったが、それはそれでアンバランスな可愛かわいらしさがある。

「なあ、一応聞いておくんだけどさ」

「うむ、何でも聞くが良い」

「一時的に姿を消すってのは、都市伝でん鬼きの基本能力なのか？」

「そうじゃ。いつもいつも姿を見せていては仕事にならん。祝いの最後にふさわしい、なかなかの催もよおしじゃったろう？」

　サキは本当に悪意なく微笑ほほえんだ。

　伝鬼にとってちょっと驚かすぐらいのことは親愛の表現なんだろう。

　ああ、そうかよ。

　まあそんなことだろうとは思ったさ。

　思ったんだけどさ。

「くっそ……本気でショックだった。今までとは違う意味で滅め茶ちや苦く茶ちや心臓に来た。この際だから正直に言うけど、俺は結構お前らのこと気に入ったみたいだ」

「何々、ちょっと嬉うれしいこと言っちゃって。もしかして口く説どいてるの？」

「…………こくはく？」

「うむ、妾わらわも出雲いずものことは気に入っておるぞ」

　三様に言う都市伝鬼を見つめて、俺も言った。

「そうだよ、告白だ。俺は本気で都市伝説が大好きなんだぞ、ってな」

　噓うそつきの日は終わった。

　だからこそ最後に口に出した言葉は全すべてが俺おれの本心で。

　ようやく口に入れたケーキはどこまでも甘あまく、涙なみだが出るほど美味なのだった。
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　日の傾き始めた平ひら泉いずみ大学研究棟とう。

　本来なら高校生のうろつく場所ではないのだろうが、一年通った俺おれには特段の違和感もない。時に顔見知りの講こう師しと挨あい拶さつをするぐらいに馴な染じんだ場所だ。

　そんな見慣れた校舎にある犬いぬ飼かい研究室の前で──俺は頭を抱かかえていた。

「担たん当とう者しや出張中　行き先　京きよ都うと民みん俗ぞく学会……ああもう、早く帰ってきてくださいよ、教授」

　サキを始めとした都市伝でん鬼き達について犬飼教授に相談しようとやって来た俺を迎えたのが、こうして張り紙一枚を残して閉へい鎖さされた研究室だったのだ。

　こういうことは珍めずらしくないのだが、今回はいささかタイミングが悪い。

　学会の期間はまちまちだが、長くなる場合もある。流石さすがに一週間以上も留る守すにする時は俺にも連れん絡らくがあるが、短い期間なら何も言わずに行ってしまうこともあるのだ。

「電話なんかしても、実際に見せなきゃ意味がないだろうし……いや、そうでもないのか？　ってかそもそもあの人は何者なんだよ」

　何か偉大なうんたらとか言われていた気がする。確かに偉大な人なのは間違いないが、化け物にまで言われるってどういう人間なんだ。

　ともかく居ない相手にすがった所で仕方がない。溜ため息いきを吐ついてドアの前を離れ、帰宅の途とにつくことにした。

「──────」

　そんな俺の視界の端はし、窓の外を通り過ぎる影が見えた。

「……またか」

「ひっ!?」

　通りすがりの名も知らぬ大学生も気付いたようだ。

　それは目を見開いて落下していく女の姿。

　一いつ瞬しゆんだというのに、なぜかその歪ゆがんだ笑みまでもがはっきりと記き憶おくに残った。

　その上、ぐしゃりと何かが潰つぶれる音まで聞こえてくるのだ。これは確実にトラウマものだ。巻き込んで悪いが、彼女は今日きようの光景をしばらく夢に見てしまうかもしれない。

「い、居ない？　噓うそ……勘かん違ちがい？　それとも、まさか……」

　地面を覗のぞき込んで青ざめる女子学生の横を無言で通過した。

　窓から女が落ちてくるのを目撃すること、今日だけで既すでに十七回。最初は見るたびに悲鳴を上げていたものだが、流石の俺も慣れてしまっている。

　いや、もう十八回目か。

　そろそろ飽あきが来たらしく、今度はバレリーナのように片脚あしを広げて横回転しながら落ちて来た女の姿を無視し、俺は歩みを進めた。

　いやはや、なかなか芸達者な伝でん鬼きのようである。

『落ちてくる女』から一部とって、落ち女と名づけようか。










「って訳で、明日あしたは始業式だ。これからは俺おれも毎日学校に行かなきゃいけなくなる」

「そりゃ学生さんだし、学校には行かないとダメでしょ」

「…………べんきょう、だいじ」

　いや、そういう話じゃないんだが。

「妾わらわは学校の鏡にも渡ることができる。いつでも呼ぶがよい。……ほれ、できたぞ」

　言葉と共に台所から大鍋なべを抱かかえたサキがやって来た。

　鍋の中には何とも芳かんばしい香りを放つホワイトシチューがたっぷりと入っている。

「旬しゆんじゃからな、春カブを入れてみた。少々辛から味みはあるがこれも中々悪くはないのじゃぞ」

「おお、美お味いそうだな」

「いっただっきまーす」

「…………いただきます」

　コクのあるホワイトシチューに独特のカブの辛味が相まって非常に美う味まい。

　明日あしたはもう四月六日になるというのにまだまだ寒い日が続いている。

　こうして温あたたまれる料理は大歓迎だ。

　食事中もベド子は騒さわぎ、コトリが笑い、サキがたしなめる。

　それは温かい食しよく卓たくでもあった。

「ごちそうさまでした」

「うむ、お粗そ末まつさまじゃ」

　調理を担たん当とうしたサキの代わりにコトリとベド子が食器を片付けていく。

　二人並んで洗い場に立つと、派は手でな姉と地味な妹といった様子だ。なかなか微笑ほほえましい。

　俺はお財さい布ふ担当なので仕事は免めん除じよである。四人分の食費は安くないが、上あげ膳ぜん下さげ膳、素す晴ばらしい限りだ。

　二人が洗い物を終えたら全員で食後の一時だ。

　テーブルの前に座り、今日はコトリの淹いれた茶を飲んで一息入れる。

　──うん、いいんだけどな、別に。

「今日きようでもう何日目かも忘れた。今いま更さらだ、何で俺の家に居るんだとかそういうことは聞かない。皆で食った方が美う味まいし、こっちもそのつもりで材料を買ってきてるんだしな」

「どうしたんじゃ、藪やぶから棒ぼうに。何か気に入らなかったかの？」

　きょとんとこちらを見つめるサキに、違うと手を振る。

　彼女はいいのだ。余計な文章を手帳に書き込んで本質を歪ゆがめてしまったのが影響して伝でん鬼きとして大したことはできないのだろう。早く修正する為ために俺の編へん纂さんを手伝う必要もある。

　しかし残りの二人、ベド子とコトリは問題だ。

「お前らのことはしっかり書いてあるから、そろそろ都市伝でん鬼き本来の仕事に戻れよ。そりゃ俺おれも頑がん張ばって伝えてやるけど、本人の努力だって必要なんだぞ」

「お仕事かー。そうだね、そろそろ頑張ろうかな」

「…………うん」

　完全に居い候そうろう伝鬼と化している二人に言ってやると、流石さすがに本人達も自覚はあったらしい。思案顔で頷うなずいた後、ようやくやる気を見せてくれた。

「よし、これから昼間は暇ひまになるんだから、しっかりグシャってやりに行くかなー」

「…………たたなく、してくる」

「よーし、好きなだけ俺の部屋でのんびりしているといいぞ。テレビぐらいならずっと見ててもいい。でもエアコンは我が慢まんしような」

　出来る限りの笑顔を浮かべて二人の肩かたを叩たたく。

　人間の未来を守る為ために多少の犠ぎ牲せいは必要なのであった。

「出雲いずも、本気にするでない。お主ぬしの仕事中や外出中に、こやつらもあれこれと外に出ておったわ。今のはただの冗じよう談だんじゃ」

「ま、血まみれで帰ってきても出雲君がビックリするだろうしね。ちょっと驚かすだけだよ」

「…………かなしばり、だけ」

「……うん、それぐらいならいいけどな」

　本当にいいんだろうか。この二人、心臓が悪い人にはマジで危ないぞ。

　まあその辺りは本人が加減するだろうと思考を放ほう棄きし、俺は話を進めた。

「で、学校の話だよ。今日きようまでは伝でん鬼きの方もちょっと加減してくれてたみたいだし、それほど怖こわいのは出てこなかった。でも明日あしたからは毎日登校しなきゃいけない」

　そうなると、どうしても色々と問題が出てくるのである。

「学校の都市伝鬼が出てくるのはわかってる。でも、周りには同級生が一いつ杯ぱい居るんだぞ。その辺どうなんだ、都市伝鬼側も少しは気を使ってくれるのか？」

　今日も『落ちて来る女』を一いつ緒しよに目もく撃げきした生徒が居たが、どうやら都市伝鬼はそこに存在している限りは誰にでも見えているようなのだ。俺が原因で平和な学校に心しん霊れい現象が巻き起こってしまっては、他ほかの学生に申し訳がない。

　その辺りが真しん剣けんに不安なのだが、それを聞いた伝鬼達の方は何とも思っていない様子だった。

「むぅ……学校に出てきてはいかんのかのう」

「あ、やっぱり出てくるのか」

「当たり前じゃ。考えてもみよ、学校じゃぞ、学校。妖よう怪かいだろうと幽ゆう霊れいだろうと、その種類を問わぬあやかし達の楽園、学校じゃ。お主ぬしはそこに伝鬼が現れてはならんと申すか」

「そりゃ、言いたいことはわかるんだけどな……」

　学校の怪かい談だん。学校の七不思議。不可思議な噂うわさに満ちた学校という世界は、確かに都市伝説の宝庫だろう。そこを外して編へん纂さんを進めるのは逆に無む茶ちやな話だ。

　それは、ちゃんとわかってるんだが。

「困るものは、困るんだよなぁ」

　トイレの花はな子こさん、動く人体模型、音楽室の肖しよ像うぞ画うが。都市伝でん鬼きが本気で襲おそって来ようと思えば、校内ならどこに現れてもおかしくはない。下へ手たをすればパニックになってしまうだろう。もしも大騒さわぎになれば巻き込まれて怪け我が人にんが出るかもしれない。そういう事態は本当に避さけたいのだ。

「んー、でも、何とかなるんじゃないかなー」

「ちゃんと加減してくれるってことか？」

「ううん、全然しないと思うけど」

「…………伝鬼って、実は根本的に駄だ目めな奴やつらばっかりなんじゃないか？」

「酷ひどっ！　ってか、なんであたしを見て言うの!?」

　何だろう、ベド子はダメな伝鬼代表というか。

「でもさ、編へん纂さん者の力になるって言うなら、本人の日常も多少は守ってくれて良いと思うんだよ。騒ぎになったら編纂どころじゃなくなるぞ」

「ああ、なんじゃ」

　愚ぐ痴ちっぽく言ってみた所、サキは頷うなずいて返した。

「そういう心配ならいらぬぞ、出雲いずも」

「…………たぶん、へいき」

　同様に頷くコトリ。

「そりゃ一体、どういう理由で？」

「あたしが説明しようっ！」

　首をひねった俺に、何やら胸を張ってベド子が言葉を引き取った。

「伝鬼っていうのは、伝えられた人と人の間にだけ存在する鬼おになの。だから、ちゃんと伝えられて、しっかり覚えてる人間しか襲おそえないんだよ」

「そりゃまあ、そうだろ？」

「わかってないなー、出雲君」

　ちっちっと指を振ってみせるベド子。妙みようにむかつく。

「知らない人の前には存在できないってことは、大おお勢ぜいの人間の前に現れるなら、全員にしっかりと知られている必要があるってことなの」

「へえ。じゃあ一人でも斧おの男おとこのことを知らない奴やつが居たら、ベド子も出て来られないのか」

「そうなっちゃうの。だから大勢の人の前で暴れられる伝鬼はそんなに居ないってわけ」

「…………そういうことじゃ。大騒ぎにはならぬ、安心せよ」

　何だかサキがちょっと寂さびしそうにしているのは気のせいだろうか。

　もしかしてやりたかったのか、説明。

　それはともかく、俺おれには若じやつ干かん納得がいかない話だった。都市伝説は本当にその程度の知名度しかないだろうか？

「いやでも、例えば花はな子こさんだとか、動く人体模型だとか、そういうのはどうなんだよ。誰だって知ってるだろ？　いつでも平気な顔して襲おそってくるんじゃないか？」

「それ程の都市伝でん鬼きならば、無理に名前を売ろうとは思っておらんじゃろう。もちろん機会を選んで現れようとはするじゃろうが……それすら拒こばまれては、学校の都市伝鬼はいつ現れれば良いんじゃ？」

「そうだな、例えば人体模型なら、こっそり持って帰って……部屋の中を……」

　言いながら想像した、家の中を悠ゆう然ぜんと歩き回る人体模型の姿。それはもう本来の理科室や学校内のイメージと離れすぎて、完全に別の都市伝説だった。俺が新しい伝説を作ってどうすんだよ。

「はあ……タイミング、考えてくれると良いなぁ」

「平気じゃろう。学校には縄なわ張ばり争いもある。誰であれ、そうそう好き放題には出来ぬ」

「……縄張り？」

「うむ。学校を根ね城じろにするあやかしは都市伝鬼だけでも数が多い上に、幽ゆう霊れいや妖よう怪かいも住み着いているのじゃ。大おお騒さわぎになって他ほかの者に迷めい惑わくをかけるような真ま似ねは控ひかえるじゃろう」

「都市伝鬼にもそういうのがあるのか」

　怪かい奇き同士の友好関係というのは少し気になる話だった。

「んー、ご近所付き合いみたいなもんかな。例えばあたしはベッドの下から出てくるんだけど、隙すき間まさえあればタンスの間でもベッドの下でもおっけー、って子もいるんだ。でも、その子はベッドの下からは出ないように気を遣つかってくれてるし」

「妾わらわも学校には余あまり出向かぬな。何度か試してはみたんじゃが、毎回必ず花子扱いをされてしまってのう」

「……うん、サキにとっては向かない場所だろうな」

　ムラサキカガミが出現するには一人になれる空間と鏡が必要だ。学校で考えれば、選せん択たく肢しの多くがトイレになってしまう。そして学校のトイレに現れる女の化ばけ物ものなんて、全部が花子さんみたいな扱いをされても仕方がないのである。

「あたしは別に、保健室のベッドの下に出てみても良いんだけどねー」

「やめろベド子。それはもう怪かい談だんじゃなくてニュースだ」

　それも一大センセーショナルである。襲おそわれた学生も目もく撃げきした生徒も間違いなくトラウマになることだろうし、学校でグシャっとやるのは全力で勘かん弁べんしてもらいたい。

「ちなみに、コトリは？」

「…………？」

　学校と相あい性しようが悪い二人を尻しり目めに、コトリは平然とした表情で茶をすすっていた。

「…………あんまり、かんけいないの」

「……そりゃそうか」

　学校はコトリバコの出現地ではない。立場が被かぶる相手も居ないし、確かに興味はないか。

　じっと見つめる俺おれの視線に気づいたのか、コトリは小首を傾かしげて見上げてきた。

「…………いずも、がんばって」

「いや、うん……ありがとう」

　嬉うれしいような、そうでもないような。コトリ、お前も最初は加害者だったじゃないか。

「とりあえず節度を持って襲おそってくるって言うんならそれに越したことはないか。俺はのんびり出会っていく方がいいし」

「そうじゃな。長い時間がある以上、特に焦あせる必要もなかろうて」

「…………のんびり、すき」

「あたしとしてはさっさと完成させて、ベド子って名前を何とかして欲しいんだけど。なんかもう自分の存在を完かん璧ぺきにベド子って認識してるあたしが居て、自分でも怖こわいんだよね」

「その件に関しては冷静になって反省してる部分もあるんだけど……悪い、四年待ってくれ」

「長いよ！　四年って長いよ！」




「……そうじゃな、やはり長いのう」

「……いや、本当に申し訳ない」

　その長い時間を都市伝でん鬼きと付き合っていく訳だ。出来るのなら仲良くやっていきたい。

「まあほら、今日きようはバイトだったから店で甘あまいもの買ってきたんだ。食後のデザートの時間にしようぜ」

「甘いものでごまかせると思われるのは心外だけど……食べ物に罪はないし」

「ここは流されてやろうではないか。折せつ角かくの好意じゃからの」

「素直に食うって言えよ。コトリ、お茶頼む」

　今日のお茶淹いれ係であるコトリが台所に向かう。

　コトリのお茶は何な故ぜか体に悪そうな雰ふん囲い気きがあるのだが、別段不ま味ずい訳ではないのだ。

「よし、じゃあ土産みやげを……」

　こちらも冷やしているデザートを取り出そうと、小さな冷蔵庫を開いた。

「…………」

「…………は？」




　なんと、そこには誰かの生なま首くびが入っていたのである。

「ひ、ひああああああああっ!?」

「なんじゃ、どうした出雲いずも？」

　反射的に扉とびらを叩たたき閉めていた。

　俺おれの叫さけび声に驚いたのか、寄ってこようとするサキを、手を広げて制する。

　もう一度、ゆっくりと冷蔵庫を開いた。

「…………」

「…………」

　サキが料理をしてくれるおかげで、幾いくらかまともな食材が入るようになった冷蔵庫。そこにはやはり誰かの生なま首くびが入っていた。

　しかも白目をむいていて相当に気持ちが悪い。

「…………邪じや魔ましたな」

　そっと扉を閉め、皆に向き直った。

「デザート中止だ。先客が居た」

「へ？　どういうこと？　何で冷蔵庫に先客がいるの？」

「俺に聞かれても困るけど……ああ、あった。こいつだ」

　手帳をめくっていくと、すぐに見つかった。なんともそのまま、都市伝説『冷蔵庫の生首』である。

　特徴を端たん的てきに言うと、こうなる。

「夜中に冷蔵庫を開くと、そこには見知らぬ生首があった。見間違いかと思って閉じ、また開くと、白目を剝むいた生首がある。疲れているのかと考えて閉じてからまた開くと、やはりそこには生首があり、しかも笑っている。幻げん覚かくだと思ってまた開くと、今度は白目をむいて笑っている。ああこれは夢に違いないともう一度開くと、なんとそこには誰かの生首が入っていたのである。……と、要するに、冷蔵庫に生首がいるって都市伝説だな」

「生首が入ってる冷蔵庫なんじゃから、何回開けたって居るものは居るじゃろうに」

　呆あきれたようにサキが言うが、そういう都市伝説なんだから仕方がない。

「普通の幽ゆう霊れい話ばなしなら開けて閉めれば消えてる所だからな。そもそも入っているはずがないのに何度開けてもしっかり生首があるってのは怖こわいだろ。若じやつ干かん不ふ条じよ理うりなのもまた都市伝説らしいな」

　個人的にこういった都市伝説は嫌きらいではない。怪かい談だん話ばなしにはない自由な所も現代の怪かい奇き独特の楽しさなのである。

「それで、デザートはどうなるの？　あたしの甘かん味みは？」

「そんなこと言ったってしょうがないだろ、生首がいるんだから」

「しょうがなくないよ、もうちょっと頑がん張ばってよ！」

　危ないから斧おのを振り回すな、ベド子。

　しかし頑張ると言っても、この都市伝説は冷蔵庫に生首が居るだけで、そこに何の終わりもないのだ。サキの言葉ではないが、居るものは居るのである。

「んー……ああ、そうだ。ちょっとやってみるか」

　一つ思いついたことがある。駄だ目め元もとで試してみるとしよう。

「おじゃましまーす……」

「……………」

　冷蔵庫を開くとそこにはやはり生なま首くびが居て、しかもかすかにほくそ笑んでいるように見える。かなり真しん剣けんに恐おそろしい。一人の時に会ってたら冗じよう談だんじゃすまないな、こいつも。

　ともあれ後ろには期待の視線を向けて来るベド子が居る。せっかく茶を淹いれてくれたコトリにも申し訳がない。

　俺おれは勇気を出して生首を摘つまみ上げた。

「……………」

「む、何やら目玉が動いたように見えたのじゃが……」

「言うな言うな、何も言うな！　怖こわいんだよ！」

　芯しんまで冷やされているくせに若じやつ干かん柔やわらかい生首をしっかりと握にぎり、部屋の中央へと向かう。

　そして茶の用意を終えたコトリに生首を差し出した。

「コトリ、こいつを頼む」

「……………？」

　きょとんと見返してくる少女。

　コトリが和服の懐ふところで大事そうに抱かかえた箱、即すなわちコトリバコを指さして告げた。

「こいつも、中に入れてやれ」

「……………!!」

　こくこくと大きく頷うなずいたコトリ。何やら嬉うれしげな笑みを浮べて箱を開いていく。

　すぐに凄すさまじい勢いで血が溢あふれ出し、ついでに生首が微びみ妙ように逃げるような動きを見せ始めた。

　諦あきらめろ、もう遅い。

　開いた箱の内側を見ないようにして、コトリバコに生首を押し付けてやる。

「……………おいで。きみも、おいで」

　箱から聞こえた囁ささやき声と共に、生首はするするとコトリバコに吸い込まれていく。ひんやりとした感かん触しよくはあっさりと消え去っていった。

　コトリが手際よく箱を組み直すと溢れ出た血は姿を消し、生首もまた完全に消しよう滅めつしていた。

　作戦成功だ。

「……………ぐっど」

「ああ、ぐっどだな」

「コトリちゃんナイス！」

「出雲いずもも大分と順応してきたのう。やるものじゃ」

　四人親指を立てて頷うなずきあう。確かに最初と比べれば俺おれもたくましくなったものだ。

　さあデザートにしよう。

　俺は改めて小さな冷蔵庫を開いた。

「……………」

「……………」

　なんと、そこには明らかに怒おこった表情の生なま首くびが入っていたのである。

「……………」

「……………」

　静かに扉とびらを閉しめ、俺は両手で大きくバツ印を作った。

「はい、デザート中止ー！」

「えええええええっ!?」

　都市伝説とは、かくも不ふ条じよ理うりなものなのであった。










　ふと目を開くと、目の前に少女の姿があった。

　いつでも触ふれられる──いや、既すでに触れ合っている、そんな距きよ離りに少女が横たわっている。そして同じく横になった俺を見て微笑ほほえんでいた。

　ぼんやりした頭が言う。これはおかしい、と。

　でも何な故ぜだろうか、その少女に全く危機感がわかない。霧きりに包まれたような意識のままで彼女を見つめた。どこかで見た覚えがある気がする、美しいというよりは可愛かわいらしい少女だ。

「…………」

「…………？」

　じっと見つめていると、無言で頭を撫なでられた。決して俺の目を覚まさせることのないように気づかわれた優しい動き。

　その感かん触しよくに理解してしまった。

　ああそうか、俺は寝ているんだ。これは夢なんだ、と。

　夢の中で夢だと気づく瞬しゆん間かんというのは誰にでもあると思う。そして多くの場合は、そのまま目覚めてしまうものなのだ。

　ああけれど、気づいたからこそ、この夢から醒さめたくない。

　はっきりしない意識にそのまましがみつき、俺は目の前の少女へと手を伸ばのした。

　柔やわらかい生き地じのワンピースと滑なめらかな肌はだの感触が手の中を流れ、小さな少女の全身は簡単に腕うでの中へと収まる。流石さすがに夢だけあって、少女も抵抗することなく素直に腕を回してきた。自然と抱だき合う形になり、少女の髪かみへ顔をうずめる。透すき通るように甘あまい香りが頭の奥にまで届く。優しくて落ち着く、サキの匂におい。

　ああ、これはサキだ。ムラサキカガミの少女だ。今いま更さらそんなことに気がついた。

　サキなら大だい丈じよ夫うぶ。こんな夢を見たと言っても、別に怒おこったりなんてしない。安心してさらに強く少女を抱だきしめる。サキの双そう胸きようが潰つぶれる感かん触しよくまでもがはっきりとわかる、とてもリアルで、幸せな夢だった。

　少し遠くでリリリリリと目覚ましの鳴る音が聞こえてきた。ああ、もう起きなければいけない。でもこの夢から醒さめたくない。

　ふらふらと両腕うでを這はわせ、夢とわかっていても必死にサキの感触を確かめる。折れそうなほどに細く、しかし柔やわらかい腕うで。大きく捲まくれたワンピースの裾すそから太ももに触ふれると、それはまるで絹でも撫なでているような恐おそろしく滑なめらかな感触。更さらに上に腕を進ませる。柔らかくも張りがある臀でん部ぶに指が食い込んでいく。

「──出雲いずも、出雲」

　声と共に腕の中のサキがもぞもぞと動き出した。しかし俺おれの腕を止めようとする様子はない。流石さすがに夢だけあって都合がいいようだ。

「ほれ、起きよ出雲。学校へ向かうのならもう準備をする時間じゃろう」

　ゆらゆらと優しく体が揺ゆすられ、それに合わせて両手の柔やわらかい感触が強まる。サキが動くたびに栗くり色いろの髪かみが鼻先をくすぐり、甘あまい香りが俺を包みこんでいった。

「……ん……サキ……」

「うむ。朝餉あさげを用意するゆえ、そろそろ離してくれぬか」

「ああ……悪い……」

　サキに起こされているのか。そりゃ起きなきゃ申し訳ないな。

　ぼんやりと開けていた目を、ようやくしっかりと開きなおした。そうすれば、心から残念だが、目に入る光景は一変するのだ。

　──一変する、筈はずだ。筈なのに。

　ふわふわの栗くり色の髪かみが目の前にある。腕うでの中にはサキが居て、軽く俺おれの背を叩たたいている。俺の手は未いまだに何の遠えん慮りよもなく少女の尻しりと太ももを撫なで回していた。

「あ……え……？」

「むう、お主ぬし意外と寝起きが悪いんじゃの」

　少しだけ体を離すと、胸元にサキの顔が見えた。

　特に怒おこった様子もなく、困った風でもなく。じっとこちらを見つめる、いつものサキ。
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　一気に意識が覚かく醒せいした。

　噓うそだろ、こんなことって本当にありえるのかよ。

　俺の部屋は、確かに女性の伝でん鬼きが三人居る。と言っても、全員が人じん外がいの化け物なのだ。

　サキは鏡に戻って休むし、ベド子はベッドの下に入ったら消えてしまう。コトリはタンスの上に箱が置いてあるだけだ。良くも悪くも、こんな色気のある話が生まれる余地なんてなかった筈はずなのだ。

　しかし実際に起こってしまった。これは流石さすがに洒落しやれになってない。幾いくらサキが相手でも、今度こそ殺されるんじゃないか。ああでも、別に怒ってる感じじゃないし。でも怒ってない訳がないだろ、そっちの方がよっぽどおかしい──

　霧きりが晴れた頭を、今度は混乱と焦あせりが覆おおい尽つくしていた。

　何な故ぜこうなったのか、どうすればいいのか。全くわからない俺は、自然と最も単純な行動を取っていた。

　名残なごり惜おしい事この上ないが、ゆっくりとサキの体から手をどける。そして出来るだけ優しく体を離し、少女としっかり目を合わせた。

「お……おはよう、サキ。悪いな、ちょっと寝ぼけてた」

「そのようじゃな。しかし……手て癖ぐせが悪いのう」

　少し呆あきれた様子を見せるサキに、心臓の鼓こ動どうが早はや鐘がねを打った。

　大だい丈じよ夫うぶだ。ごまかせ。普段の態度で。何でもないような顔をして。

　サキが気にしていないのなら、俺も気にしていない振りをすればそれで問題ない！

「そりゃ謝るけどさ。その、サキが隣となりに居るとは思わなかったんだよ」

「いや、すまぬ。たまにはベッドで休みたくなっての、隣となりを借りたのじゃ」

「……ああ、構わないから、いつでもどうぞ」

「おお、ありがたい。鏡の中も決して悪くはないのじゃが、どうにも寝た気がせぬ。どのような由ゆ来らいであれ、妾わらわは元々人間であったとされる伝でん鬼きじゃ。時折こうした人らしい生活が恋しくなってのう」

　こうして話している間もずっと二人で同じ布ふ団とんの中だ。

　溜ため息いきを吐ついた少女の吐と息いきをそのまま吸い込んでしまう程の至し近きん距きよ離り。何の化けし粧ようもしていないだろうに、サキの顔は白い肌はだと赤い唇くちびる、大きな瞳ひとみに長い睫まつげまで、どこにも非のつけようがない。

「では支し度たくをするかの。出雲いずもも準備をしておれ」

　最後に俺おれの頰ほおを軽く撫なで、サキは台所へ向かっていった。

　隣から小さなサキの体がなくなっただけで恐おそろしいほどの喪そう失しつ感かんがある。

「これはセーフって言うのか、アウトって言うのか……」

　ゆっくり起き上がると、それだけでサキの匂においが広がった。まるでマーキングをされたように、ここはサキの場所だと空気が主張しているようだ。

「出雲君、出雲君」

「……ん？」

　床ゆかに下ろした足がつつかれる感かん触しよく。見ると、ベッドの下からベド子がひょっこりと顔を出していた。

「なんだよ、別に言い訳することは何もないぞ」

「うん、それはそうなんだろうけど。……でも、多少の罪悪感はあるんじゃない？」

　ひょいと俺の下半身を指差し、ベド子は何とも汚きたならしい笑みを浮かべた。

「コトリちゃんの呪のろい、もう解けてるみたいだしぶべっ!?」

　全力でベド子の顔面を踏ふみ潰つぶした後、俺は登校の準備を始めた。

　台所ではワンピースの上からエプロンをつけたサキが手際よく調理を進めている。

　ああ、いいなあ、この光景。

「出雲君、流石さすがにひどくない……？」

「着替えるから、ちょっと消えてろ」

「…………はい」

　しょんぼりとベッドの下に戻っていったベド子は、俺が部屋を出るまで姿を見せることはなかった。まあ珍めずらしいことじゃない。普段はサキも早朝から現れたりはしないし、ベド子もベッド下から出てこない。コトリも箱のまま転がっているだけなのだ。

　結局二人で朝食を済ませ、その後もサキは甲か斐い甲が斐いしく世話を焼き続けた。

　櫛くしを取って俺の寝ね癖ぐせを治し、そのままだったクリーニングのタグを外し、靴くつの汚よごれを払はらって、出掛けにはしっかりとシャツの襟えりを直し、笑顔で鞄かばんを手渡す所まで完かん璧ぺきだった。

「俺おれもう、一生お前と添い遂とげてもいいかもしれない」

　部屋の扉とびらの前、からかうつもりで言った俺に、サキはあっさりと頷うなずいた。

「別に構わぬが、編へん纂さんの方もしっかりやるのじゃぞ？」

「え……あ、はい。じゃあ行って来ます」

「うむ、気をつけての」

　俺が見えなくなるまで手を振っていたサキは一体どこまで本気だったんだろうか。色気のある表情なんて欠片かけらも見せてはいなかったけれど、逆に冗じよう談だんを言ったような空気でもない。

　そして俺の方も、どこまで本気だったんだろう。

「俺は割と本気……だったかな」

　多分舞まい佳かならこう言うのかな、と。そんなことを思いながら学校へと向かった。










　都市伝でん鬼きが現れ、俺がそれを編纂する任を負ったとしても、やはり日常は日常なのである。

　日常があるからこそ非日常が存在する。良い本を作る為ためにはどちらも疎おろそかに出来ないのだ。

　平ひら泉いずみ大学への内部進学やその後の犬いぬ飼かい研究室への所属を考えても、やはり学力があるに越したことはない。俺は民俗学以外の勉強もしっかりと頑がん張ばっているつもりだった。

　まあ、あまり出来が良いとも言えないが。

　そんな訳で一学期の始業式。

　学校でも都市伝鬼はいつ出てくるかわからない。とはいえ、多少の気き遣づかいはしてくれるはずだ。それが、なんてことだろう。

「……まさか、いきなり都市伝鬼に会うとは思わなかった。そうか、そうだったな。学校にはお前が居たんだったな」

「あの、出雲いずも先せん輩ぱい。朝の挨あい拶さつも済まさない内にそこまでドン引きされてしまうと、流石さすがの私も、割と本気で傷つくんですけれども」

　言葉通り寂さびしそうにポニーテールを揺ゆらす女子学生。シフトの関係で会うのはあの夜以来になる、飛ひ田だ舞まい佳か。都市伝鬼ジェット女だった。

「悪い、ちょっと予想外だったんだ。おはよう、飛田──い、いや、その……舞佳」

「ちょっ、やめてくださいよ先輩っ！　あからさまに何かあったみたいに照れながらわざわざ名前で呼び直すとか、本当に困ります、勘かん違ちがいされたらどうするんですか！」

「だってお前が言ったんだろ。これからは名前で呼んで欲しい、って……」

「やめてくださいってばっ！　ちょっとは言葉を選んでください！」

　舞佳が騒さわがなければ誰も気にはしないだろうに、大声で慌あわてるものだからむしろ視線を集めてしまっていた。

　どうしよう。普段伝でん鬼きに驚かされているせいだろうか、誰かにリアクションを取らせるのが楽しくなってきている。元気に反応してくれる舞まい佳かが可愛かわいくてしょうがない。

「もう、いいです。とりあえず先せん輩ぱいがいつも通りなら、私から言うことは何もないですから。じゃあ先輩、またお店で」

「おう、またなジェット」

「変なあだ名をつけないでください！」

　俺おれを通学バッグで殴なぐりつけ、舞佳は去っていった。結構痛い。

　とはいえ、笑顔の裏うらで怒おこっていて、しかし本気で怒ることは滅めつ多たにない。飛ひ田だ舞佳というのはそんな少女なのだ。あの様子ならさほど不ふ機き嫌げんではないだろう。




　俺のクラスは特別なことは何もない、普通の進学クラスだ。

　クラス替えはないので今年も見慣れた面子メンツばかり。

　ここ数日で怪かい奇き現象に慣らされた俺の目から見ても異常は何もない。平和そのものである。

「おはようございます、八や坂さかさん」

「おはよう、美雪みゆきさん。ああ、宿題ですね。すぐに出します」

「ありがとう。八坂さんは話が早くて助かりますわ」

　強しいて言えばこうして教師の代わりに仕事をしている名物委員長がいる、といった程度が見み所どころのクラスだった。目立とうとしない性格からか、あまり人前で父親の話をしたがらない人なので、教授の行き先は後で聞こう。一応連れん絡らくはしておいたが、返事がないし。ケーキのお礼もちゃんとしておきたい。

「遅かったな、出雲いずも」

　と、俺の隣となりに大おお柄がらな人影が腰こしを下ろした。

　細身で長身、真ま面じ目めな黒い眼鏡めがねの奥には知性を湛たたえた瞳ひとみ。ともすれば教師にすら見えそうな男子生徒だ。

　名前は安あ部べ春はる影あき。高校に入学してから普通に友達付き合いをしている男だ。

　俺にとってはクラスで一番仲の良い友人である。そういえば最近はレポートと伝鬼の関係で忙しく、ろくにメールもしていなかった。

「おう、おはよう安部。久しぶりだな、春休みはどうだった──」

「──そんな事は、どうでもいいのだ！」

「うおおおっ!?　なんだ、どうしたっ？」

　ぐっと俺の首根っこを摑つかんで顔を寄せてくる安部。

　いや、たまにこうして普通ではなくなるんだが、大体は普通なんだ、大体は。

「出雲、貴様は春休みの間、ずっと大学の研究室に通っていたのだろう？」

「まあ行く日もあったけど……それがどうした？」

　まっすぐに俺おれを睨にらみつけ、安あ部べは地の底から漏もれるような声で言った。

「メールを送っても返事が遅いから、おかしいとは思っていたのだ。出雲いずも、貴様あの委員長とよろしくやっていたのだな。そうなのだろう、この裏うら切ぎり者……！」

「…………」

「…………出雲？」

「…………」

「…………おい、出雲？　どうした？」

　余あまりにもあんまりな勘かん違ちがいに怒おこる気も失うせていた。

　だってこいつが言ってる委員長って、美雪みゆきさんだぞ？

「期待に添そえなくて悪いけど……やっぱりあの人は余りにも高たか嶺ねの花過ぎて、俺には……」

「それは……何だ、その……すまない」

「いいんだ安部。気にするな」

　こいつには俺は美雪さんに憧あこがれていると伝えてある。噓うそは何も言っていない。その溢あふれる知識に、俺は間違いなく憧れている。

　しかし相手は欲望渦うず巻まく男子高校生。勝手に都合のいいように変換され、俺が美雪さんに片思いをしていることになっているのだ。

　まあ、別にどちらでもいい。そういう意味で憧れている部分もないわけではないのだし。

「あー……そうだ、でも一応、ちょっとは進展があったぞ」

「なんだ、やはりあるではないか。聞かせろ」

「ちょっと前が俺おれの誕たん生じよ日うびでさ、その時美雪さんにケーキをもらったんだげぼぉっ!?」

　言い終わる前に、後頭部を思いっきり殴なぐられた。

「お前、なにすんだっ！」

「それはこちらの台詞せりふだ！」

　見事なまでの逆ギレだった。

　明らかにこちらが被害者なのだが、その余りの迫力に押し負けてしまう。

「逆の立場になって考えてみろ、誕生日に美人のクラスメイトからケーキをもらった友人を目の前にした時、出雲ならばどうする!?」

　いや、そんなもんは──

「──後頭部を引っ叩たたく、な……」

「だろう。だから、俺は悪くない」

「…………」

　何かが間違っている気がするのだが、ここは折れておくことにした。

「まあ、そのケーキも店で買ったもんだし、美雪さんが優しいってだけだよ」

「だから良いとは言えんが……まあはいい。後一つ、ちょっとした目もく撃げき報告があったのだが」

「まだ何かあるのかよ」

「出雲いずもがコンビニで仕事中に、店員の女性と仲良くしていたという噂うわさを聞いてな。本当か？」

　あのコンビニで多少は仲良くしてる女の子と言えば、舞まい佳かぐらいしか居ない。それにしたって先日までは普通の友人程度の付き合いだったのだ。一体誰がそんな根も葉もない噂を。

「舞佳のことなら、別にいつも通りだぐあっ!?」

　言い終わる前に腹に一発入れられた。割と本気で痛い。

「お前いい加減にしろよ、さすがに俺おれも怒おこるぞ？」

「怒ってるのはこっちの方だ！」

　安あ部べはまたしても逆ギレしているが、今度は俺も折れるつもりはない。

　一言ぐらい言ってやろうと口を開いた俺の機き先せんを制し、安部が言う。

「もしも、もしもだ。俺が春休み明けに同級生の女を急に呼び捨てにしていたら、出雲は一体どうするかを考えてみろ！」

　眼鏡めがねをきらりと光らせて言う安部。ちなみに、こいつの眼鏡は伊だ達てである。

「…………腹に一発ぐらいは入れる」

「ほら、みろ」

　まあちょっと自じ慢まんする気持ちがあったのは認める。一発ぐらいは甘あまんじて受けておこう。

「ちょっと事情があって名前で呼び始めただけだ。別に何もねーよ」

「実際には何の進展もなかったというのか？　ならば、どうしてあんなにも連れん絡らくが少なかったのだ、寂さびしいではないか」

「いや、寂しいってお前……」

　男に言われても全く嬉うれしくない台詞せりふである。しかもこいつ、完かん璧ぺきに真顔だった。どうしよう、ちょっと真しん剣けんに怖こわい。

「いやほら、教授に出された課題が大変でさ、調べ物ばっかりしてたんだ。まあ、提出はできなかったけど。……そうだ、聞いて驚け。なんと俺は教授に言われて本を一冊書く事になったんだぞ」

「なんだと？」

　本を書くと聞いて、安部も目を丸くした。

　犬いぬ飼かい教授が凄すごい人だということはこいつも知っている。あの人に言われて書く、ということは本物の専門書を執しつ筆ぴつするということなのだ。

「出雲、それは中々に凄い話なのではないか？　どんな本を書くんだ？」

「都市伝説について編へん纂さんするんだよ。妖よう怪かい本ぼんの現代版って所だな」

　ふむふむ、と頷うなずく安部。こいつは民俗学に興味は持っていないが、割と学者肌はだな所があった。要は知識欲が強いのである。こうしてアカデミックな話をすると、いつも食いついてくれた。

「ちなみに完成は四年後だ」

「……それは、随ずい分ぶんと先だな」

　そして、今日きようはあっさりとテンションを落としてしまった。

　やっぱり安あ部べでもそう思うのか。四年は長いのか。

「しかし、結局は化け物の話になるか。妖よう怪かいだの都市伝説だのを追いかけてばかりいる出雲いずもに女ができるなどと、本気で思っていた訳ではないが……」

「うるさい。どうせ彼女なんてできる気配もねえよ」

　自分で言っていて悲しくなる台詞せりふだった。

　しかし、同時に思い出したのは朝のサキの姿。今もはっきりと思い出せる女性の感かん触しよく。

　うん。怪かい奇きを追いかけててよかった。今までの俺おれは何も間違っていないと思う。むしろ、化け物が彼女で良いんじゃないだろうか。

　そんな俺の内心を知る由よしもなく、大きく頷うなずく安部。

「それでいいのだ。その辺りのビッチなんぞに俺の数少ない友人を奪うばわせるものか」

「お前マジで気持ち悪いな！」

「そうか？　普通だと思うがな」

　舞まい佳かの台詞せりふではないが、割と本気で引く俺に阿部は平然とした様子だった。

　しかし……化け物。化け物だ。

　妖怪や化け物と言われて思い出したのだが、今の俺は、ちょっとしたドッキリぐらいなら仕掛けられる、とても頼れる友人が居るんじゃなかったか。

　伝でん鬼きの加護を与える、なんて言っていた以上は、何もさせないのは逆に申し訳ないだろう。サキ達に仕事を頼むついでに安部に多少の悪いた戯ずらぐらいはしかけてみてもいいかもしれない。決して殴なぐられた意い趣しゆ返がえしではない。これはちょっとした実験と、友人との戯たわむれなのだ。

「なあ安部、民俗学的見地からちょっとした発見があったんだけど、聞いてくれないか」

「あまり興味はないが……まあ、言ってみろ」

　なんだかんだ乗ってくれる辺り、一応いい奴やつではあるのだ。

「実はこの世界には、伝でん鬼きってのが存在するんだ。こんな字を書く」

　伝鬼、と机に書き付ける。

「この鬼おには伝えられることで存在する鬼。こんな奴がいるんだぞーって人と人の間に知れ渡ることで実体を持つわけだな。都市伝説ってのがそれに当たる」

「なるほどな。それで、そいつがどうした？」

　別段興味もなさそうに聞く安部。妖怪の一種だとでも思っているのだろう。

「で、俺はちょっとその都市伝説、都市伝鬼ってのを集めて本にする事になってる。さっきも言ったけど、犬いぬ飼かい教授の課題でさ。……それが、実は出たんだよ」

「出たとは……何がだ？」

　俺は指を下に向けて、うらめしやーのポーズをとって見せた。

「本物だよ、本物の都市伝でん鬼き。俺おれの部屋に何人も化け物が出たんだ」

「…………出雲いずも、お前も子供じゃないんだからな」

　思いっきり呆あきれた表情で言う安あ部べ。当然の事ながら信じていない。だが、それでいいのだ。伝鬼は人の心を問題にしない。ただ伝えられて、知ってさえいれば、そこに出現することができるのだから。

「まあまあそう言うなよ。色んなのが居て面白かったんだぜ。例えば、そうだな……」

　誰を『伝えて』やろうか。

　サキは二十歳はたちじゃないから出て来られないし、ベド子は勢いでグシャっとやりそうで怖こわいな。舞まい佳かはちょっと違う気がするし、落ち女や生なま首くびは期待通りにやってくれるかわからない。

　ここは──コトリでいこう。

「マジで可愛かわいい伝鬼だからさ、ちょっと聞いとけよ。他ほかならぬ俺に伝えられたら、安部の所にも来るかもしれないぜ。あのな、そいつはコトリバコって言って……」

　こうして俺は伝えた。友人に、コトリバコの存在を。

　果たして彼の元にコトリバコが現れる日は来るのだろうか。

　まあそんなのはもう、決まっていることなのだが。










　幸いにも平ひら泉いずみ高校は始業式の直後から授業を始めるような情じようのない学校ではなく、あるのはホームルームだけだ。普通なら面倒な委員長を押し付け合って時間が過ぎていく所だが、我がクラスは満場一致で美雪みゆきさんの再選が決まった。二年連続で任せるのは気が引ける部分もあったのだが、美雪さんは今日きようも自主的に仕事をしていたことだし。

　そうして無事に放課後を迎えた。明後日あさつてには入学式が控ひかえている。俺は帰宅部なので関係がないが、高校でも大学でも部活勧かん誘ゆうの準備が行われていた。

　盛り上がる学友達を尻しり目めに、俺は廊ろう下かで真しん剣けんな問題に直面していた。

「出るのか、やっぱり……」

「出るに決まっているだろう。トイレだぞ、トイレ。それとも出雲、まさかお前は逆に何かを入れるつもりなのか？」

「うるさい安部。さっさと帰れ」

「冷たい奴やつだな……。また明日あしたな」

　安部に適当に手を振り、俺は白いドアを睨にらんだ。

　目の前にあるのは間違いなく男子トイレだ。

　俺はここに用があるのだ。とても、とても用を足したいのだ。

　しかし、出るかもしれないのだ──都市伝鬼が。

「トイレだぞ。学校のトイレだぞ。一体いくつの都市伝説があるんだよ……」

　わざわざ確認するのも馬鹿馬鹿しいくらいだ。

　気のせいだろうか、ドアの向こうからこちらに熱い視線が向けられているように感じる。

　あー、入りたくねえ。

「でも後回しにしてもなぁ……」

　学校のトイレを利用しない繊せん細さいな学生というのも居るようだが、残念ながら俺おれはその部類に入らない。今日きよう逃げてもいずれは使うことになるのだ。

　大きく深呼吸をして、気合いを入れる。やっぱり臭くさい。

「……とりあえず、出てくるなら終わった後に頼むな」

　聞こえているのかいないのか。トイレの中に声をかけ、俺はドアを押し開いた。




　用を足している間、便器の中から出てくるんじゃないかとか、後ろの個室から声がするんじゃないかとか、そんな心配ばかりしていた。

　そして出し終わった。が、出なかった。

　何も現われなかったのだ。

「助かった……始業式に便所で気絶した伝説の男にならなくてすんだ……」

　安心して良いとは思わない。どうせ気を抜いた頃に出てくるんだろう。編へん纂さんはしなければならないので、ずっと来なければそれはそれで困る訳だし。

　でもまあ、今日の所はセーフか。

　鏡の前で手を洗い、大きく息を吐ついた。

　トイレの鏡だけに、サイズは大きい。サキが十分に通り抜けられそうなサイズだ。本人曰いわく、そうやってトイレにいる人間を襲おそったことがあるらしいが──

「ここに出てきたら、そりゃサキでも花はな子こさんだな」

　──口に出して、急に恥はずかしくなってきた。男子トイレで独り言、それも女の子の話だ。単に鏡を見て思い出しただけなのだが、もしも誰かに聞かれたらどうするんだ。サキって誰だって聞かれたらどう答える。今日一いつ緒しよに寝た子だ、とか言うのか。いやいや、このトイレには俺しか居ないし。誰にも聞かれてないし。俺は何を考えてるんだよ。

　水で思いっきり顔を洗い、頭を冷やした。こうしている間もサキが苦笑を浮かべて俺を見ているような気がして、さらにしつこく水をかぶる。

　よし、すっきりした。冷静になった。

　気を取り直して顔を上げた俺の視界一面に




「…………え？」




　花の咲くような笑顔で俺おれを見つめるサキの姿が映った。




「え、え、あ、あああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

「うむ、良い驚き方じゃな。流石さすがじゃ、出雲いずも」

「褒ほめんな！　いや違う、それは褒め言葉じゃねえ！　何も嬉うれしくないのに、何度も言われてるから段々と褒められてるような気がしてきただろ！」

「それはまあ、褒めておるんじゃからのう」

「だから……いや、もう良い……。何やってんだよ、サキ」

「何とはなんじゃ。声をかけたのはお主ぬしじゃろう」

「……声？」

　そりゃ確かに鏡に向かって独ひとり言は言ったが、別にサキに声をかけたつもりはない。さっきまでサキは鏡に映っていなかったし、当たり前の話だ。

　でもサキは気づいたってことは────あれ？

「……まさかサキ、そこに居たのか？　鏡の中からずっと俺を見てたのか？」

「当然じゃ。妾わらわはいつも出雲を見守っておる。安心せよ」

　安心というか。

　それ、逆に不安しかないんだが。

「なあサキ。人間にはさ、プライバシーって言葉があるんだよ」

「うむ、知っておる」

「………………」

「………………」

　鏡越しに、無言のまま見つめ合う。

　最初は平然と視線を合わせていたサキだが、時が経たつにつれて徐じよ々じよに目をそらし始めた。

「……い、出雲いずも？」

「………………」

「…………お、怒おこっておるのか、出雲？」

「お前が用を足してる所を見られても怒らないって言うなら、俺も怒らない」

「それは……お主ぬしが見たいと言うんじゃったら、妾は……」

「み、見ねえよ！　俺を何だと思ってんだお前!?」

　そこは受け入れんなよ！　断れよ！

「とにかく、ずっと見られてるのは落ち着かないんだ。そういうのはやめてくれ」

「……済まぬ。少々、調子に乗っておった。出雲の気持ちを考えるべきじゃったな」

「いや、そんなに落ち込む程のことでもないんだけど……」

　寂さびしげに俯うつむくサキを見ているとこちらが悪いような気がしてくる。

　間違いなく悪意があった訳じゃないんだろう。もしかすれば伝でん鬼きが出た時、俺おれが倒れる前に止めてくれるつもりだったのかもしれない。

「サキは頼りにしてるからさ。何かあったらすぐに呼ぶから、ずっと見てるのはやめてくれ」

「……うむ、わかった。では出雲いずも、家で待っておるぞ」

「ああ。研究室に顔出したらすぐに帰るよ」

　ひらひらと手を振ると、鏡に映っていたサキが薄うすれて消えていく。

　男子トイレは静せい寂じやくに戻り、外からは校内の喧けん噪そうが響いてくる。

　一人になってから感じたのは、学校の片かた隅すみでこっそり彼女と話していたような、不思議な気き恥はずかしさだった。

　赤くなった頰ほおを押さえ、俺はもう一度水を被かぶったのだった。




　男子トイレを出た俺は準備にいそしむ生徒達の合間を縫ぬって、大学の研究棟とうへと向かうことにした。大学の講義開始はまだ先だろうが、一応今日きようは始業式なのだ。犬いぬ飼かい教授も流石さすがに学会から帰ってきているだろう。そう考えていた俺を、柔やわらかい声が呼んだ。

「──八や坂さかさん。今から研究室に行かれるのですか？」

「あれ……美雪みゆきさん」

　振り返ると、そこに居たのはふんわりと微笑ほほえむ美雪さん。犬飼教授の娘むすめでクラスの委員長だ。

「ええ、一応顔を出すつもりですが……」

「それなら申し訳ないのですけど、お父とう様はまだまだ帰って来られそうにないらしくて」

「本当ですか？　本気で講義が始まるまで帰らない気ですかね、あの人」

　犬飼教授も多くの講義を受け持つ講師の一人だ。流石さすがに一回目から休講にはできないだろう。いい加減帰ってこないとまずい筈はずなのだが。

「それが今回は面倒な事情で仕事が多くて、随ずい分ぶんと手間取っているそうなんです」

「……どういうことですか、それ？」

「さあ……いいじゃないですか、そんなことは」

　微びみ妙ように角かどのある言葉。美雪さんとは丸一年の付き合いだが、彼女はこんなにも冷たい目をした女性だったのだろうか。絶対零れい度どの視線、なんて言葉をよく聞くが、その意味が理解できる。それは見られている部分から凍こおり付いていきそうな程に冷れい徹てつな瞳ひとみだった。

「それよりも八坂さん。安あ部べ君と話しているのを聞いたんですが……本当に都市伝鬼の編へん纂さんを始めてしまったんですか？」

「ええ、教授に言われまして。俺も歴史学科が志望だし、レポートの代わりにと──」

　言いかけて、俺は言葉を止めた。

　今、美雪さんは何と言った？

　都市伝説じゃなく、都市伝鬼の編纂と、そう言ったのか？

「美雪みゆきさん、今、伝でん鬼きって……」

「やはりそうなんですか。あなたは……」

　俺おれの言葉には答えず、美雪さんは小さく一歩踏ふみ出して距きよ離りを詰つめてきた。

　何だろうか、恐おそろしく嫌いやな予感がする。

　過去に伝鬼と出会った時と近い、しかしそれよりもずっと大きく、危険な感覚。

「八や坂さかさん、何度も言いましたよね、妖よう怪かいについて調べましょう、と」

「はい。それは申し訳ないと思ってます。でも、俺は……」

「あくまでも都市伝説を、ですか。今でもその気持ちに変わりはないのですね」

「ええ、勿もち論ろんです」

　考えるまでもないことだ。

　伝鬼という形で実在することを知った今、その気持ちは以前よりも強まっているぐらいだ。サキが言うには幽ゆう霊れいや妖怪なんかも実在はしているようだが、出会ったことはないし。俺はやっぱり、都市伝説にこだわりたい。

「何な故ぜ、ですか」

「何故って……」

　都市伝説について語る俺の話を聞いて、以前は苦笑しながらも頷うなずいてくれていた美雪さん。どうしてか、今は嫌けん悪おの表情を見せている。

「出会ったのならわかっているでしょう。都市伝鬼は歴史が浅く、たいした力もない。いつ消えるともしれない存在です。八坂さんが研究する価値がどこにあるのですか？」

「そんな。いつ消えるかわからないから、俺は伝鬼を編へん纂さんするんですよ」

　それが彼らを守ることになるのだと、サキは言ったのだ。人と伝鬼を結び、彼らの存在を先々にまで繫つなげる。それは俺なんかには身に余る役割だ。

　しかし、美雪さんはあっさりと首を振った。

「いいじゃないですか、消えても」

「なっ……」

　啞あ然ぜんとする俺に、美雪さんは冷たい声で続ける。

「噂うわさの中だけで細々と生きている存在なんて、居なくなった所で何も変わったりはしません。放っておけば誰もが忘れてしまうというなら、それが彼らの運命でしょう」

「……俺は、消えて欲しくないです」

「どうして？　何もできない彼らを助けて、それで八坂さんに何の利益があるんですか」

「利益と言われると困るんですけど……」

　そう考えると、伝鬼の編纂を始めてから俺に何かの得があったとは言えない。むしろ増えた食費が少ない生活費を圧迫しているぐらいだ。

　しかし、それが何だと言うんだ。伝鬼が現れてから今まで、民俗学を学ぶ俺にとっては夢のような毎日だったのだ。そりゃ確かに怖こわいことも多いし、ビックリさせられることが沢たく山さんあったし、困らされたことも、迷めい惑わくしたことも何度も何度も────

「八や坂さかさん？」

「あ、いえ。……そうですね、確かに俺おれ、損ばっかりしてる気はしますよ」

　でも、と、続ける。

「でも、好きなんです。怖こわくて、気味悪くて、傍はた迷めい惑わくで、意味がわからない。そんな話がどうにも気になってしょうがないんですよ。そういう性しよう分ぶんなんですかね」

　出会った都市伝でん鬼き達が何だかんだでいい奴やつばかりだったってこともある。少なくともあいつらが困ってるのなら、助けてやりたい。

　でも、そんなのは後付けの理由なのだ。

「誰も消えて欲しくないんです。皆にも忘れて欲しくないんです。そういう噂うわさを伝えようとした人が居たって、伝えられて生まれたものがあったんだって、色んな人に知って欲しいんです。だから、俺はできる範はん囲いで、伝鬼達の力になりたいと思います」

　例えコトリバコが、いつもぼんやりとしていて、でも実はノリの良い奴やつじゃなくても。ベッドの下の斧おの女おんなが、無む駄だにテンションが高くて、周りを元気にしてくれるような奴じゃなくても。同級生だと思っていた舞まい佳かが、ジェット女じゃなかったとしても。ムラサキカガミが、俺が追い詰つめられるたびに優しく手を伸のばしてくれる奴じゃなくても。

　俺はやっぱり、都市伝鬼を編へん纂さんしようと思ったはずだから。

「……本当に強ごう情じようですね、八坂さん」

「それは、俺にとっては褒ほめ言葉ですよ」

　学者志望なんて、意地がないとやってられないのだ。

「でも、それが八坂さんですもんね」

　ふっと息を吐いてつ、やっと美雪さんは微かすかに笑ってくれた。

「何度も勧すすめてもらってたのに、申し訳ないです」

「いえ、諦あきらめたわけではないんですよ？　まだ少しだけ時間はありますから、ちゃんと考えていてください」

「やめてくださいよ……」

　この人もこの人で相当に強情だ。そもそも、なんで都市伝鬼の編纂をやめさせようとするんだろうか。以前はマイナーな都市伝説よりも、比較的メジャーな分野への転向を勧めてくれているんだと思っていたが、どうもそうではないような気がする。

「あの、美雪さん。あなたも伝鬼のことは知ってるんですよね？」

「ええ、勿もち論ろんです」

　当たり前のように頷うなずく美雪さん。どうして、と考える前に、思い浮かべたのはジェット女の舞まい佳かだった。伝鬼のことを知っている同級生。実は彼女は伝鬼だったのだ。

　まさか、美雪みゆきさんも？

「もしかして美雪さんも……伝でん鬼き、なんですか？」

「────っ！」

　口に出した、直後。

　まるで体を引き裂さくような冷風が周囲を駆かけ抜けていった。冷えた体がきしみ、上う手まく動かせない。無言で微笑ほほえんだままに俺を見つめる美雪さんの視線から、押しつぶされるような圧力を感じる。

「どうしました、八や坂さかさん？」

「いや……あの……美雪さん？」

「そんなに焦あせって、変な人ですね」

　言いながら、美雪さんはゆっくりと近づいてくる。それは思わず身を離すには遅く、言葉をかけるには速すぎる、獲え物ものを追い詰つめるような速度。

　腰こしで揃そろえられた髪かみがふわりと揺ゆれるたび、周囲の温度が下がっていく気がする。

「……あら、八坂さん、襟えりが曲がっていますよ」

　俺おれが限界を感じるほんの少し手前の距きよ離りで、美雪さんはそんなことを言った。そしてそのまま俺の首元へと腕うでを伸のばして来る。

　でも襟が曲がっているなんて、そんな筈はずがない。出かける前にサキが直してくれたんだ。

　そもそも俺にそこまでするような間あいだ柄がらじゃないだろう、美雪さんは。

「駄だ目めですよ、しっかりしないと。だらしがないのはいけませんから」

　白く細い指が、ゆらりと襟えり元もとに向かってくる。そして指先が俺の肌はだに触ふれた、瞬しゆん間かん。

「ぐっ……み、美雪さん、これ……」

　人間の指だとは思えない程に堅かたい感かん触しよく。凍こおり付くように冷たい指先が首筋を撫なでると、触れられた場所から感覚が失われていった。

　俺の肌を引き裂さくように撫で、美雪さんが囁ささやく。

「全く、私が伝鬼、ですか？　言うにこと欠いて、何をおっしゃるんですか、あなたは」

「……ご……ごめ……謝るから……」

「…………」

「ぐ、つぅ……」

　ぐっと強く触れたのを最後に、美雪さんは俺の喉のどから手を離した。ふらつくままに膝ひざをついた俺を、彼女の腕がそっと支えてくれる。しかしそれすらも、恐おそろしく冷たく感じるのだ。

「安あ部べ君に摑つかまれた時に襟が曲がったんでしょう。じゃれ合うのならお気をつけて」

「は、はい……気をつけます……」

「いいんですよ」

　俺は今、何をされたんだ？

　伝でん鬼きじゃないと美雪みゆきさんは言ったが、だからといって人間だとも思えない。

　いつも優しく穏おだやかな、まるで太陽のような人だと思っていた。そんな美雪さんが俺おれに冷たい視線を向けている。

　いや、視線だけじゃない。俺に向けられた、明確な敵意すら感じる。

「伝鬼に肩かた入いれしても、何も良いことはありません。少しは考え直す気になりましたか？」

「美雪さん……」

　突つき刺さすような言葉と、敵意のこもった視線。

　怯おびえる俺を少しの間睨にらみ、美雪さんはふっと踵きびすを返した。

　でも、どうしてだろうか。俺には美雪さんの瞳ひとみが少しだけ揺ゆれているように見えたのだ。

「あ……み、美雪さん、ちょっと待って！」

「っ……なんでしょうか？」

　歩き去ろうとした美雪さんに、俺は思わず声をかけていた。

　普通は無視するだろうに、素直に止まってしまう所が彼女らしい。やっぱり美雪さんは美雪さんだ。そう思いたい。

　背を向けたままの彼女に頭を下げる。

「ケーキ、ありがとうございました」

「……え？」

「一つい日たちにもらったケーキです。美う味まかったし、嬉うれしかったです。本当に、凄すごく」

「……………………」

　まさか、また怒おこらせたのか。そう考えるぐらいの時間を空あけて、美雪さんは言った。

「八や坂さかさん」

「は、はい」

「やっぱりあなたが伝鬼の編へん纂さんなんて、絶対に駄だ目めです。私は認めませんから」

　苛いら立だっているような、怒っているような。もしかしたら、悔くやしがっているような。

　そんな声色こわねで言い残して、美雪さんは去って行った。

「…………何だったんだ、今の……」

　首筋は凍とう傷しようになったように痺しびれ、触ふれると半ば凍こおりついた状態だった。ゆっくりと歩く彼女の後姿に底知れない何かを感じて、俺は思わず身み震ぶるいした。

　色々と怖こわい目にはあってきたが、こうして痛い思いをするのは初めてだ。正直言って、美雪さんが怖くてたまらない。しかし同時に、俺に何かを求める彼女の言葉と、微かすかに揺ゆれる瞳が頭から離れない。

「どうしたもんかな……」

　呟つぶやいてゆっくりと立ち上がると同時に、

「────先せん輩ぱい？」

　ぽんと、背後から肩かたが叩たたかれた。

「なぁぁぁっ!?」

「わっ、ど、どうしました？」

「…………あれ、舞まい佳か？」

「えっと、はい。お疲れ様です」

　反射的に振り払はらって向き直ると、そこにはポニーテールを揺ゆらした、何となく不ふ機き嫌げんそうな舞佳の姿があった。一いつ瞬しゆんほっとしかけて気がつく。そうだ、こいつも伝でん鬼きなんだ。

「ど、どうした？　お前も俺おれを驚かすのか？　今ので既すでにちょっとビックリしたから、今日きようの所はそれで満足できないか？　やっぱり駄だ目めか？」

「いえ、そんな用事じゃないですけど。……っていうより、普通に声をかけただけで驚かないでくださいよ。知り合いにそれは、ちょっとどうかと思いますよ」

「しょうがないだろ、今日も怪かい奇き現象の直後なんだよ……」

「あれ。なんでそんな所にしゃがみ込んでたのかと思ったら、誰か出たんですか？」

「出たというか、何というか……」

　ある意味ずっと前から知り合いだった訳で、出たというのも違和感がある。

　気が抜けてため息を吐いたつ俺に、舞佳は首を傾かしげて言った。

「おかしいですねー。学校の知り合いには、先せん輩ぱいが慣れるまで大人おとなしくするように頼んでおいたんですけど」

「お前、そんなことしてくれてたのか？」

「やりたくはなかったんですけど。あんまり先輩が情けないから、仕方なくです」

「……いやまあ、うん……ありがとう。意外と顔が広いんだな、お前」

　助かる。凄すごく助かる。でも表立って大喜びするのは編へん纂さん者として凄くまずい気がする。その上、気を使われていたのが正直情けなくて、もう曖あい昧まいに笑うしかない。

　そんな俺の微びみ妙ような反応に、舞佳は苦笑して答えた。

「まあ、意味なかったみたいですけどねー。何が出たんですか？」

「何かはわからないけど……言うなれば、美雪さん、だな」

「……ああ。犬いぬ飼かいの、あの人ですか」

　そう言って舞佳は訳知り顔で頷うなずいた。知ってるのか。

「美雪さんって、何なんだ？　あの人も伝鬼なのか？」

「んー……先輩、もしかしてそれを本人に聞いたりしました？」

「ああ、違うって言ってたけど…………づっ!?　何すんだ！」

　ローで蹴けられた。かなり痛い。舞佳の脚きやく力りよくを考えればまさか本気ではないだろうが、痛いものは痛い。

「割と本気で駄だ目め人間ですよね、先輩って」

「蹴けられた上にののしられるのか……」

　そこまで悪いことをしたつもりはないんだが。

　抗議の視線を送ってみたが、舞まい佳かの方は意にも介かいさず、

「もうわかってるとは思いますけど、気をつけてくださいよ。私は知りませんからね」

　呆あきれ顔で、でも少しだけ気き遣づかわしげに、そう言った。

「ああ……悪いな」

　頭を下げた俺おれに、はいはい、と適当に返し、舞佳も帰って行った。

　別に伊だ達てや酔すい狂きようで民俗学に取り組んでるわけじゃない。何となくわかってる。予想はできてるんだ。

　でも、だけどさ。

「早く帰ってきてくださいよ、教授……」

　ちょっと泣き言ごとを言うぐらいは、許されても良いと思うんだ。










　その夜も伝でん鬼き達は俺の部屋に居着いていた。見た目は麗うるわしいが、中身を考えれば化け物屋や敷しきだ。勿もち論ろん俺にとっては望む所なんだが。

「そういえば、ちょっと聞きたいんだけどな」

「む、どうした、出雲いずも？」

　真しん剣けんな顔でテレビを見つめていたサキが振り向く。古風な喋しやべり口の割に、こういう現代人っぽい物がとにかく好きらしい。

「あのさ、都市伝鬼と他ほかの怪かい奇きって、何が違うんだ？　例えば前に言ってた妖よう怪かいとかさ。ちゃんと聞けなかったから、教えて欲しいんだ」

「ふむ、その話か」

　俺おれの問いに頷うなずき、サキは言う。

「それほど大きな差があるわけではないんじゃ。一番の差異を考えるなら、それこそ呼び名、という話になろう」

「呼び名？」

「うむ。妖怪は、妖怪と呼ばれているから、妖怪なんじゃ」

「……それだけなのか？　もっとこう、何かないのか？」

「何かと言われてものう。遙はるか昔か、それとも少しだけ昔か。編へん纂さんをした人間が、彼らを妖怪と呼んだ。それが故ゆえに、妖怪は妖怪なんじゃよ」

「つまり、俺がサキを妖怪だと書けば、サキも妖怪なのか？」

「妖怪ムラサキカガミ。こう聞いて、何か違和感があるかのう？」

「…………」

　言われてみると、何もおかしいとは思わなかった。

「同様に、都市伝説ムラサキカガミと言われても気にはならぬじゃろう。その程度の差じゃ」

「へえ……そんなもんなのか」

「でもねー、それだけでもないんだよねー」

　納得した俺おれに、ベド子がどこかしょんぼりと言った。

「これぞ妖よう怪かいだって決めた人がいて、編へん纂さんした人がいるっていうのは、やっぱり違うんだよ。積んできた歴史と、人間への浸しん透とう度ど。それにね、妖怪なら、人間に怖こわがられたりとか、恐おそれられたりとか、そういう感情も力に変えられるの。もうね、パワーは段違い。だからなめられてるのかな、伝でん鬼きって」

「……なんか、そういうのが普通って気がするぞ。もしかしてお前らが弱すぎるんじゃ──」

「コトリちゃん、出雲いずも君が呪のろって欲しいってー！」

「よーし、お前らも色んな人に伝えてやるからな、いつか妖怪って呼ばれるかもしれないぞ！」

「…………たたなく、する？」

「すんな！　……ああ、そうだ。思い出した」

　たたなくされるのは困るが、コトリには頼みたい仕事があったのだ。

「例の力は使っちゃ駄だ目めだけど、驚かしてもいい奴やつなら見つけてきたぞ。俺の同級生だ」

「…………？」

　きょとんと首をひねったコトリに、俺は今回の任務を伝えた。

　最初は無表情で聞いていたコトリだったが、思いっきり驚かせてこいと指示すると、目を輝かせて頷うなずいた。

「…………いってきます」

　コトリは、ちょっとそこまで、とでも言いそうな気軽さで出かけて行った。

　よし、これで被害者が増ふえる。こっちは散さん々ざんに驚かされたんだ、精せい々ぜい怖がると良い。

「安あ部べ、お前も道連れだ……」

「何か情けないことを言ってはおらぬか？」

　そんなことはない。伝鬼の恐ろしさを伝えて、俺の気も晴れる。一いつ石せき二にち鳥ようの良案なのだ。

　大満足の俺に呆あきれていたサキが、ふと、眉まゆをひそめて言った。

「それよりも出雲いずも。何な故ぜ、唐とう突とつに他ほかの怪かい奇きのことを気にしたのじゃ？　妾わらわが離れた後に、何かあったのではなかろうな？」

「……いや、それは……」

　言葉に詰つまる。

　理由なんて決まっているが、それをサキに伝えるのはどうにも気が進まなかった。

「……別に、何もなかったよ。気にしてるわけじゃなくてさ、伝鬼の編纂をする上で知ってて損はないかなって思っただけだ。それに妖よう怪かいも嫌きらいじゃないしな」

「…………それならば良い。しかし、何かあればすぐに言うのじゃぞ。妾わらわは微びり力よくじゃが、いつでも出雲いずもの力になる」

「ん、さんきゅ」

　サキはそう言ってくれるだろうと思っていた。だからこそ、言いたくないのだ。




　数分後。

「…………みっしょん、こんぷりーと」

「よし、よくやったぞ、コトリ！」

　何だかんだで素直な彼女は無事に任務を完かん遂すいしてくれたようだ。

　案の定、すぐに携帯が鳴りはじめる。相手はやはり安あ部べだが、出てやらない。明日あしたの学校で盛大に慌あわてるがいい。

「うー、あたしも行きたかったなー。グシャってしたかったなー」

「それは禁止だって言ったろうが」

　グシャっとやりそうだからベド子は選ばなかったのだが、結果は大正解だったらしい。

「時間はあるんじゃから、こうして地道に伝でん鬼きを伝えていくのも良いかもしれんのう。出雲よ、機会があれば妾のことも伝えてもらえぬか？」

「いや、サキはちょっと年ねん齢れいの制限が厳しい……悪い」

「…………そうか」

　サキはしょんぼりと湯ゆ飲のみに視線を移した。

　だってしょうがないじゃないか。ムラサキカガミなんだし。

　いつかサキがしてくれたように背を撫なでてやると、少しこちらに体重を預けてきた。甘あまいサキの匂においが強く感じられる、不思議と安心する香りだ。

「…………がんばったのは、わたし」

「……コトリ、撫でて欲しいのか？」

　こくこくと頷うなずくコトリをもう一方の手で撫でてやる。柔やわらかい和服の感かん触しよくが心地良い。

　まさに両手に花なのだが、いかんせん両方に酷ひどい毒があるのが困りものだ。

「ねー出雲いずも君、あたしはー？」

「お前はその斧おのを捨てたら考えてやる」

　えー、と言ってベド子は右手に握にぎった斧を掲かかげた。

　微かすかに光を放つと同時に、片刃の斧が不ぶ気き味みに歪ゆがみはじめる。斧は粘ねん土どのようにぐにゃぐにゃと形を変えながら縮み、最終的には小さな包ほう丁ちようが形作られた。

「これぐらいならギリギリ許容範はん囲いじゃない？」

「許容できねえよ！　ってか怖こええよ！」

　包ほう丁ちようを持った女の背中を撫なでるとか、完全に修しゆ羅ら場ばそのものだ。ある意味で都市伝説とすら言えそうな程の恐きよ怖うふ体験だが、全力で遠えん慮りよしたい。

　しかしそうか。斧おの女おんなの得え物ものは斧だったり包丁だったりと色々だから武器も体の一部な訳か。

「……待てよ。なら、例えばこうしてみたらどうだ？」

「ほえ？」

　ふと思いつくことがあった。手帳を取り出し、『ベッドの下の斧女』の項目を開く。

　そしてシャープペンで文字を書き込む。内容は簡単だ。

「ベド子は斧を手から離すことができた、と。ほら、ここにこう書いてやればそれが反映されるんじゃないか？」

「……うーん」

　修正された手帳を見せてやると、ベド子は悩みこむように眉まゆをひそめた。

「確かに書いてあるけど……変わった気がしないなー」

「でもこれに書いた以上はそれがベド子の正しい姿だろ？」

「──出雲、流石さすがの編へん纂さん原書もそこまで都つ合ごうよくはできておらぬ」

　顔を見合わせた俺おれ達に、苦笑したサキが言った。

　湯ゆ飲のみを置き、何やら得意げに指を立て、ムラサキカガミが語り始める。

「よいか、出雲いずもが編纂者足りえているのは、正しく認められ、本人に自覚があり、相応ふさわしい行動を取っているが故なのじゃ。そのどれかを破れば編纂者とは言えぬし、結果も伴わぬ」

「……つまり？」

　何となく続きを促うながして欲しそうなサキに合いの手を入れてやる。

「うむ、つまり、じゃ」

　俺の言葉に大きく頷うなずいたサキが何とも可愛かわいらしい。

「編纂者として確認しておらぬ事こと柄がらを書き込んだ所で、伝でん鬼きの存在に反映はされないということなのじゃ。伝鬼個人に愛称を与える程度なら効果もあろうが、斧女の斧のように重要な本質を歪ゆがめる場合に噓うそは通じぬ」

「へえ……そういうもんか」

「サキちゃん詳くわしいねえ。あたしは全然知らなかったよ」

　見ると斧女の項目から斧を消せるという文章が勝手に消え去っていた。

　俺は斧を手放せないベド子を確認したというのに、手帳には全くの逆を書いた。それは編纂結果として認められない訳か。

「じゃあ……こういうのもダメなのか？　『ベド子はいつも頭の後ろが痒かゆそうにしている』と」

　手帳の最後の一枚、何も書いていないページに適当に書き込んでやる。

「あはは、そんなの意味ないって言ってたじゃん。そもそも、痒いとかそういう生理現象が伝鬼の私に起こる訳が……訳が……」

「……ベ、ベド子？」

　言葉を発しながらどんどんと表情を歪ゆがめていくベド子。初日に襲おそい掛かってきたあの時のように壮そう絶ぜつな形ぎよう相そうで、ついには叫さけび声を上げた。

「かーゆーいー！」

　ぼりぼりと乙女おとめにあってはならない勢いで後頭部を搔かき毟むしるベド子。

「効いてんじゃねえかよ……」

「まあ多少の悪いた戯ずらぐらいならのう。……な、なんじゃ出雲いずも、そんな目をして……」

「『サキは歯の嚙かみ合わせが気になって落ち着かない様子だった』と」

「なっ、そんな陰いん険けんな嫌いやがらせを……むぐ、妾わらわは普段どこに奥歯を置いておった？　前歯はいつもどの程度閉めておったのだ……お、落ち着かぬっ！」

　口をもごもごとするサキ。そして我われ関かんせずと茶をすすっていたコトリも。

「『コトリは長い髪かみが寝ね癖ぐせで大きく跳はねていた』」

「…………！」

　コトリの黒髪がびよんびよんと跳ねていく。ぐしゃぐしゃになった自分の頭に手をあてて、コトリが恨うらめしげな視線を向けてきた。いや、面白いなこれ。
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　もう少し書いてやるかとペンを向けた所で、手帳の文字が薄うつすらと輝き始めた。

「むむむむむ、ふんっ！」

「ていっ！」

「うわっ……何だこれ、粉……？」

　サキとベド子の気合を入れた掛け声と共に、文字が黒い粉と化して紙の上から飛び散った。

「ちょっとした情報なら出雲いずもの独断で入れることもできるがの、その程度なら逆にこちらから拒きよ否ひもできる訳じゃ。そう簡単にいくと思うでないぞ」

「ああ、びっくりした。やめてよねー、変な嫌いやがらせするの」

「ちょっと面白くなってさ。悪い悪い」

　そりゃまあ、そんなものか。別に問題はない。しっかり自分の目で確認すれば必要な情報は書けるのだろうし。

　こういう体験は初めてなのだろう、不ふ機き嫌げんながらもどこか楽しげな二人に謝り、黒こく鉛えんの粉を払はらった。

「…………たのしい」

　ついでに、グシャグシャの髪かみもそれはそれで気に入ったらしいコトリの文章も消してやる。

　我が家は今日きようも平和なのであった。







　勿もち論ろん、翌日も平和だとは限らないのだけれど。

「聞け出雲いずも、本当に出たのだ、コトリバコが！　おかしな箱を渡されて血が噴ふき出して、中を見れば凄すさまじくグロくてそしてたたなくなった！　あれが出雲が言っていた、伝でん鬼きという奴やつなのだろう！」

「あ、ああ……そうか、出たか」

　教室に入るや否や、安あ部べは勢いよくまくし立ててきた。しかし聞き間違いか、最後に禁止事項が混じっていた気がする。本人に聞くのはプライドを傷つけるかもしれないし、帰ったらコトリを問い詰つめておこう。あいつ、それだけは駄だ目めだって言っておいたのに。

「凄すごい心しん霊れい現象だったろ、大だい丈じよ夫うぶだったか？」

「ああ、問題はない。正直に言えば恐おそろしくはあったのだが……化け物相手にこう言うのもおかしいかもしれんが、温おん厚こうで優しそうな少女だったのだ」

「……へえ」

　安部の奴、わかってるじゃないか。コトリはああ見えて、とても良い子なのだ。というか都市伝鬼というのは大抵が気の良い奴らだと思う。同時に、駄だ目めな奴らでもある。

「人間の知らない恐ろしい存在ってのは居るもんだよな。いやあ、怖こわい怖い──」

　と、いい形でまとめようとした俺おれの話を遮さえぎり、

「それより何より、滅め茶ちや苦く茶ちやに美しかったのだ！」

　安あ部べは燃える瞳ひとみで言った。

「…………ああ、えっと……そうか、可愛かわいかったか」

「ああ、あんなに魅みり力よく的な女は見たことがない！　まさに人じん外がいの美。女などビッチしか居ないと思っていたが、目から鱗うろこが落ちた。こいつにならいっそ殺されたいとすら思ったな」

「……それはやめとけ、無理だから」

　残念ながらコトリに人間を殺す力はないのだ。もう少し待ってやって欲しい。

「でもお前、怒おこってないのか？　変な話聞かされて怖こわい目にあったのに」

「怒るはずがないだろう、あの少女と知り合いになれたのだぞ！」

「知り合い……か？」

　コトリには安部の名前すら教えていない。何とも一方通行である。

　しかし怒っている安部を想像していただけにこの反応は何とも予想外だった。

　勢いに押される俺おれにさらに詰つめ寄り、安部は言う。

「いいか出雲いずも、大事な話だ。よく聞けよ」

「え……あ、ああ」

　安部は正面から俺の目を見つめ、まるで異界の呪じゆ文もんでも唱えるかのように言い放った。

「出雲、この世界には俺のことをお兄にいちゃんと呼んでくれて朝は毎日起こしてくれるし料理も作ってくれる可愛くてスタイルの良い美少女な伝でん鬼きが居るらしいぞ！」

「…………は？」

　完全に思考が止まった。

　こいつは、何を言っているんだろうか。

「すまん、俺にはお前が何を考えてるのかさっぱりわからない」

「何を言っているのだ。出雲が言ったのだろう、人に伝えられることで存在する伝鬼という名の鬼おにが居ると」

「……それが、どうしてさっきの話に繫つながるんだ？」

「わからん奴やつだな」

　やれやれと肩かたをすくめ、安部は続ける。

「こういう伝鬼が居ると他人に伝えておけば、実際にそういう鬼が生まれてまた俺の所に来てくれるかもしれないだろうが」

「…………お前、凄すごいこと考えるな」

　まさかの発想だった。

　伝える内容を操そう作さすることで伝鬼の存在を操あやつる。そりゃ、できるなら素す晴ばらしいだろうが。

「いやお前、そんなの居るわけないだろ」

「いる！　たった今伝えただろう、伝えた以上は存在する！」

「…………」

　俺おれの調べた限り、そんな馬鹿みたいな都市伝説はなかった。しかし俺の手帳に書いていないからといって存在しないとも言いきれない。

　言いきれないのだが。

「……いや、やっぱそれはないだろう」

　編へん纂さん者の俺の権限で決める。

　そんなの居ない。

　むしろ居なくていい。

「そんなことはない！　絶対に居る！　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで大金持ちで俺をずっと養ってくれる美女の伝でん鬼きが絶対に存在する！」

「さっきと内容が違うじゃねえか！」

　もう滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

　と、怒ど鳴なりあっていた俺達の元に、涼すずやかな空気が流れてきた。

「……八や坂さかさん、安あ部べ君」

「む、犬いぬ飼かい委員長か」

「ど、どうしたんですか、美雪みゆきさん？」

　いつの間にかそばに来ていた美雪さん。昨日きのうの今日きようで少し怖こわい気持ちもある。怖こわ々ごわと見つめる俺の前で小さく微笑ほほえみ、彼女は口を開いた。

「もうすぐホームルームですから、静かにしていましょう」

「申し訳ありませんでした」

「……ごめんなさい」

「はい、ありがとうございます」

　綺麗きれいな笑みを浮かべたまま美雪さんは去っていった。

　美人で面倒見も良く、誰にでも公平な頼れる美雪さんなのだが──時々、笑顔で怖いのだ。

　でもそんなものは、昨日と比べれば可愛かわいらしいで済む話だ。どこまでも冷たく、恐おそろしい程に冷え切ったあの瞳ひとみ。思い出しても身み震ぶるいする。

　あれは何だったのか。気のせいだとは思わない。想像がつかないとも言わない。

　でも、全すべてを知りたいとも思わない。俺にはもう一度彼女に尋たずねる勇気がなかった。

　あなたは何者なんですか、と。

「いささかやりすぎたか……」

　ビッチだなんだと言うくせに、実際に女を目の前にすると弱気なのが安部だった。

　さすがに気落ちした様子で、しかししつこく続ける。

「いつも後ろにぴったり寄り添って耳元で優しい言葉を囁ささやく美女の伝鬼が、絶対に居ると思うのだが……」

「だから、また変わってるっての……」

　こいつはまだ馬鹿なことを言っている。

　悪いた戯ずら心ごころでコトリに驚かせてもらったのは失敗だったかもしれない。

　全く。いくら俺おれに伝えてみた所で、そんな伝でん鬼きは絶対に居るわけがないというのに。










「居るわけっ、ないとっ、思ったんだけどっ、なっ」

「だからもういい加減諦あきらめて振り向きなさいよ。さっきから散々あんたの後ろに居るって言ってんじゃん」

「うるさいっ、誰がっ、振り向いてっ、やるかっ」

　必死に自転車を漕こぐ俺の後ろ、ぴったりと寄り添って囁ささやき続ける女の伝鬼。美人かどうかはわからないが、安あ部べに伝えられた通りだった。




　始まりはほんの十分ほど前の事だ。

　何事もなく授業が終わり、本日も放課後がやって来た。

　犬いぬ飼かい教授は相変わらず不在のまま。諦あきらめてバイト先へ向かうべく自転車にまたがった所で、携帯電話がりんりんと鳴り出したのだ。

　発信者番号は非通知だった。誰ともわからぬ相手だが、仕事先かもしれない。ともあれ、と応答した所、聞こえた台詞せりふがこれだった。

『私、メリーって言うんだけどー。今あんたの学校の近くに来てんのよねー』

「…………ええと、事情はわかった。悪いんだけど今からバイトだから……」

　俺の言葉を最後まで聞くことなく、ぷつりと電話は切れた。

『メリーさん』

　もはや手帳を確認するまでもない。間違いなくトップクラスに名の知れた都市伝説だろう。

　見知らぬ相手からの電話を取ると、相手はメリーと名乗り、今どこそこに居るのだと話す。訳もわからぬ内に電話が切れて数分後、またも電話が鳴り出す。出ると相手は再びメリーさん。彼女の言う場所は、先程よりも幾いく分ぶんか近づいて来ていた。

　そして何度も電話は鳴る。そのたびにメリーさんは近くへとやってくる。

　あなたの家が見えた。あなたの家の前。あなたの家の階段の下。

　階段の踊おどり場。階段の上。あなたの部屋の前。

　そして────まあ、言うまでもないだろう。

　こんな都市伝説にまで遭そう遇ぐうしたのかと思えばなかなか感かん慨がい深くもあるのだが、困った事にこれからアルバイトだ。我が家に居い候そうろうが増えている以上、絶対に仕事は抜けられない。

　溜ため息いきをついて携帯電話の電源を切り、自転車をコンビニへと走らせた。

　申し訳ないが、電源を入れた後にもう一度最初からお願いしよう。そんな風に思っていたのだが────残念ながらメリーさんともあろうものがその程度で済ませられる伝でん鬼きであるはずがなかった。

　それから数分後、懐ふところの電話は当然のように呼び出し音を奏かなでたのだ。

『聞こえてんでしょー、メリーよ。さっきまであんたが居た駐ちゆう輪りん場じようについたからー』

「ちょ、電源切ってんだぞ!?」

　しかも勝手にハンズフリーである。さすがはメリーさん、多少の無理などものともしない。

　考えれば電話線を抜いたからメリーさんから逃げられるかと言えば、そんな訳がないのだ。我ながら何とも甘あまい考えだった。

「これはちょっとまずいな……どうすりゃいいんだ」

　メリーさんはムラサキカガミと同様に、被害者の死という形でオチがつく都市伝説だ。

　つまり最終的に『あの台詞せりふ』を聞いた俺おれが止とどめを刺さされれば、一応は満足して心しん霊れい現象を終わらせてくれると思う。

　ただそこで問題になるのは、相手がかの有名なメリーさんだということだ。

　世界に広がる知名度を備えた斧おの女おんなであるベド子。彼女には一応人を殺せるぐらいの力があるらしい。そして同じかそれ以上に名が知れているのがメリーさんだ。間違いなく俺なんて一ひと捻ひねりだろう。まさか本気で殺されはしないと思うのだが、気を失うぐらいは十分過ぎる程にありえる。むしろその程度を覚かく悟ごせずにメリーさんと相対するのは余りにも失礼だ。

　しかし、それでは困るのだ。

　何せ気絶すると仕事に出られなくなってしまうのだから。

『私ー、メリーだけど。坂の下に着いた所だからもうすぐ追いつくー』

「くそ、テンポ早いな……」

　こちらは店に繫つながる坂を上り始めて数十メートルといった所だ。メリーさんはすぐそばに居るということになる。

　こうなったら細かいことは後にして仕事場に向かうしかない。今日きようは舞まい佳かと同じ仕事時間だったはずだ。顔が広いらしいし、情けないが、説得を手伝ってもらおう。同じ伝鬼に労働の大切さを説かれれば多少は考こう慮りよしてくれるかもしれない。

『メリーだけど、あんたの背中見えたわよ。もう着くから準備しといてねー』

「準備って何をしろってんだよ……っつか、何かノリの軽いメリーさんだな、こいつ」

『そんなのどーでもいいでしょうが。んじゃすぐそっちに行くから』

「返事しやがった！　こいつメリーさんの癖くせに返事しやがったぞ！」

　被害者の質問に普通に答えるなど、メリーさんとしては完全に掟おきて破やぶりである。この自由度、まさに偉大なる都市伝鬼だ。全く尊敬する気分にはなれないが。

　とにかく急ぐ。滲にじみ始めた汗あせを拭ぬぐい、自転車のペダルに力を込めて坂を登っていく。

「編へん纂さんって本を書く仕事だろうが、なんで体力勝負なんだよ、ったく……」

　言いながらも、漕こぐ漕ぐ漕ぐ。

　もうすぐ半分だ、という所で再び携帯が鳴り始めた。

　そして、直後。

「のぐあっ……重っ……」

「私、メリーさん──」

　背後に人の気配と重み。

　何度も聞いた女の声。しかし先程までとは違い、囁ささやき声が複雑に重なり合って響いて来る。恐おそろしく甘あまく、信じられない程に深く脳の奥へと染しみ込むその声は、もう電話越しではない。

　追いつかれた。

　もうすぐで店だというのに、間に合わなかった。

　後は振り向かされるまでの時間だ。その間に辿たどり着ければ何とかなるかもしれない。そう思って脚あしを動かすのだが、二人分の加重で自転車のペダルが恐ろしく硬かたいのだ。

「──今、あなたの後ろに…………って、ちょっと待ちなさいよ！」

「ぐが……首っ、何で首を絞しめるんだよっ！」

　メリーさんの声から芝居しばいがかったエコーが消えると共に、背後から伸のびた白い腕うでが力強く首を絞め上げてきた。

　どうやらメリーさんは荷台に乗ったらしく、二人乗りの形でしっかりと俺おれに密着している。背中には恐ろしく柔やわらかい感かん触しよくがはっきりと伝わってくる。こんな状況でなければまさに極ごく楽らくだったに違いないが、余りの苦しさにそれどころではない。くそ、勿もつ体たいない。

「重いって言った？　あんた今、重いって言ったでしょう？　女の子に重いとか、普通言う？　ちょっと聞いてんの？　何とか言いなさいよ」

「んな、そりゃいきなり後ろに乗ってきたら重いに決まってんだがぐあああああ」

　メリーさんの腕にさらなる力がこもる。

　それは絞めるどころの騒さわぎではない。いっそ折ろうとする意思さえ感じられる、洒落しやれでは済まない本気の痛み。

「ぐ……死ぬ、マジで死ぬから……お前メリーさんだろ、こんな殺し方でいいのか……？」

「良かないけど、女に重いなんて言うあんたが悪いんでしょーが。ほら、さっさと落ちなさい」

「……や、やめないと……メリーは重かったって、絶対に書いてやるからな……」

「…………いい度胸してるわねー、あんた」

　呆あきれたような声と共に、するりと喉のどから手が離れた。

　新鮮な空気を求めて肺が痙けい攣れんしかけるのを必死に抑おさえ込む。

　恐きよ怖うふとは別の意味で心臓が荒々しく脈打っていた。

「がはっ、はあ、はあ……危ねえ、マジで気絶する所だった」

「しときなさいよ。そんで轢ひかれなさいよ」

　流石さすがはメリーさんだ。殺す気満々である。

　正直すぐにも倒れ込みたいぐらいだったが、男の意地でペダルを漕こぐ。そしてこちらは女の意地だろうか、荷台の重量が先程よりも随ずい分ぶんと軽く感じられた。

「これで重くはないでしょ。……言っとくけどね、伝でん鬼きの重さなんて誰も伝えないんだから、どれも適当なのよ。さっきの重さは、単なる成人女性の平均体重。あんたは全すべての女性に喧嘩けんか売ったんだから、海よりも深く反省して死になさい」

「あ……そうなのか。そりゃ悪いな、謝る。気づかいが足りなかった」

　確かにメリーさんが重いとか軽いとか、そんなことを誰も伝えたりしないだろう。伝えないのだから、俺おれが確認して編へん纂さんしない限りは重さなんて決まらない。

　逆に言えば俺が重いと認識した以上、このままなら編纂結果に反映できる訳で──

「私には重さなんてない。理解したわね？　感じたわね？」

「……理解した。決して重いと書いたりはしない」

　──そりゃ、絞しめるのもやめてくれるか。編纂やっててよかった。

「よろしい。……さて、と」

　小さく呟つぶやき、荷台の伝鬼がもぞもぞと体勢を整え始めた。

　背後の様子はわからないが、衣擦きぬずれの音とかすかに見える衣服の端はし々ばしで何となく察しはつく。髪かみを丁てい寧ねいに直し、荷台に跨またがっていた足を閉じて、揃そろえて座る形に変えたようだ。視界の端ではロングスカートを脚あしの下に引き込むのが見えている。

　不安定な中で服装を丁寧に繕つくろったらしいメリーさんは、最終的に改めて俺の背に身を預け、耳元へ唇くちびるを寄せた。都市伝鬼の持つ魔まし性ようの声が俺の耳を撫なでる。それは蕩とろけるほどの甘あまさをこめた、しかしどこまでも冷たい囁ささやき声。




「私、メリーさん。今、あなたの後ろにいるの」




　いや、そんな事を改めて言われても。

「んなことはわかってるよ！　わざわざ時間かけて仕切りなおすな！」

「そりゃまあ、そうだけどさあ。ちょっとぐらい乗ってくれてもいいじゃないのよ」

　不満げに言うメリーさんには悪いが、とてもじゃないが乗ってはやれない。全くそんな状況ではないのだ。

　店までは残り数百メートル。辿たどり着くか説得するか、とにかく止とどめを刺さすのは後回しにしてもらわないと俺の財さい布ふが困る。

「と、とりあえず話を聞いてくれ。俺だってメリーさんなんて名の知れた都市伝鬼を相手にするなら、しっかり心構えをして待ちたいんだ。自転車を漕こいでる所で後ろに乗ってきたメリーさんなんて締しまらないだろ？　夜にまた電話かけてきてくれよ。朝まで気絶するぐらいは覚かく悟ごして、一人で出迎えるからさ」

　んー？　と不思議そうに首を捻ひねり、メリーさん。

「あー、心構えとか別にどうでもいいって。私あんまりそういうの気にしない方だから、本の方は好きに書きなさいよ」

「気にしないなら出てくんなよ！　わざわざ姿見せなくてもお前はちゃんと書くから！」

　心底からどうでもよさそうなメリーさんを思わず怒ど鳴なりつけてしまった。

　しかし彼女の方は面倒くさそうな様子を崩くずさない。

「うっさいわね、文句ならあんたの知り合いに言いなさいよ。あいつがわざわざ伝え直したから、一応こっちも顔出したのよ」

「やっぱり安あ部べが原因かよ……」

　伝でん鬼きにとって伝えられるというのは呼ばれることに近い意味があるのだろうか。メリーさん程の大物も、編へん纂さん者に呼ばれれば一応は来てくれるらしい。凄すごいな編纂者。

　凄いけど、全然嬉うれしくねえ！

「ほら、さっさと振り向きなさい。あんたの後ろにいるわよー。メリーさんが居るわよー」

「後にしてくれって言ってるだろ！　絶対に振りむかないからな！」

　大体そんな具合で、俺は『後ろにぴったり寄り添って、耳元で優しい言葉を囁ささやいてくれる美人なお姉ねえさんの伝鬼』を連れて必死に坂を登る羽は目めになったのだった。










「やっと着いた……着いた……」

「んー、もう満足したのー？」

「満足って何だよ……。仕事場だ、仕事場」

　幸いにもメリーさんは本当に色々なことがどうでもいいらしかった。俺が振り向かないのもただ面倒だという程度で、力尽ずくで何とかする様子はない。

　首をしめてくる程に怒おこらせた自分が、ある意味で驚きだ。

「満足したんだったらこっち向いてくんない？　メリーさん、ずーっとあんたの後ろに居るんだけど？」

「だからな、働かないと生活が……」

「……先せん輩ぱい、何やってるんです？」

　コンビニ裏うら手て、従業員スペースに自転車を止めた俺に声がかけられた。

　そう、待ち望んだ相手。頼れるかどうかは正直微びみ妙ような彼女こそ、俺の希望。

「助かった、ジェット女！」

　ジェット女にして同級生で同どう僚りよう。飛ひ田だ舞まい佳か。

「そりゃジェット女ですけど……えっと、何で私にすがり付いてくるんです？」

「見りゃわかるだろ。後ろのこいつだよこいつ、メリーさんがな──」

「なんかさー、このままあたしに引っ付かれていたいって言って振り向いてくんなくて。参まいってんのよねー」

「違ええええええっ！　何を平然と大おお噓うそ吐ついてんだお前！」

　言われてみると後ろから抱だきつかれたままだ。端はたから見れば引っ付いた状態かもしれない。しかし都市伝でん鬼き『メリーさん』は相手にべったり張り付く必要など全くないのだ。どう考えても自分で動くのが面倒くさいから背中に乗っているだけだ。

「……先せん輩ぱい、脅きよう迫はくでもしたんですか？　そういうのはどうかと思いますよ」

「何でそこで信じてんだよ舞佳！　クソ、この野や郎ろう…………あっ、やべっ」

　余りの展開に、反射的に振り落とし、面と向かって突つっ込んでしまった。そのつもりはなかったのに正面からメリーさんと目を合わせてしまう。

「ふふふふふ……」

　薄うすく笑う女性の姿。

　長く波打つ金きん髪ぱつと真っ白な肌はだ、鮮あざやかな蒼あお色の瞳ひとみ。

　細い体を包む白いドレスは何十にもフリルを重ねられたデザインで、どこか見覚えがあるようであり、初めて見るようでもあった。

　日に本ほん人じんではありえないその姿はメリーさんという名前に由ゆ来らいするのだろう。

　両手を後ろに回して小さく体を揺ゆらし、メリーさんは俺おれの顔を覗のぞき込むように体を傾け──

「ったく、ようやく私を────」

　──溶とけ去るように、その姿を消した。

「あ……れ？　メリーさん？」

「おい、お前ら何やってんだ。さっさと準備しろ」

「店長……？」

　困こん惑わくする俺にかけられた声は、バックヤードに繫つながる扉とびらからだった。

　この店の経営者である店長。五十代半ばで脱だつサラし、ここなら勝てると見込んで大学の近くに店を出した、平ひら泉いずみ大学のＯＢである。

「ってもまだ時間前だけどな。まあ早めに入っとけ、今日きようは納のう品ひん多いぞ」

「えー。私納品嫌きらいなんですよねー」

「お前が居ればすぐに終わんだろ。こっちはお前が入る日に予定入れてんだぞ、給料分頑がん張ばれ」

「うわあ……店長酷ひどいですよ」

　店長は結構良い人なのだが、店の売り上げが良いが故ゆえにあまり顔を見せないのが困る。こうして出てきた日も大して店の仕事は手伝わない。今日も溜たまった事務仕事を片付けに来ていただけだろう。

　それはともかく、聞いておきたいことがあった。

「あの、店長。ちょっと聞いていいですかね」

「ん？　なんだ八や坂さか。来週のシフトか？」

「いえ、あの……『メリーさん』って知ってます？」

「常連に異人さんはいなかったと思うけどな。有名人か？」

「……ありがとうございます。謎なぞが解けました」

「よくわかんねえけど、さっさとしろ」

　首を捻ひねって戻っていく店長。なるほど、あの人に助けられたわけだ。

　伝えられていない人間の前では存在できない。伝でん鬼き共通の制限からはメリーさんも逃げられられないということか。

「はーい。ほら、行きましょう先せん輩ぱい」

「ああ、そうだな」

　ともあれ仕事ができるならそれに越したことはない。働かざるもの食うべからずだ。

　できる事なら都市伝鬼と戯たわむれて本を書けば暮らしていける身分になりたいのだが……そんな夢が叶かなうまでは伝鬼側にも多少の我が慢まんはしてもらおうと思う。










「……暇ひまですねえ」

「だなあ」

　店長は適当に仕事をこなすとさっさと帰り、客も雑誌を立ち読みしていた最後の一人が出て行った所だ。

　夕方のラッシュも過ぎた半はん端ぱな時間、何とも暇である。

　細こま々ごまとした仕事は舞まい佳かがほとんど片付けてしまった。もう隠かくす必要がない、どころか積極的に見せ付けたいらしく、ジェット女の能力を遺い憾かんなく発揮してくれたのだ。

「それで先輩、編へん纂さんの方は順調なんですか？」

「お前も見てただろ。今日きようも一人来た所だよ。……それから、メリーさんには本当に何もしてないぞ？」

「そうは見えませんでしたけどねー。あんなにべたーってくっついて」

　つんと横を向いて、拗すねたように言う舞佳。何キャラだよ。らしくないことこの上ない。

「どんな反応だよ、それ……」

「ええまあ、冗じよう談だんなんですけどね」

　そう言ってくるりと振り向く。ポニーテールが大きく揺ゆれた。

「大分余よ裕ゆうが出てきたみたいなんで、加減してくれてる皆にも本気を出してもらって良いんじゃないかとは思いましたけど」

「やめてくれ、死ぬ」

「…………死なないとは言い切れないのが先せん輩ぱいですね」

　舞まい佳かはこれ見よがしに溜ため息いきを吐ついた。こいつがいなかったら俺おれの日常は今以上に心しん霊れい現象まみれなのかと思うと、これぐらいなら怒おこる気にもならない。

　いやはや、知り合いに顔の広い伝でん鬼きが居て良かった──

「──そういやお前、伝鬼なんだよな」

「今いま更さらどうしたんですか。ジェット女をもう忘れたんなら、またやりましょうか？」

「二度とやらないでくれ！　……いや、ただ、さ」

　そうか、そうだよな、こいつは都市伝鬼だ。

　つまり、人間じゃないんだ。

「…………その」

「…………」

　次の言葉が継つげず、口ごもってしまう。

　俺は、友達が人間じゃないという事実にようやく理解が及んだのだ。

　それは理り屈くつだけはわかっていたこと。でも、ちゃんと理解してはいなかったこと。

　そして多分、俺は彼女に聞くべきなんだろう。

「…………あのな、舞佳、ちょっと聞きたいことがあるんだ」

「……はい。何ですか？」

　舞佳の表情が一いつ瞬しゆんで真しん剣けんなものに変わる。

　明らかに何かを覚かく悟ごしたその瞳ひとみに──俺の口は意図したものとは違う言葉を告げていた。

「ジェットババアの項目名の話なんだけどさ」

「……？　は、はい」

「ジェットババアもしくはジェット女、って書くか、ジェット女もしくはジェットババアって書くか、どっちが良いかと思って……」

「ジェット女を頭にお願いします！」

「……おっけい、ジェット女を先にな」

　意気込んで言った後に、舞佳は小さく息を吐いはた。

　言うまでもなく、本当に聞きたいことは別にある。

　伝鬼なのにどうして人間のような生活をしているのか、一体いつから伝鬼なのか、むしろ本当に伝鬼なのか──舞佳は人間ではないのかを、尋たずねたかった。

　それは舞佳も察していたに違いない。察していたからこそ、違って安堵あんどしたのだろう。

　やはり言いにくい事情があるのか。

　聞けば教えてくれるだろう。でもそれは八や坂さか出雲いずもが相手だから話すんじゃなく、都市伝でん鬼きを編へん纂さんしている人間に対する説明でしかない。

　俺おれは舞まい佳かを友人だと思っている。そんな聞き方はしたくなかった。

「聞きたいことって、それだけなんですか？」

「他ほかにもあるけど……今日きようはいいさ」

　こちらを見もせずに言う舞佳に、視線を向けずに言い返す。少しだけ自じち嘲ようするような言い方になっていたと思う。

　知らなければこのままで居られる。そんな甘あまえがあったのは否定できない。自分で自分に幻げん滅めつする僅わずかな時間に、舞佳が小さく笑うのが気配だけ伝わってきた。

「先せん輩ぱいは何ていうか……変な不器用さがありますよね」

「よくわからないけど、とりあえず褒ほめてはいないみたいだな」

「そうでもないです」

　言って、舞佳はこちらに向き直った。

「先輩、今度ちょっと時間を作ってもらえませんか？」

「時間……っていうと」

「色々と話したいことがあるんです。明日あしたにでもどうですか？　放課後に、ちょっと二人で」

「……ああ。わかった」

　気き遣づかうつもりで躊躇ためらって、やっぱりそんなの全部バレていたらしい。

　結局は舞佳の方から言われてしまって、もうどこまでも情けない限りだ。

　なのに、どうしてだろうか。絶対に冷たい言葉を向けられると思っていたのに、舞佳からは照れたような温かみしか感じられない。

　焼け付くほどに赤いその顔色は、恥はずかしそうで、でもどこか嬉うれしそうで。

　こんな舞佳の表情は一度も見た見覚えがない。

　微びみ妙ように逸そらし合いながら互たがいの視線を絡からませること数十秒。

　あからさまな程に意識しあった沈ちん黙もくに、良い意味でも悪い意味でも耐えられず、俺は口を開いていた。

「それにしても舞佳からデートの誘さそいがあるなんてな。俺にもやっと春が来たか」

「先輩は……全くもう」

　混まぜ返そうとした俺の台詞せりふに、呆あきれたように肩かたをすくめた舞佳。それを見てようやくいつもの空気に戻れるかと思った俺を嘲あざ笑わらうように、

「前にも言ったじゃないですか。私にだって、そういう気分の時ぐらいあります」

　彼女はあっさりと頷うなずいた。

「え……あ、ああ、そっか。そりゃタイミングが良かったな」

「全然、良くないです！　出雲先輩って、本当にわざとやってるんじゃないかと思うぐらいに女心を逆さか撫なでしますよねー」

「そ、そこまでか……？」

「割と本気です」

　確かに本気の割合が含まれた舞まい佳かの言葉に、こちらもそれなりに本気でへこんだ。そりゃ慣れてるとは言わないけど、俺おれはそんなにも悪いことを言ったのか？

「まあ、いいです」

　駄だ目めな亭てい主しゆに、それでも愛想あいそを尽つかさない鬼おに嫁よめのように、舞佳は微笑ほほえんだ。

「これでも先せん輩ぱいのそういう所は、結構嫌きらいじゃないんですよ」

　割と本気で、です。

　確かに微笑ほほえみ、舞佳はそう言った。







「絶対忘れないでくださいよー。そこまでやったら流石さすがの私でも愛想が尽きますからね」

「わかってるっての。本当に信用ないんだな、俺おれ」

「ないですね、全然」

　そう言って、舞佳は悪意なく笑った。

　そして初めて連れん絡らく先さきを交換し、早上がりの彼女は帰っていった。

　一人レジに立ち、舞佳の姿を思い出す。偽いつわりなく、はっきりとした好意を浮かべたあの笑顔。

　こんなにもはっきりとした形で女の子と縁えんができたのは初めてだ。それはとても嬉うれしいことの筈はずなのに、不思議な後ろめたさを感じてしまう。

　店内の小さな洗い場に据すえられた鏡に視線を送るが、そこには当然何も映ってはいない。

　誰も居ない店内で、俺は一人立ち尽くしていた。

　そう、一人。

　俺は今一人きりだ。

　瞬しゆん間かん的に背筋を嫌いやな予感が走った。しかしそれは余りにも遅い。

「私、メリーさん。今も、あなたの後ろに居るの……」

「……め、メリーさん……まだ居たのか？」

「当たり前でしょうが。一度電話をかけた相手はちゃんとトドメを刺さすまで追いかけるわよ。あんたが下へ手た糞くそな口く説どき方してる間もずーっと見てたんだから」

「お前の仕事は覗のぞきかよ……」

　いい加減に逃げていても仕方がない。一度見ているのだから向こうも遠えん慮りよはしないだろう。溜ため息いきを吐きつ、俺は素直に背後を振り向いた。

　消える直前と同様に、ドレスを着た女性がそこに居た。

「んー、仕事ってのはこっちの方だけどねー」

　言葉と共に背中に回っていたメリーさんの腕うでが正面に向けられた。

　その腕には、どのように背中に隠かくしていたのだろうか、恐おそろしく巨きよ大だいな鎌かまが握にぎられていた。

　鈍い光を放つ大鎌は、なるほど俺おれの首ぐらいなら一ひと薙なぎで切り飛ばしてしまうだろう。

「物ぶつ騒そうだな……でも流石さすがに状況は察しがついてるだろ。仕事中に襲おそわれると色々困るんだよ。もうちょっと後にしてくれないか？」

「……いや、なんでビビんないのよ。結構迫力あるでしょ、これ」

「そりゃ確かに怖こわいけど、これだけ色々と話した後で今いま更さらちょっと凄すごまれてもそんなに怖くないって言うかな……」

「な、それはあんたが──」

　言いかけて、メリーさんはその姿を消した。見れば客が一人入って来たところだった。メリーさんが消えたということは、彼は若いのに有名な都市伝説も知らないのか。全く、嘆かわしい。ご来店、本当にありがとう。

「ありがとうございましたー」

　タバコを一箱買い、ものの数十秒で客は去っていった。店内はまた俺一人に戻り、やはり背後に気配を感じる。

　しかしその気配からはもう完全に覇は気きが失われていた。

「……私、メリーさん。今もあなたの後ろに居るんだけどー、別にどーでもいいよねー」

「いや、悪い……」

　大おお鎌がまの先せん端たんでいじけたように床ゆかを突つつくメリーさんをなだめた結果、意図せぬ残業が発生したのだった。
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「という訳で、また今度メリーさんから連れん絡らくが来る。あの面倒くさがりやのメリーさんだから大分後の話になるだろうけど……その時はしっかり怖こわがってやらなきゃな」

「本当の恐おそろしさを体験せずに編へん纂さんするのは問題じゃからのう」

「っていうかメリーさんを無視した挙あげ句くにへこませるって、結構凄すごいと思うんだけど……」

「…………めりー、かわいそう」

　俺おれだって悪いとは思ってるんだ、悪いとは。別の状況だったら間違いなく死ぬほど怖がっていた筈はずなんだよ。そもそも、昼間から電話をかけて、たった十分でやってくるメリーさんってのもどうなんだって話だし。

　──まあ、それはともかくである。

「で、そのジェット女の舞まい佳かなんだけどさ。普通に学校に来てるしバイトもやってるんだよ。ジェット女なんて間違いなく知らない感じの人間が居ても姿が消えてないし、でも本人は伝でん鬼きを名乗ってるんだ。どういうことだ？」

　どうせ明あ日すにその話をするのだ。本人に聞くべきことなのかもしれない。しかし、もしも驚いてしまうような重く深い理由があったとしたら、それこそまずいのだ。

　あの聡さとい舞佳は俺がショックを受けたことに間違いなく気がつくだろう。そしてあいつは平気そうな顔をして、やっぱり驚きますよね、とか言うに決まっているのだ。

　そんなことはさせたくない。

　そう覚かく悟ごを決めて尋たずねた俺に、サキの答えは恐おそろしく簡単だった。

「まあ、そういうのもおるじゃろ」

「……え、そんな程度なのか？」

　だって伝鬼のルールとか全部破ってるじゃないか。

　いいのかそれ、簡単に受け入れちゃっていいのか。

「人間と添そい遂とげた妖よう怪かいの伝説に事こと欠かかぬように、人と共に生きる伝鬼も少なからず存在しておる。……と言っても、存在が軽い都市伝鬼じゃからのう。日常的に人と暮らすのは簡単ではない。そのジェット女の場合じゃと、恐らくは人間と伝鬼の子なのが理由じゃな」

「人と伝鬼の子供……？」

　そんなのあるのか、とコトリとベド子に視線を向ける。

「…………」ふるふる。

「…………」ぶんぶん。

「……なんか二人とも知らねーって顔してるぞ」

「これでも最古の都市伝でん鬼きの一角じゃ、知識の量なら負けぬ。天使、悪あく魔ま、妖よう怪かい。あらゆる化け物に人と子をなす伝説があるように、伝鬼もまたそういうことはある。ジェット女などという伝鬼は本来存在せぬゆえ、恐おそらくはジェットババアと人間の男から生まれたんじゃろう」

　珍めずらしく先せん輩ぱい面づらをして、得意げな口くち調ようで言うサキ。

　確かにムラサキカガミは古い都市伝説だ。コトリやベド子よりは知識が豊富なのも頷うなずける。

　しかし、ジェットババアと人間の子供って……。

「ジェットババアに惚ほれ込んで追いかけて、挙あげ句く口く説どき落とした人間の男が居たってのか？」

「ま、まあ人間は時に底知れぬからのう……」

　しっかり子供まで作っているのだから、その男の方がよっぽど都市伝説にふさわしいと思う。

　いやはや、世界は広い。何とも妙みようなことで人間の奥深さを感じさせられてしまった。

「ジェット女が生まれた段階では、人間の要素が混じってジェット娘むすめ辺りだったんじゃろうな。そこから育ってジェット女になり、いずれはジェットババアとして正しよう真しん正しよう銘めいの伝鬼へと変わる」

「今は混じった状態なのか？」

「うむ。伝鬼としては半はん端ぱに不自由な状態で、人間としてはいずれ化け物に変わる体じゃ。妾わらわには想像しかできぬが、いささか辛つらい立場かもしれんの。支えてやるがよい、出雲いずも」

「……ああ、ありがと」

　会ったこともない相手だというのに、サキは我が事のように痛ましげに言った。

　何な故ぜだろうか。そのことに不思議な苛いら立だちがあった。

　サキが優しいのはいつものことで、それは俺も好ましく思っていた筈はずなのに。『こういう話』でもいつも通りにしか見えないサキに、何となく腹が立ってくる。

「……なんだこれ、くそっ」

「大だい丈じよ夫うぶじゃ。完全に伝鬼になったとて、その間の半端な状態から大きく変わるわけではない。出雲のことを忘れることもなく、お主ぬしと結ばれたのであればその事も忘れはせぬ」

「っ、そんな話じゃねえよ！」

「────！」

　何も悪くはないサキを何な故ぜか怒ど鳴なりつけていた。

　目を見開いたサキが一いつ瞬しゆんだけ浮かべた傷ついた表情が酷ひどく胸に残る。何をやってるんだ俺は。

「あ……悪い。そんなつもりじゃ……」

「気にするでない。大事な相手のことじゃ。感情的にならぬ方が人としては良くないからのう」

「っ！　…………」

　悟さとったようなサキの言い方がとんでもなく気に入らない。これ以上サキを見ているともっと酷い言葉を投げつけてしまいそうで、俺は目をそらしていた。

「…………」

「…………」

　舞まい佳かと話していた時とは違う、気分の悪い沈ちん黙もく。

　サキとの間にこんな空気ができたのは初めてだ。

「…………いずも」

「ん、何だよ」

　と、後ろから服の袖そでを引かれた。

　見れば何な故ぜかコトリとベド子が瞳ひとみを好こう奇き心しんで輝かせている。

「ね、出雲いずも君がそのジェット女とずっと仲良くするんなら、いつか教えて欲しいんだけど」

「……教えて欲しいって、何を？」

「うん、一体何歳さいでジェット女をやめてジェットババアを名乗るようになるのか！」

「…………おんなのこころが、おれるとき」

「揃そろって趣味悪いこと気にしてんじゃねえ！」

　思わず普段通りに突つっ込んでしまっていた。

「まあ、要するに伝でん鬼きと結ばれることもできる、ということじゃ。いずれは完全なる伝鬼と化すじゃろうが、都市伝鬼が大好きな出雲には大した問題ではなかろう」

　いつもの空気に戻そうとしてくれているのだろう、苦笑して言うサキ。その言葉には何の悪意もないのに、やはり苛いら立だって仕方がない。

　何だよ、その他人事ひとごとみたいな言い方は。俺おれが好きなものの枠わくから、サキ自身は外れてるとでも言いたいのか。

「あっ！」

　そんな時、ぽんと手を叩たたき、ベド子が目を輝かせた。

「考えたこともなかったんだけど、あたしが人間の男の子を捕つかまえてくるのもアリなの？」

「どうじゃろうな。潰つぶさずに耐えられるならそれも良いのではないか？」

「うっ……それはちょっと、自信ない……」

　右手の斧おのをゆらゆらと、ベド子。

　そりゃベッドの下の斧女である。人間の部屋で二人っきりになった時点で存在意義的にもう襲おそうしかないだろう。自分でも抑おさえようがない筈はずだ。

「お互たがいの為ためにやめとけよ。惚ほれた男をグシャっとやったら、お前本人も相当傷つくだろ」

「そうだね……あたしに恋は無理かなあ」

「…………」

　しょんぼりと言って俯うつむくベド子を、よしよしとコトリが撫なでる。コトリは男に興味なんてないんだろうな、存在の由ゆ来らいは『間引かれた子供』だし。

「妖よう怪かいであれば、人間と共に過ごす可能性も大きく含まれておるじゃろう。しかし伝鬼の場合は本質に逆さからわぬ範はん囲いでなければ難しいかもしれぬな」

「ジェットババアは目が離せなくなるだけだから平気だったわけか。一度生き残った後にどうなるかも決まってないし。……待てよ、なら物理的にベド子に負けなくて、何度でも撃げき退たいできる男が相手ならチャンスが……」

「そんな暴力的な関係は絶対にやだー！」

「まずお前が暴力的なんだからしょうがねえだろ！」

　やだやだと斧おのを振るうベド子は、迷めい惑わくなぐらいに暴力的だった。

「…………いずも」

　くいくいと、再び袖そでが引かれる。見ると、コトリが不思議な期待を込めた瞳ひとみで俺おれを見上げていた。

「…………いずもは？」

「何だコトリ、俺がどうした？」

　ふるふると首を振り、コトリは俺とベド子を交こう互ごに指さす。

「…………いずもは、つぶせない」

「それだ！　出雲君いずもなら平気！」

　コトリの言葉を聞き、ベド子が瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせた。

「え……俺？」

「そう！　出雲君を捕つかまえれば良いんだ！」

　確かにベド子は綺麗きれいと言える顔立ちをしているし、ラフな薄うす手での服装からはスタイルの良さも一目で伝わる。性格も悪いとは言わない。例え人間じゃなくても十分に、むしろある意味俺にとっては人間じゃないからこそ、魅みり力よく的ではある。

　──だが、しかし。

「お断りだ！」

「うっわ……即そく答とうで振られた」

「とりあえずその斧を捨てて出直して来い。そしたらかなり積極的に考えてやる」

「この斧も私の一部なんだもん……捨てられないもん……」

　うねうねと斧の形を変えながら努力を始めるベド子。頑がん張ばれるものなら頑張ってもらいたい。　俺だって惜おしくない訳じゃないのだ。

　でもそうだな、もしもできるのならベド子よりも、俺は────




「……え？」

　俺は、ベド子よりも、何だ？

　俺は今何を考えた？

　ベド子よりも。コトリよりも。

　それは多分、舞まい佳かよりも。

　俺おれは、俺は────




「―───ああ、なんだ。そういうことか」

「出雲いずも？　その、こう言っては悪いが……大だい丈じよ夫うぶかの？」

　さっきから様子のおかしい俺を心配してくれているのだろう、恐おそる恐る尋たずねてきたサキを、俺はようやく素直に見ることが出来た。

　その気き遣づかいの視線が嬉うれしい。優しい瞳ひとみに目を合わせて、俺は笑って見せた。

「……いや、ちょっと色んなことに納得したんだ。気にすんな。後、手間かけたな、二人も」

　不思議そうに首を傾かしげるサキ。そしてベド子とコトリは少し得意げに微笑ほほえんで頷うなずいた。

　簡単な、それでいてとんでもなく情けない話だった。

　要するに俺は、サキに嫉妬しつとして欲しかったのだ。そんな誰とも知れぬ伝でん鬼きに出雲は渡さぬ──なんて、そんなことをサキが言う訳がないのに。それでも俺は言って欲しかったのだ。

　もしかしたら舞佳の奴やつもわかってたのかもしれない。だから今まで色気のある素振りなんてたいして見せてなかった癖くせに、急にあんな態度で。

　そりゃそうだろう、すぐそばの鏡に本命が居る男なんて誰よりも安全に決まってる。

　ベド子もコトリも、大して興味もないだろう話題にわざわざ乗っかって、俺にわからせようと────って、何で俺本人より周りの方が理解してんだよ。

「出雲君はわかりやすいからねえ」

「…………みたまま」

「そーかよ……」

　口に出すまでもないか。そりゃ重ちよう畳じよう。

「んじゃ恥はじかきついでに、今後も頼むよ」

「…………がんばって」

「任せなさいって。あっちの方は全然わかってないみたいだしねー」

「……妾わらわか？」

　きょとんとこちらを見ているサキに、俺は苦笑するしかなかった。

　何なんだこの子は。滅め茶ちや苦く茶ちやガードが緩ゆるい癖くせに、本人は全然そっちの自覚がない。面倒なのか面倒じゃないのか、それすらさっぱりわからない。

　だからもう、こうして俺から努力していくしかないのだ。

「なあサキ、良かったら明日あしたも起こしてくれないか？　勿もち論ろんサキの都合が悪くなければだけど」

「悪い都合などなにもないわ。そうじゃな。出雲の寝起きはいささか不安じゃ。妾が起こしてやるゆえ、ゆっくりと休んでいるが良い」

　やっぱり頼られたことが嬉うれしいらしく、サキは大きく頷うなずいた。

　そして俺おれは、そんな風に嬉うれしそうなサキを見るのが楽しい。気づいてみると、それはとても簡単な話だった。

「ならばそうじゃな、最初から隣となりで寝ていればよかろう。妾わらわは伝でん鬼きじゃ、絶対に寝ね坊ぼうなどせぬ。時間通りに、すぐに起こしてやろう」

「……ああ、うん、是ぜ非ひそれで頼む」

　とりあえず否いなの返事があるわけもなく、素直に頷うなずいた俺なのだが──これは、どうすればいいんだろう。サキはきっとベッドで寝たいだけなのだろうが、俺はそうもいかないのだ。

　サキは今け朝さぐらいのスキンシップなら別に怒おこりはしないようだ。しかし当然だが、俺の行動を歓迎していたわけでもなかった。その上俺の気持ちも今朝とは違っていて、それはつまり我が慢まんする自信がないということで、それでもサキに隣に居て欲しいのも確かで───―

「…………いずも」

「んー？」

　加熱されすぎて茹ゆで上がった思考の中、ぼんやりと返事をした俺に、コトリはとても単純な解決策を示した。

「…………たたなく、する？」

「………………いや、とりあえずはいい。とりあえずは」

「…………いつでも、よんで」

「ありがとうな、コトリ」

　そして、その日の夜。

　俺は真夜中にコトリバコを揺ゆらし、望んで呪のろいを受けることになった。

　しかしよくない事ばかりではなかった。欲望が失われた身で、それでも彼女が愛いとしく思えたことは俺にとって確かな自信になったのだ。

　それは優しいコトリの贈おくる、とてもとても優しい呪いだった。










　ベッドの下からじっと見つめてくる視線を無視し、時折揺れるコトリバコを視界から外して今日きようもサキと二人で朝食をとった。手の込んだ料理ではなかったが一つ一つ丁てい寧ねいに作られたそれはどうにも彼女らしくて、少なくとも俺には幸せな味だった。

「じゃあ行ってくる。今日きようは舞まい佳かと約束があるから遅くなるかもしれないけど……」

「聞いておる。楽しんでくるが良い」

「ああ、悪いな」

「それでは気をつけてな、出雲いずも。何かあればいつでも呼ぶが良いぞ」

　何か新しん婚こん夫婦の会話のようだと都合の良いことを思いながら、俺は部屋を出た。

　しかしサキは心配性だな。ただ学校に行くだけで、気をつけることなんて何もないのに。

　この時俺おれは、確かにそう思っていた。




　教室に入ってとりあえずしたことは、安あ部べの後頭部に一発入れることだった。

「ぬぐあっ、朝から何をする、出雲いずも！」

「あのな安部、お前のせいでマジで出やがったんだぞ、伝でん鬼きが」

「な、何だと！　どの伝鬼だ！　毎日嫌いやというほど世話を焼いてくれるメイドの伝鬼か!?」

「いや、それは初めて聞いたけど」

　似たようなのは既すでに居るが、とサキを思い浮かべる。

「後ろから囁ささやく女って奴やつだ。しつこく追い回されたぞ」

「く……何な故ぜ貴様にだけ……妬ねたましいな」

　何やら物ぶつ騒そうに拳こぶしを握にぎり締しめた安部の肩かたを叩たたき、恐おそらくは相当に疲れた声色こわねで、俺は言った。

「首どころか胴どう体たいまでぶった切れそうな大おお鎌がま持った女だったけど、名前ぐらいは聞いておくか？　お前の所にも来るかもしれないぞ」

「それは……何と言うか、すまない」

「まあ、いいってことだ」

　未だに怖こわいものは怖いのだが、いい加減慣れてきている。溜ため息いきを吐つく程度で済む話だ。

「八や坂さかさん、少しいいでしょうか」

「……美雪みゆきさん？」

　ふと冷えた空気が流れてくるのを感じると同時に、背後から美雪さんが声をかけてきた。

　いつも通りの笑顔に、気のせいではない、恐ろしく冷たい瞳ひとみ。

「申し訳ないのですが、少しお話があるんです。こちらにお願いします」

「犬いぬ飼かい委員長、話と言ってもすぐに入学式が始まるぞ。もう体育館に──」

「安部君には関係ありません。さあ八坂さん、来てください」

　有無を言わせぬ冷れい徹てつな言葉。息を呑のんで固まった安部を尻しり目めに、美雪さんは俺を強ごう引いんに引っ張っていく。教室を出て、廊ろう下かを進み、階段を上る。

「どこまで行くんですか、美雪さん。話ぐらいならどこでも……」

「……そうですね、ここで構いません」

　普段は使われない特別教室が並ぶ一角。美雪さんは俺を奥まった廊下の隅すみへ押し込んだ。

「さて、それではお話なんですけれど」

　まるで逃げ場を奪うばうように正面に立った彼女が、ゆっくりと俺との距きよ離りを詰つめる。

　恐ろしく冷たい空気と共に、大きな壁が迫ってくるような錯さつ覚かく。身動きが取れない。

　同時に気がつく。この場所は、見える範はん囲いに鏡に代わるようなものが何もない──。

「昨日きのうのお話なんですが、私も少し勝手が過ぎたと思い直したんです。だから是ぜ非ひ、八坂さんと色んなお話がしたいと思いまして」

「……そんなことなら、幾いくらでもお話ししますが」

「あら、本当に？　嬉うれしいですわ」

　微笑ほほえんだ犬いぬ飼かい美雪みゆきが、ついに俺おれの間近にまで迫った。

　吹き付ける冷えた空気には氷すら混じり、肌はだの露ろし出ゆつした部分がどんどん冷えていく。

　いや、それどころではない。すぐに冷感を超え、鈍にぶい痛みすらも感じ始めた。

　これはやっぱりそうなのか。目の前の彼女は、一いつ緒しよに学んできた美雪さんは──

「なら放課後にゆっくりお話ししましょう？　例えば今日きよう、八や坂さかさんの家で」

「今日……今日は……」

　脳のう裏りをよぎったのは、照れたように微笑ほほえむ舞まい佳かの姿。一いつ瞬しゆんだけ心に灯ともった火をかき消すように、美雪さんの手が俺の頰ほおに触ふれた。

「どうしても今日がいいんです。こんなにお願いしても、駄だ目めなのでしょうか」

「冷た……い、痛い……美雪さん……」

「いいでしょう八坂さん？　ほら、頷うなずいて。ね？」

　頰に添そえられた美雪さんの手に全く力は入っていないのだが、そこに籠こめられた冷気が恐おそろしい痛みを与えてくる。体の重要な機関がどんどん冷えていくおぞましい感かん触しよく。

　俺は知らぬ間に、何度も何度も、大きく頷いていた。

「良かった。ありがとうございます、八坂さん。それじゃあ今日は一緒に帰りましょう。絶対、約束ですよ」

「ぐっ……はい、わかった、わかりましたから……」

　ようやく美雪さんが俺から離れてくれた。全身が凍こおりついたように硬かたい。いや、もしかしたら本当に凍り付いているんじゃないか。そんな風にすら思う。

「じゃあ八坂さん、また後で。約束を忘れないでくださいね」

　あっさりと身を翻ひるがえして去っていく美雪さん。ちくしょう、何のつもりだ──なんて聞くまでもない。上うわっ面つらだけの言葉よりも、彼女の瞳ひとみが何よりも雄弁に語っていた。

　間違いなく危険が迫っている。俺の身に。そして恐らく、それだけでは済まないだろう。

「……くそ、しょうがないな」

　とにかく舞佳に予定変更を伝えなければならない。震ふるえる腕うでで取り出した携帯が、丁ちよ度うどメールの着信音を奏かなでた。有名なクラシックのメロディーは、美雪さんが使っていたお気に入り。俺も合わせて、教授と美雪さんからの連絡音に使っていた。

「教授から……？」

　送信者は犬飼教授。内容は極々簡潔なものだった。

『連れん絡らくもなく出張に出てすまない。色々と手間取って遅くなったけど、明あ日すにはそちらに戻れそうだ。だから出雲いずも君、それまで────』

「『────何とか頑がん張ばってくれ』……わかりましたよ、教授。頑張ってみます。だから戻ったら、事情は全部聞かせてもらいますからね」

　冷え切った体を強ごう引いんに動かし、俺おれは歩き出した。

　やらなければならないことがある。守らなければならないものがある。

　たとえどれだけ冷たい風が吹いたところで、研究者の燃える心は決して凍こおりはしないのだ。

　ついでに言えば、男のハートってのもそういうものなんだと思う。

　残念ながら俺は何の力もない普通の人間で、できることなんてほとんどないのだが。

「よし……誰も居ないし、大だい丈じよ夫うぶだな」

　最も寄よりのトイレへと向かい、自分しか映っていない鏡に語りかける。

「サキ、聞こえてるんだろ。……頼む、手を貸してくれ」

　誰かに見られていたら正気を疑われるような行動だろう。しかし俺は彼女から返事が返ってくることを欠片かけらも疑っていなかった。

「──うむ、よかろう」

　そう、こんな風に、だ。










　本当なら鬱うつ陶とうしいほど長く感じられるだろう他人の入学式が、まるで一いつ瞬しゆんで終わってしまったように思う。主な原因は、式の間中ずっと感じ続けた冷たい視線だ。それが誰のものかなんて、考えるまでもない。

　放課後、俺おれは美雪みゆきさんの後について校門を出た。

「では行きましょうか。八や坂さかさんは坂の下のアパートに住んでいるんでしたよね」

「ええ、そうですけど……。でも一人暮らしの男の部屋に行ったら、教授が怒おこりませんか？」

「あら、怖こわい。何かされてしまうんでしょうか」

　白しら々じらしく言う美雪さんに肩かたをすくめ、俺は自転車を押した。後ろに彼女を乗せる気になどなれない。凍こおりついて転げ落ちるのが精せい々ぜいだろうし、できる限り時間を稼かせぎたい。

　新入生を勧かん誘ゆうする騒さわがしい声が遠ざかっていく。そのまま日常からも遠ざかっていくような感覚に気を引き締しめた。

「こう言うと意外かもしれませんが、私、八坂さんのことは気に入っているんですよ」

「へえ、それは光栄ですけど……どういう意味で？」

　美雪さんと話をしながらも、俺はあちこちへ視線を巡めぐらせる。

　道に据すえられたカーブミラーや停車した自動車のミラー、光を反射する商店の窓ガラスにも。視界に入るあちこちの反射物に何度も見える、あるはずのない影。

　大丈夫だ、今も居てくれている。

「そうですね、信心深いところが、でしょうか」

「言っちゃ悪いですけど、俺おれは神様とか信じてませんでしたよ」

「でしょうね。でも八や坂さかさんはある筈はずのないものを、確かに存在しないと理解しながら、それでも畏い敬けいの念を捨てていません。そういう人間はとても好感が持てるんです」

「そんなものですか……」

　そういう人間、ね。

　元よりそれほど長い道のりでもない。すぐにアパートへと帰り着いた。駐ちゆう車しや場じように停とめられた車のミラーに映ったサキが頷うなずくのを確認し、俺は美雪みゆきさんを部屋へと招いた。

「お邪じや魔まします。……あら、意外と片付いているんですね」

「世話好きな子がよく顔を出すんで、助かってます」

「ふふ……頼れる彼女さんですね」

「そんな良いもんじゃないですよ。じゃあお茶を淹いれますから、ちょっと座って――ぐっ」

　台所に向かおうとした俺の腕うでを、美雪さんの白い指が摑つかんだ。触ふれ合った部分から凍りつくように感覚が失われ、骨の軋きしむ感かん触しよくだけが伝わってくる。

「結構ですから、お気き遣づかいなく」

「……客に何も出さない訳にはいかないですから」

「私、温かい飲み物って苦手なんです。本当に申し訳ないですが……」

「…………なら、いいですけど」

　俺の腕から指を離し、美雪さんはテーブルの前に置かれた座ざ布ぶ団とんに腰こしを下ろした。部屋の入り口側に座られてしまったせいで、俺は自然と奥に座る形になる。

「それで、都市伝説の話です。私もお父とう様から色々と聞いてはいるんですが、余り知識があるとは言えなくて。八坂さんに教えて頂こうと思ったんです」

　普段通りにふわふわと微笑ほほえむ美雪さん。しかしその気配はいつもの彼女とは明らかに違う。

「なら資料があるので、一いつ緒しよに見ましょうか。とりあえず教授から借りてる本がお勧すすめですけど……」

「そんな物に興味はありません。八坂さん、あなたの資料を見せて頂けませんか」

　美雪さんの瞳ひとみが俺を射る。

「俺の資料って……」

　反射的に鞄かばんを抑おさえていた。中にあるのはいつも持ち歩いている、伝でん鬼きの手帳。

　そんな俺に微笑ほほえみ、美雪さんは言う。

「ええ、それです。見せて頂けませんか」

「…………」

　隠かくしているのも逆に危険に思われ、俺は手帳を取り出した。ただの分厚い手帳だった筈はずが、今は触ふれるとはっきりわかるぐらいの熱を放っていた。理り屈くつはわからない。しかし、まるで手帳に記しるされた多くの伝でん鬼きが危機を伝えてくれているような、そんな熱さ。

「確かに俺おれの知ってることは全部これに書いてあります。でも俺の資料なんて他ほかの本に書いてあることを纏まとめただけですから、大おお本もとの本を読んだ方が参考になりますよ？」

「……ごめんなさい、私は勉強をしたい訳ではないんです。むしろその逆でしょうか」

　視線を向けて確認する。片付いた部屋の中、簞笥たんすの上には小さな小箱があり、むりやり移動させた形けい跡せきのあるベッドは美雪さんの真横に位置している。庭に面した大きな窓はカーテンが閉められているが、ガラス戸は開いている。そしてテーブルの上には──。

「さあ、その手帳を貸してください。大だい丈じよ夫うぶです、少し見せて頂くだけですので」

　柔やわらかい微笑ほほえみを浮かべ、美雪さんがゆっくりと手を伸のばしてくる。離れようにも、気がつけば足が凍こおり付いて動かない。でも、そんなのは予想通りと言えば予想通りだ。

　そう、いつだってそうだった。予想通りで、知っている通りで、それでも怖こわいものは怖い。

「……美雪さん。先にちゃんと謝っておきますよ」

「…………何の話でしょう？」

　手が震ふるえる。足が震える。ついでに言えば声も震えている。これは寒いからか、それとも別の理由か。全く、情けない限りだ。

　でもこれは俺だけにできることなんだ。俺が勝てば、誰も傷つかなくて済む。

　一度歯を食いしばって深呼吸し、言葉を吐はく。

「昨日きのうの話です。これでも一応学者志望なんですけど、やっぱり俺はまだまだ素しろ人うとですよね。伝でん鬼きとごっちゃにして申し訳ありません────妖よう怪かいの、雪ゆき女おんなさん」

　美雪さんの腕うでがぴたりと止まる。しかし彼女が驚いたのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

「……まあ、そうですよね。他ほかならぬあなたですもの、気づいているとは思っていました」

「そもそも隠かくす気もなかったじゃないですか」

「失礼ですね、正体を隠すのは雪女の性質の一つなんですよ？」

　微笑ほほえんだ美雪さんから遠えん慮りよのない冷気が噴ふき出した。いや、ただの冷気じゃない。白い雪を巻き込んだ、これは吹雪ふぶき。美雪さんを中心にして吹雪が吹き荒れているのだ。

　しかし不思議なことに、大した冷たさを感じない。まるで意図的に俺を対象から外しているような、異常な吹雪だった。

「騙だまそうとしたことは謝ります。本当に申し訳ありません、八や坂さかさん」

「簡単に言いますけど……俺が実は美雪さんに片思いをしていて、喜んで家に入れた、とかだったらどうするつもりだったんですか。俺の心は傷つくなんて話じゃ済みませんでしたよ？」

「…………はい？」

　吹雪が弱まる。冷然とした雪女の表情を崩くずし、美雪さんはきょとんと固まった。

「八坂さんって、時々底が知れませんわ。普通、こんな状況で平然と聞くでしょうか」

「いや、確率の低い話じゃないと思いますけど」

　別に怖こわくないわけではない。最近は怪かい奇き現象がよく起きるものだから多少は慣れてきているが、それにしたって彼女は恐おそろしい。この相手は、編へん纂さん者の俺おれに甘あまかった伝でん鬼きとは全く違う。妖よう怪かいである雪ゆき女おんなには手加減をする理由などないのだ。

「わかりました。ちゃんと質問にはお答えします。もしも八や坂さかさんに私を恋れん慕ぼする気持ちがあったのなら…………そうですね。しっかりとお話をして、お友達から始めていました」

「……お友達から、ですか。お断りって訳でもないんですね」

「言ったじゃないですか、八坂さんのことは気に入っているんです。妖怪など存在しないと思いながらも、恐おそれ、敬うやまう気持ちを捨てていない。そういう人間は私たちにとって数少ない力の源なんです。あなたには感謝していますわ」

　再び、美雪さんから強い風が吹き出した。吹き荒れる吹雪は瞬しゆ時んじにその激しさを増し、猛もう吹雪ふぶきへと変化した。周囲が白一色に包み込まれ、すぐそこにいる美雪さんの姿すら覆おおい隠かくしていく。

　力か。確かにこんな規模で力を振るうのはサキやベド子には無理なことだろう。

　なるほど、伝鬼と妖怪にある力の差は歴然。圧倒的だ。

「俺が役に立っていたんなら、光栄です。……その辺りの功績で、何とか見逃してもらうわけにはいきませんか？」

「…………見逃す、ですか」

　言葉と共に、吹き荒れる吹雪ふぶきがゆっくりと収まっていく。雪のベールが消えた先に見えた美み雪ゆきさんの姿は、いつもの制服姿から白一色の和装へと変わっていた。それは紛まぎれもなく、雪ゆき女おんなそのもの。
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「それがあなたの本題ですか？」

「そうです。美雪さんの意図はわかりませんが、話して何とかなることならそれで済ませたい。美雪さんにあんな目を向けられるのは辛つらいですし、伝でん鬼きも守ってやりたいんです」

「…………」

「美雪さんがあんな風に人を傷つけるようなことを望んでるなんて、俺おれには思えません。怖こわい妖怪の振りをして、怒おこったような顔をして、俺を脅おどしてみせて。一体何が望みなんですか？」

　俺は、あくまでもいつもの彼女に問いかけるようにして言った。

　俺は落ち着いていたわけじゃない。開き直ってたわけでもない。ただ雪女と相あい対たいするより、美雪さんと話をする方がずっと勝率がある。そう思っていただけだ。

「少し驚かせすぎたかと思っていたぐらいなんですが……やっぱり、わかりますか？」

「美雪さん、悪人には向いてないですよ」

「雪女としては、一応怖がって欲しいんですよ？」

　一いつ瞬しゆんだけ、いつもの彼女の優しい瞳ひとみが帰ってきた。しかしすぐに雪女の冷れい徹てつな瞳に戻って俺を見つめる。

「お察しの通り、私には八や坂さかさんへ危害を加えるつもりはありません。八坂さんがおっしゃるなら、伝鬼達を傷つけないと約束しても構いません」

「…………そう、ですか。それは良かった」

　傷つけないと、約束する。想像よりずっと重い美雪さんの言葉に一瞬動どう揺ようしてしまった。

　やっぱりそのつもりだったのか。妖よう怪かいと伝鬼の仲が悪いと言っても、まさかここまでとは。あの温おん厚こうな美雪さんがわざわざ争いに来るほど敵対してるっていうのか？

「それで、どうすればいいんですか？」

　恐おそる恐る聞いた俺に、美雪さんは極ごく々ごく簡かん潔けつに答えた。

「簡単な話です。その手帳を捨てて、伝鬼の編へん纂さんをやめると約束してもらえれば、それで」

「──っ、何で、そんなことを……」

「あら、八坂さん。勉強不足ですね」

　呆気あつけにとられた俺を見つめる美雪さん。

　彼女は俺から質問を受けた時にそうするように、上じよ機うき嫌げんな笑みを浮かべて言った。

「都市伝鬼が編纂されて多くの人間に伝えられれば、長い時間の後、いつか新たな妖怪に至るかもしれない。彼らはそれを求めています。でもそれが行われた時に、今存在している妖怪はどうなると思いますか？」

「どうって、仲間が増えるのは良いことなんじゃ……」

「残念ですが、そうではありません」

　言って、美雪みゆきさんは俺おれが抱だいてる手帳を指さす。

「勤勉な八や坂さかさんのことです、多くの都市伝でん鬼きを編へん纂さんし、数多くの妖よう怪かいを生むことでしょう。そうして増えた妖怪達は、最新の妖怪として大きく知れ渡る。あなたの手で、です」

「……悪いことでしょうか？」

「妖怪もまた、伝鬼と変わらないのです。人に知られ、恐おそれられ、敬うやまわれ、憎にくまれ、好かれ、そして伝えられて……人間の心に根ざして存在しています。しかし人間の心の容量は、それほどに大きなものではない」

　ゆらりと立ち上がり、いにしえより伝わる妖怪雪ゆき女おんなは、悲しげに微笑ほほえんだ。

「わかりますか、八坂さん。あなたが伝えた新しい妖怪の分だけ、古い妖怪が人間の心から追い出されるのです。追い出され、忘れられる。ずっとずっと昔に、新しい噂うわさを伝えようとした人が居たのに。伝えられて、生まれたものがあったのに。そのことが、色んな人に忘れられて……そして、消える」

「な……そん、な……」

　人と人との間に伝わる、噂、伝でん承しよう、言い伝え。そういったものが消える。そこから生まれたものがいなくなる。それが嫌いやだから、俺は都市伝説を編纂しようって思ったんだ。

　でも、それが原因で消えるものがあるっていうのか？

「どちらが、という理論で語るのは乱暴かもしれません。でも、私の言いたいことはわかって頂けると思っています」

「…………」

「それだけではありません。八坂さんはご存じないようですが、編纂されるのは伝鬼にとっても良いことだけではないんです。詳しよう細さいを調べて体系化した時に古来の妖怪と似たものだとされれば、妖怪と合ごう一いつ化かされ、やはり消えることでしょう。今のように噂だけで曖あい昧まいに伝えられているのが、一番彼らの為ためなのです」

「あいつらの為って……そんな……」

「本当の事なんです。決して悪意を持っているわけではありませんわ」

　薄うすく雪の積もった部屋の中を音もなく歩き、美雪さんが俺のそばに寄り添う。

　昨日きのう感じたような痛いほどの冷気は感じない。手の上で伝鬼の手帳が熱を放っている俺には、少しだけひんやりとした空気がむしろ心地良いぐらいだった。

「私、てっきりお父とう様は八坂さんに妖怪の編纂を任せると思っていたんです。何を考えて伝鬼などに委ゆだねたのかはわかりませんが、それについても明あ日すお父様が戻ったら話し合いましょう」

　甘あまく囁ささやき、柔やわらかい美雪さんの手が俺の肩かたに添そえられる。

　そこにもやはり昨日のような痛みはなく、優しい温あたたかさだけを感じた。

「私もお手伝いしますから、伝鬼のことなど忘れて一いつ緒しよに妖怪の編纂を行いましょう。これからはフィールドワークも兼ねて、お父とう様と私と八や坂さかさんと、日にほ本んじ中ゆうを……いいえ、世界中を周ってあらゆる妖よう怪かいと出会い、本を作るのです。とても楽しいと思いませんか？」

「それは……」

　ふわふわと微笑ほほえむ美雪みゆきさんの声が頭をぼやけさせる。想像した未来は、なるほど胸の高鳴るものだった。所しよ詮せん一過性の都市伝説と違い、脈々と受け継つがれる妖怪伝説は、民俗学の中でも一いつ端たんを占しめている分野だ。犬いぬ飼かい教授直系の弟で子しとして美雪さんと共に働いたのなら、俺おれの未来は約束されたようなものだろう。

　その上伝でん鬼き達も助かるのだ。そりゃ編へん纂さん者を失ってしまうことにはなるだろうが、消えてしまうよりはずっと良い筈はずだ。断る理由は何もない。

「伝鬼達は伝えられた人間さえいれば存在できる者。元々編纂者など大して必要としていないんです。さあ八坂さん、その手帳を自らの意思で手放してください。それだけで皆が幸せになれます」

「手帳を捨てれば……」

　伝鬼原本の手帳をじっと見つめる。これを捨てれば理想の未来が手に入る。憧あこがれの民俗学者としての未来に、憧れていた美雪さんがそばにいてくれると言うのだ。失うものはほんの数日前に出会った数人の伝鬼と、少しだけ苦労をして集めた都市伝説の編纂結果だけ。迷う必要なんて何もない。

「……俺、俺は……」

　震ふるえる指が知らぬ間に手帳のページを開いていた。ぱらぱらとめくられていくページに書かれた文字の数々。そこには俺に優しい呪のろいをかけたコトリバコがいた。いつも元気に斧おのを振り回すベッドの下の斧おの女おんなが居た。怖こわがられないことを拗すねるメリーさんが居た。辛つらい姿を欠片かけらも見せずに走るジェット女がいた。

　そしてムラサキカガミのページ。貼はり付けたままだった付ふ箋せんで、指が止まった。

　細かく書かれたムラサキカガミの情報。

　その隅すみの小さな空白に滲にじみ出るように文字が現れている。

『妾わらわは──』

「サキ……」

『こんな誰とも知れぬ妖怪の如ごときに、絶対に──』

「サキっ！」

『妾の出雲いずもを、渡したりはせぬっ！』

　灼しやく熱ねつした気持ちが凍こおった意識を溶とかし尽つくして、まるで火がついたように手帳が加熱した。寄り添そう美雪さんを振り払はらい、俺は凍りついた足で強ごう引いんに立ち上がる。

「──作戦開始だ！　やれ、コトリ！」

「八坂さんっ!?」

　叫さけぶと同どう時じに簞笥たんすの上で小箱がカタカタと揺ゆれ、不ふ可か視しの網あみを放った。動どう揺ようする雪ゆき女おんなの全身を包みこんで金かな縛しばりを起こす、コトリ全力の呪のろい。

「っ、でも、こんな呪じゆ縛ばくで私は……」

　力の差が大きい。半秒と持たずにコトリの呪いが弾はじかれたが、しかし時間はそれで十分だ。

　手帳を抱だいていた右腕うでが動く。俺おれは右手を全力で動かし、テーブルに置いていた裏向きの手鏡を、表にひっくり返した。

「サキっ！」

「去いねっ、妖よう怪かいがっ!!」

　鏡から飛びだしたムラサキカガミが雪女の体に絡からみつき、その動きを封じる。

「ベド子、許可する！　グシャっとやれ！」

「いーやっほーう!!」

　最後にベッドの下から勢いよく飛び出たベド子が美雪みゆきさんへ大おお斧おのを叩たたき付けた。

　人間に斧を振り下ろす、寒さむ気けのするような光景。しかし耳障ざわりなグシャリという音は聞こえてこなかった。代わりに耳に届いたのは壁を叩き割るような大音響。

　ベド子と美雪さんの間に作り出された氷の壁が斧の一いち撃げきを受け止めていた。

「いつまで触さわっているのですか、汚けがらわしい伝でん鬼きがっ！」

　しがみついていたサキが弾はじき飛ばされる。こちらに転がったサキを受け止めた。

「サキ、大だい丈じよ夫うぶか？」

「ぐっ……すまぬ、出雲いずも」

「うう、ごめんね、失敗した」

「…………ざんねん」

　そう、失敗だった。短い時間で計画した妖怪『雪女』への奇きし襲ゆう。勝率は低いだろうと思っていたが、やはり無理だったか。

「……まさか騙だまし討うちだなんて。断られるかもしれないとは思っていましたが、随ずい分ぶんと思い切ったことをするのですね」

「いざという時に命知らずなのが我らの編へん纂さん者じゃ。侮あなどるでないぞ」

「自じ慢まんになってないからやめてくれ、サキ」

「……あなた達の編纂者、ですか。そんなもの、私が認めるとでも？」

　ゆらりと立ち上がった雪女からは再び遠えん慮りよのない冷気が噴ふき出していた。当然の如ごとく、今回は俺にも冷たく感じられる。そりゃそうだ、先に手を出したのはこっちなのだから。

　しかし俺も腹を括くくったのだ。多少の吹雪ふぶきがなんだというのか。

　美雪さんを睨にらむという初めての経験をしながら、俺は口を開いた。

「そうですね、確かにあなたは認めてくれないのかもしれません。でも、教授は俺を認めてくれている。理り屈くつは知りませんけど、それでいいんじゃないんですか？」

「──っ、ですからそれは、明日あした一いつ緒しよに話し合えば……」

　教授の名前を出した瞬しゆん間かんに美雪みゆきさんの表情が歪ゆがむ。やはり元々はとても素直な人なのだ。

　だからと言って手を抜くわけにもいかない。

「本当にそれで済むのならこんな真ま似ねをする必要はなかったでしょう。ただ明日を待てばいいんですから。どうして俺おれを脅おどすようなことをしたんですか？　どうして今日きよう、こんなに焦あせってことを進めたんですか？」

「それは……」

　うつむく美雪さんに、俺はさらに言葉を重ねた。

「結局は全部教授が怖こわいからじゃないですか。しばらく帰って来ない筈はずだからゆっくりと俺を懐かい柔じゆうするつもりだったのに、明日急に帰ってくることになって焦っている。そうでしょう？」

　俺は決めたのだ。それが理想の将来じゃなくても、不確かな未来であっても、サキ達に付き合って為なすべきことを為すと。それはただの強がりかもしれないけれど、それでいいんだ。

　だって気になる子の前で意地を張れない男なんて、余りに情けなさすぎるだろう？

「…………だとしたら、どうだと言うのですか。何も結果は変わりません。八や坂さかさんは妖よう怪かいを消してまで伝でん鬼きの編へん纂さんをしようとおっしゃるのですか？」

「それは──」

　言いよどんだのは一いつ瞬しゆんだった。

「それは、おかしい。妖怪と伝鬼は違う。過去に編纂されて伝えられた妖怪は、その結果がずっと残っているんでしょう？　ならそこに本がある限り、いつだってまた開く人が居る。知ろうとする人がいる。そうして妖怪を好きになった人が、きっと色んな人に伝える。俺が彼らを愛して、学ぼうとしたように」

　美雪さんの言っていることはおかしい。筋が通っていない。さっきまでは言われるままに流されていたが、今はしっかりと頭がまわっている。まるで雪ゆき女おんなに幻げん惑わくされていたのを振り払はらったように。

「八坂さん……」

「俺には納得がいきません。妖怪が消えてしまうってことも、伝鬼は編纂されない方が良いってことも、美雪さんに人間の心の大きさを決められてしまうことも。だから、編纂はやめられません」

「…………妖怪を前にして、強ごう情じようですわね、人間が」

「ありがとうございます、妖怪さん」

　二度も褒ほめてもらって、光栄の至りだ。

「八坂さんの言うことはわかります。それでも、申し訳ないとは思いますが……力尽づくでも伝鬼の編纂は諦あきらめてもらいますわ」

　腕うでに白い冷気を纏まとわせてゆっくりとこちらに近づいてくる雪女。

「説得失敗、か……」

「殴なぐりつけちゃった時点で、もう説得は無理だったんじゃないかなぁ」

「ま、な」

　さあ、どうするか。

　奇きし襲ゆうには失敗した。正面から戦えば勝てない。俺おれが伝でん鬼きの編へん纂さんを諦あきらめない以上、説得も無理だろう。

　それでもまだ策はある。

　これが最後にして、最低の作戦。

「結局アレで行くしかなさそうだな」

「……まあ、致し方ないかのう」

　溜ため息いきを吐つくサキに苦笑し、俺は背後に視線を向けて彼女を呼んだ。

「────舞まい佳か、頼む！」

「はいはい。ジェット女宅配便ですよー」

　部屋の奥、庭に面した窓から、ひょっこりとジェット女の飛ひ田だ舞まい佳かが姿を見せた。

「あなた……飛田さん？」

「そうですよー。こんにちは、犬いぬ飼かいさん」

　舞佳の方は知っていたようだが、美雪みゆきさんは舞佳が伝鬼だと知らなかったのだろうか。突とつ然ぜん現れた他クラスの生徒に呆気あつけに取られる彼女を尻しり目めに、舞佳は俺の隣となりへ並び立った。

「っていうか先せん輩ぱい、かなり真しん剣けんに迷ったでしょう？　後ろで見てて、この人裏うら切ぎるんじゃないかって割と本気で心配しましたよ」

「そこには触ふれないでくれ。結果が大事なんだ」

「──っ、なんのつもりかは知りませんが、伝鬼が何人居たところで妖よう怪かいには傷一つ負わせられません。無用な争いはやめて、八や坂さかさんを渡してください」

　更さらに美雪さんが距きよ離りを詰つめる。俺のそばに集まったサキ達と今にも矛ほこを交まじえそうな距きよ離り。

　しかしわざわざ矛を交える必要なんてないのだ。美雪さんも争いが嫌いやだと言うのなら、それこそ都合が良い。

「親切ですね、犬飼さん。斧おので潰つぶされそうになったのに無用な争いは嫌だなんて、私なら言えませんよ。……でも大だい丈じよ夫うぶです、戦ったりはしないですからね」

「……え？」

　よっ、と軽く声を上げ、舞佳が俺を抱かかえ上げた。正直情けない格好だが仕方がない。

「これでも私はジェットの名を冠する伝鬼です。正面からでは雪ゆき女おんなに手も足も出ませんけど、逃げに入ったら追いつけるとは思わないでくださいよ」

「────な、まさかっ」

「…………だめ」

　慌あわてて飛び出そうとした雪ゆき女おんなをコトリの呪じゆ縛ばくが抑おさえる。たった半秒の効果時間は、ジェット女にはそれこそ無限に近い時だった。

　そう、このまま舞まい佳かの力を借りて逃げ出してしまうのだ。後は教授が帰ってくるまで適当に過ごしていればそれでいい。サキ達は姿を消せば良いのだから何も問題はない。

「じゃあ先約なんで、悪いですが先せん輩ぱいは頂いていきますね。歯を食いしばっててくださいよ！」

「了りよう解かい、頼む！」

　揺ゆれた、と思った瞬しゆん間かんにはトップスピードだった。舞佳はまさにジェットの速さで窓までの距きよ離りを駆かけ抜け、俺おれというウェイトをものともせずに庭へと飛び出し──




「本当に流石さすがですよ、八や坂さかさん」




「わぷっ!?」

「わっ……何だこれ、雪……？」

　──飛び出した先は、アパートの庭ではなかった。全く見覚えのない雪原。遠くには真白に輝く山々が連なっているのが見える。振り返ってもやはり雪原。

　何だこれは。どうなってるんだ。俺のアパートはどこに行った？

「ここは、一体……？」

「まずいですよ先輩、逃げないと……きゃうっ！」

「ぐわっ!?」

　走り出そうとした舞佳が転び、俺は雪の中に放り出された。見れば雪が自ら吸い込むようにして舞佳の足へと食い込んでいた。

「勝てない相手には制限時間まで逃げ続ければいい。伝記、伝説にはよくある勝利方法ですものね。八坂さんなら思いつくのも頷うなずけますわ。……でも、もう諦あきらめてください。雪山で雪女に勝ったという伝説なんて、どこにも残っていないんですよ」

　周囲を確認してみるが、本当にどこかの山中にしか見えない。触さわった雪の感かん触しよくも、流れる風の匂においも、全すべてが本物の雪山のそれだ。

「噓うそだろ、瞬しゆん間かん移動か？　そんなのありかよ、幾いくらなんでもでたらめすぎるだろ！」

「そうではない、これは幻げん影えいじゃ！」

「てーいっ！」

　雪女の背後からサキとベド子の声が聞こえたと同時、鈍にぶくきらめく斧おのを振るう女と、低い体勢で飛び込んだ少女の指が鍵かぎ爪づめのように振るわれるのが見えた。雪女に向けられたそれは、間違いなく死角からの攻こう撃げき。

「鬱うつ陶とうしい、近づくな伝でん鬼き！」

「ぬぐっ！」

「ぎゃんっ！」

「サキ、ベド子っ！」

　それが、しかし届かない。あっさりとサキの指を弾はじき、ベド子の斧おのを叩たたき落とした妖よう怪かい雪ゆき女おんな。彼女は大きく息を吐はくと俺おれに向き直り、冷然と微笑ほほえんで言った。

「……大だい丈じよ夫うぶです、私は怒おこってはいませんわ。むしろ八や坂さかさんらしくて、とても素す晴ばらしいと思っているぐらいなんです。人間ではない存在、伝でん鬼きの為ために必死になれるその情熱を、私達妖よう怪かいの為に見せて欲しい。私の願いはただそれだけ」

「……俺は伝鬼の編へん纂さんをすると約束したんです、それはできません」

「意地を張るのはもうやめにしましょう。私も八坂さんの友人を傷つけたいとは思っていません。八坂さんさえ頷うなずいてくだされば、全すべてが平へい穏おんに収まるのですから」

「美雪みゆきさん……」

　優しい美雪さんの言葉に、定めたはずの心が揺ゆれる。

　雪の中で倒れているサキが、ベド子が、舞まい佳かが、俺に決断を迫る。

　それしかないのか、もう俺にできることなんてないのか。

「──耳を貸すでないぞ、出雲いずも」

「サキ……」

　雪を振り払はらい、ゆらりとサキが立ち上がった。ベド子と舞佳も体を起こしている。向こうでは雪の中をコトリが進み出ていた。

「確かに伝鬼が妖怪より強大な存在であるとは言えぬ。伝鬼の為に命をかけろなどと出雲に言う資格もない。……だがの、伝鬼にも意地はある。誇ほこりもある。大切な妾わらわの編纂者を、妖怪などに簡単に渡すと思うでないぞ」

「口は達者ですが……あなたに何ができると仰おつしやるのですか。伝鬼では絶対に妖怪には──」

「黙だまれっ！」

　俺も初めて聞く、気迫のこもったサキの怒ど鳴なり声。驚いて見つめる俺に視線を返し、都市伝鬼ムラサキカガミは力強く頷うなずいた。

「よいな出雲いずも、しかと見ていよ。我らが本当に妖怪に劣おとるのか、一いつ矢し報むくいることすらできぬのか。編纂者たるお主ぬしの目で確認するのじゃ。……コトリ、ベド子。ジェット女も、良いな？」

「…………がんばる」

「一発グシャって入れないと、あたしも納得できないなー」

「私も一応伝鬼ですから、ここで引くのは本気で嫌いやですね」

「お前ら……」

　ムラサキカガミの爪つめが尖とがる。コトリバコが大きく震ふるえる。斧おの女おんなの斧が輝き、ジェット女がステップを踏ふむ。

「構いません。伝鬼が劣っていることを八坂さんに証明し、それで終わりにしますわ」

　そして雪ゆき女おんなが腕うでを振るい、同時に溢あふれ出した冷気が氷の飛礫つぶてとなって乱れ飛んだ。










　俺おれが初めて目にした人じん外がいの戦い。それはどこまでも非現実的な光景だった。

「喧嘩けんかなんて初めてなので、手加減はできないですからねっ！」

　俺というウェイトさえなければ雪に捕つかまることもないのだろう、雪ゆき煙けむりを起こして残像すら見える速度で舞まい佳かが走る。雪女の周囲を駆かける舞佳の軌き跡せきが鋭えい角かくに曲がり、確実に目では追えない攻こう撃げきが雪女へ迫った。少なくとも俺には彼女が何をしたのかすらわからない。

「喧嘩をしたこともない方が膝ひざ蹴げりなんてしますでしょうか。飛ひ田ださん、八や坂さかさんの前だからと猫を被かぶっていませんか？」

　そんな速度も雪女にとっては何でもないのか。動きが止まった時には、舞佳の膝が雪女の片手に抑おさえられていた。

「そこには触ふれない方向で、お願いしますっ！」

「っ……鬱うつ陶とうしい。まるで羽虫ですわね」

　抑えおさられた状態のままで半身を捻ひねり、逆の足で舞佳の蹴りが飛ぶ。最短距きよ離りで伸のびた足先を首を捻って避け、雪女は舞佳を投げ飛ばした。体勢が崩くずれ、片手を使えないタイミングを逃さずに追撃が飛ぶ。

「せーのっ！」

「それは無む駄だだと、言っているでしょう」

　振るわれたベド子の大おお斧おのが唐とう突とつに現れた氷の壁に阻はばまれる。

　渾こん身しんの一いち撃げきを防がれたにも関わらず、ベド子は得意気な笑みを浮かべた。

「そんなのわかってるよーだっ」

「なっ!?」

　同時に、雪女の眼前を覆おおう氷の表面が、歪ゆがむ。

「妾わらわの鏡の前に、防壁など意味をなさぬと知るがよいっ！」

「ぐっ、そんな手に……」

　氷の表面を鏡に見立てて現出したサキが雪女へと爪つめを向ける。

　そして迎げい撃げきに動こうとした雪女の体を縛しばる不ふ可か視しの呪のろい。

「…………いずもは、あげない」

「この──調子に乗るな、下げ郎ろうがっ！」

「くあっ！」

　サキの爪が雪女の首にまで届いた瞬しゆん間かん、その白い体から圧倒的な吹雪ふぶきが噴ふき出した。

　至し近きん距離にいたサキが吹き飛ばされ、飛び散った氷の飛礫が伝でん鬼き達の体を引き裂さく。

「なっ……大だい丈じよ夫うぶかっ!?」

「平気じゃ、問題ない」

「このぐらいはすぐ治るよっ！　……でも」

「直ちよく撃げきだった筈はずなんですが、効いてないですねー」

　反はん撃げきは受けたが、間違いなく当たっていた筈の攻こう撃げき。

　サキの爪つめが引き裂さいた雪ゆき女おんなの肌はだには一いつ片ぺんの傷すらもついていなかった。

「ダメなのか……？」

「そんなことはない！　信じよ、出雲いずも！」

　思わず口に出していた俺おれに首を振り、引き裂かれたワンピースをひるがえしたサキが大きく前へと踏ふみ込んだ。

　サキが襲おそい掛る。コトリの呪のろいが飛ぶ。ベド子の斧おのが振り下ろされ、舞まい佳かがその脚きやく力りよくで蹴けりかかる。そしてその全すべてが、雪女には届かない。届いた一いち撃げきすらも、何の痛つう痒ようも与えていない。

「こんなものでしょう。私の氷を破ることもできない。近づくことさえままならない。触ふれたところで傷もつけられない。それが伝でん鬼きの力の限界。人に伝えられるだけの存在が、恐おそれ敬うやまわれる妖よう怪かいに勝てるなどとは──」

「その小うるさい口を閉じよっ！」

　サキ達も必死に力を振るっているが、攻撃の瞬しゆん間かんだけ現れる氷の壁と、吹き荒れる氷ひよう礫れきの前にまともな戦いにすらなっていない。

「無む駄だなのはわかっているでしょう。いい加減に認めなさい。あなた方が抵抗することが八や坂さかさんに不要な苦しみを与えているのですよ？」

「無駄かどうかはまだまだわかりません！　大体、先せん輩ぱいがちょっと困ってるから何だって言うんですか。そんなの大した問題じゃありませんよっ！」

「お前はこんな時まで酷ひどいのな、舞佳」

　こんな時にまで平然と編へん纂さん者を、友人をないがしろにするジェット女にそら恐ろしいものを感じながら、俺は確かな違和感を覚えていた。

　おかしい。そう、何かがおかしいのだ。

　雪女の、美雪みゆきさんの攻撃には殺意のようなものが明らかに欠けている。確かにサキ達は怪け我がを負っているが、彼女達とて仮にも化け物。大したことのない怪我は瞬またたく間に治っている。

　逆にサキ達の攻撃はほとんど雪女には届いていないし、何とか当たった場合も何の打だ撃げきも与えられていない。だというのに伝鬼達は何ら心が折れた様子がないのだ。

　そしてそれこそが本当の戦いだとでも言うように、争いの最中にもずっと行われてる舌ぜつ戦せん。

　まるで俺の思う勝敗基準と彼女達の勝敗基準が違っているような、大きなズレを感じる。

「もう諦あきらめてください。八坂さんは私が幸せにしますから、安心して眠ねむって頂いて構いません」

「馬鹿を言うでない、出雲は妾わらわと添そい遂とげると約束したのじゃ！　……ぐっ！」

　しかも口喧嘩げんかの方向性までおかしくなってきている。いや、そんな場合じゃない。

　サキが氷の刃やいばに一ひと薙なぎされ、腕うでから血を流している。さっきからこの程度はすぐに治っているようだが、だからと言って放置なんてできる訳がない。

　何とか美雪みゆきさんを止める方法か、俺おれ達たちが妖よう怪かいと対等の立場に立てるような何かが要いる。

　でもそんなものがどこにある。ここは雪ゆき女おんなのテリトリー。見知らぬ雪山で、俺おれの手元にあるのはいつもの伝でん鬼きの手帳とペンが一本だけだ。

「……いや、違う。そうだ、ここは雪山じゃない」

　サキが言っていたのだ、これは幻げん影えいだと。確かに流石さすがの雪女も周りを雪山に変えてしまうような力はない筈はずだ。雪女は山で登山者を迷わせると伝えられている。きっとそれに類する幻影能力。それなら俺が居る場所は本当は庭で、あっちにリビングがあって、その向こうには台所が────

「────台所。そうだ、それだっ！」

　何もないようにしか見えない雪原に見慣れたアパートを重ねて、俺は這はうように動き出した。この辺りに窓があるはず。そう考えて手を延ばしてみるが、虚こ空くうを通り過ぎるだけだ。

「くそっ。人間が何とかできるような幻げん覚かくじゃないのか？」

　いや、違う。さっき俺は美雪さんの幻げん惑わくを破った筈はずだ。実際に、惚ほうけていた頭は元に戻ったんだ。あれは何だ、なにが原因だったんだ。

　確か、感じたのは熱。胸の氷を溶とかすような、熱い何か。

「……これ、か？」

　抱かかえていた分ぶ厚あつい手帳。今も微かすかな熱を放つそれを、しっかりと抱だきしめる。

　今戦ってくれているサキ達以外にも、まだ会っていない沢たく山さんの伝でん鬼きがこの中に記されている。もしもそんな伝鬼達も編へん纂さんされることを望んでいるなら、頼む、力を貸してくれ。

　ぐっと力を込めるたびに手帳の熱が強まる。冷気で固まった俺の体を溶かすように、そして周囲の雪を消し去るように。

「────っ！」

　ぐらりと、視界がブレる。雪山の景色けしきに、見慣れたアパートの庭が重なる。

「……本当に、気の良い奴やつらばっかりだな。ありがとう」

　右目と左目で見えている景色が違うような違和感の中、俺は部屋の中へ入り込んだ。冷たい雪とフローリングの感かん触しよくに同時に触ふれながら、よたよたと進んでいく。やはり幻影に覆おおわれているだけで、ここは俺の部屋のままだ。

「……ちょっと、スピード上げていきますよっ！」

「まだまだ終わりではないぞ、妖よう怪かいっ！」

「本当に往おう生じよう際ぎわの悪い方々ですわね……」

　俺の動きに気づいた舞まい佳かがわざと雪煙を上げて駆かける。サキとベド子も注意を逸そらしてくれている。飛び交う氷の飛礫つぶてを躱かわし、俺おれは必死に台所へと向かった。

「大だい丈じよ夫うぶだ、ちゃんとコンロもある。よし、すりこぎにアルミホイル、それから布ふ巾きんとサラダ油を──」

　時間切れか、少しずつ手帳の熱が失われていく。同時に部屋の景色けしきが薄うすれ始めた。

　半透明の棚たなを開き、ほとんど見えなくなったボトルの蓋ふたを開ける。パントマイムでもやっているような作業だったが、そこには確かな重みが感じられる。まだ触ふれることができる。

　民俗学者にフィールドワークは必ひつ須すだ。俺も何度か教授に同行させてもらったことがある。材料さえあれば俺にだって作ることができるのだ。

　簡単で単純な、人間にとって最初にして最大の武器。

　それは火を纏まとった簡素なたいまつ。

「──八や坂さかさん、あなたは……そんな」

　雪ゆき女おんなにとっては決して味方ではないだろう炎ほのおを見て、美雪みゆきさんの表情が歪ゆがむ。ああもう、本当に素直な人だ。こんな顔をするからには、きっと効いてしまうんだろう。

「サキ、使えっ！」

　俺は何もない空中で燃え上がる火か炎えんを、サキへと投げ渡した。

　どこが窓なのかはもう見えない。だが、わかる。ここは俺の部屋なんだ。

　回転しながら飛来する見えないたいまつの柄えをしっかりと摑つかみ、サキは力強い笑みを浮べた。
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「本当に頼れる編へん纂さん者じゃ。助かるぞ、出雲いずもっ」

　言うと同時にたいまつを持ったサキの姿が消える。またどこかの鏡から出現して奇きし襲ゆうするつもりなのだろう。

「切り札ゲット！　じゃあ、もう一ひと踏ふん張りかなっ！」

「そんなのが用意できるならさっさとやってくださいよ、先せん輩ぱいっ！」

　ベド子と舞まい佳かが雪ゆき女おんなへと迫る。簡素な作りのたいまつは長くは持たないし、雪女の冷気を受ければすぐに消されてしまう。恐おそらくは、これが最後のチャンス。

「犬いぬ飼かいさん、こういうのは、どうですかっ！」

　時間制限に気づいているのだろう、舞佳は雪女へと一直線に駆かけ、勢いを乗せて脚あしを振るった。それも打だ撃げきを与えるような部位への攻こう撃げきではない。足を狙ねらって水平に放たれたそれは、確か水面蹴げりとかいう体勢を崩くずさせるための技だ。

「無む駄だです。雪山は全すべてが私の味方。この場で私が足を取られることなどありえません」

　防ぐことすらせずに舞佳の脚を受け止め、雪女は次なる敵へと向き直った。

「いい加減に、その呪のろいも見み飽あきていますわっ」

「コトリちゃんっ！」

　それは斧おのを手に迫り来るベド子ではなく、離れた位置でタイミングをうかがうコトリ。

「…………う、あっ」

「きゃっ!?」

　放たれた飛礫つぶての嵐あらしがコトリの体を貫き、強制的に動きを止めさせる。あの状態で金かな縛しばりは使えないだろう。同時に、至し近きん距きよ離りにいた舞佳もまたダメージを受けていた。

「ああもう、やるしかないじゃんっ！」

　雪女の状態は万ばん全ぜん。ベド子一人では間違いなく手が足りない。闇やみ雲くもに突つっ込むベド子を援えん護ごしようとした俺おれの耳に────明らかに場違いな、クラシックミュージックの音ね色いろが届いた。

「……え？」

「なに、これ？」

　動きを止めるベド子と、きょとんと胸元を見つめる雪女。その曲は、確かに雪女から流れ出していた。そして俺はその楽曲にはっきりと聞き覚えがある。いつも美雪みゆきさんが好んで使っていた、携帯電話の着信音。

　直後、カチリと電子音が響き、荘そう厳ごんなオーケストラの演奏が消える。

「…………」

「…………」

　この後何が起きるのか俺とベド子は理解していた。目を合わせて頷うなずき、タイミングを計る。

　そして。

「私、メリーさん」

「なっ、まさか……」

　雪ゆき女おんなの懐ふところから甘あまい女の声が響き渡る。被害者に対応する時間など与えず、瞬しゆ時んじに実体化する女の姿。

「今、あなたの後ろにいるのよっ！」

「う、ああっ!?」

　都市伝でん鬼き最強の一角、その名も高きメリーさんである。

「よっし、メリーさんナイスっ！」

「っ……そんな伝鬼の斧おの如ごとき、受けるのは訳もありませんっ！」

　背後から振るわれた鎌かまの一いち撃げきに体勢を崩くずした雪女へ、ベド子が最後の突とつ撃げきをかける。サキの攻こう撃げきを警けい戒かいして氷の壁が使えず、不安定な姿勢のまま両手で斧を受け止める雪女。ベド子の斧を正面から受けてもその手には傷一つない。

　しかしメリーさんの出現を予期した俺おれ達には、それも予想ができていたのだ。

「伝鬼の意地と、誇ほこり、そして決意を──食らうがよいっ！」

「なっ、一体どこからっ!?」

　まさに一足の射程内、何もないはずの虚こ空くうからたいまつを掲げたサキが出現した。

　ベド子と雪女がぶつかり合う寸前に、俺は透とう明めいな物体を投げつけていた。見えないテーブルの上に置かれた、見えない何か。それはサキが顕けん現げんするに十分な大きさの手鏡。

　幻げん影えいで透とう明めい化されているせいで雪女は鏡の接近に気づけない。間違いなく致ち命めい的な奇きし襲ゆう。

「────死ね」

　初めて出会った日、俺に襲おそい掛かったあの時のような重音の声を上げ、サキはたいまつを振るった。両手を押さえられ、背後のメリーさんに体勢を崩くずされ、至し近きん距きよ離りに出現した伝でん鬼きからの攻撃。流石さすがの妖よう怪かいにも防ぐ手段はなかった。

「う、あああああああっ！」

　美雪みゆきさんの呻うめき声と共に吹雪ふぶきが吹き抜け、サキとメリーさんが弾はじき飛ばされていく。

「やったか、サキ？」

「うむ、間違いない。直ちよく撃げきじゃ。いかな雪女とて、これなら……」

「あー、そんじゃ私、帰るからー」

「いや、もうちょっと頑がん張ばってくれよ、メリーさん……もういねえ！」

　この状況でもまだやる気がないのか。折せつ角かく来てくれたメリーさんが消えていた。ああクソ、貴重な戦力だってのに。

「それはともかく、あんな小さな火が犬いぬ飼かいさんに効いてますかね？」

「…………だめなら、もう」

　と、吹雪が揺ゆらめき、雪のベールの向こうに雪女の姿が見えた。

　一見した限りではダメージを受けているようには思えない。

「まさか、ダメだったのか？」

「いや……見よ。頰ほおにかすっておる」

　言われてみれば雪ゆき女おんなの白い頰に微かすかな火傷やけどの痕あとがあった。たいまつで殴なぐりつけたというのに、あんな小さな傷をつけるのが精一杯だっていうのか？

「そんな……あれだけかよ」

　本当に無敵なのか、雪女。俺おれたちがやったことなんて、所しよ詮せんは無む駄だだったのか。伝でん鬼きと人間じゃ妖よう怪かいには手も足も出ないのか。

　やりきったという達成感が、脱だつ力りよく感へと変わっていく。

「…………伝鬼如ごときが、この私に……」

　さらに空気が歪ゆがむ。溢あふれかえる冷気が実体を得て襲おそい掛かってくるような圧迫感。

「出雲いずもっ！」

　思わず身を引きそうになった俺に、伝鬼達が叫さけんだ。

「見たであろう出雲！　妾わらわ達の力で、あやつに傷はつけられる！」

「あたし達は雪女に負けたりしない！　勝てるの！」

「…………いずも！」

「先せん輩ぱい、早くっ！」

「……え？」

　──俺おれ？　まだ俺にやることがあるのか？

　もうできることは全すべてやった。伝鬼について、妖怪について俺が知っている限りを尽つくした。その成果が雪女の白い肌はだについた小さな火傷の痕だ。たったそれだけだったのだ。これ以上、俺に何ができるって言うんだ？

「お主ぬしは見たであろう、妾が雪女に一いち撃げきを加えた瞬しゆん間かんを。雪女は無敵ではないのじゃ。出雲がそうだと確信したなら、伝鬼はあやつに──くっ」

「消え失うせなさいっ！」

　雪女からサキへ、人間の腕うでを超えるサイズのつららが打ち出された。ギリギリで避さけたサキの代わりに足元の鏡が破は壊かいされたらしく、硬こう質しつな破壊音が響き渡る。

　流石さすがのサキも欠片かけら程度の鏡からは出現できないだろう。もう奇きし襲ゆうすらできない。

　終わった。結局、無む駄だだったんだ。

「出雲君、急いでっ！」

「本気で馬鹿なんですか、先せん輩ぱい！」

「黙だまれ伝鬼！　口を開くな！」

　必死に俺を呼ぶ伝鬼達。そして焦あせったように攻こう撃げきを繰くり返す雪女。

　俺に何を期待してる？　俺の何を警けい戒かいしてる？　もう俺に残ったものなんて──

「忘れたか出雲っ、お主ぬしは伝鬼の──」

「それ以上は！」

　雪ゆき女おんなの元に数え切れない氷柱つららが生まれ、上空へと舞い上がる。直後、嵐あらしのように打ち込まれる氷柱の弾だん丸がん。まるで氷柱の雨の様ような光景の中で、サキが叫さけぶのが聞こえた。

「出雲いずもは妾わらわの、編へん纂さん者じゃろうがっ！」

「──編纂」

　サキが巨きよ大だいな氷柱の海に飲み込まれる瞬しゆん間かん、ようやく俺おれは気づいた。

　この戦いで、本当に俺だけがズレていたのだ。勝利する方法も、敗北する理由も、俺だけが気づいていなかった。

　物理的に攻こう撃げきしたところで概がい念ねん的な存在である伝でん鬼きも妖よう怪かいも消えはしない。

　だが勝つ方法はある。伝鬼はかくあるものだと俺が確信した時、その本質を変える方法がある。その目で見たのなら、はっきりとした形にする手段がある。

　そうだ、だから美雪みゆきさんはあんなにも頑かたくなに、伝鬼は妖怪に勝てないと繰くり返した。サキ達は負けないと言い返した。

　一度は消えかけた手帳の熱が、気づけば火傷やけどしそうな程に強まっている。手帳を開き、俺はそこに文字を書き込んだ。ページなんて何ど処こだっていい。これは全すべての伝鬼に通じることだ。

「俺は確認した。伝鬼は、雪女に傷をつける事ができる」

「八や坂さかさん、やめなさい！」

　黒いペンで文章を書く。消せない文字で伝鬼の本質を変える。

「伝鬼は雪女に勝てない訳じゃない……伝鬼は雪女を──」

「────ダメっ！　……あ……」

「……っ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった美雪さんの声と共に、ついに俺を狙ねらって氷柱が放たれた。

　目が眩くらむほどの高速で襲おそい来る尖とがった氷柱の嵐あらし。

　まるで走そう馬ま灯とうのように歪ゆがんだ視界の中、俺は自身の死を見つめていた。

　くそ、後少しだってのに、これで終わりか。ここ数日は何度も何度も死ぬと思ってたけど、これは極め付きだ。

　美雪さん。そんな顔するぐらいなら最初から俺を殺そうとなんてしないでくださいよ。悪いなサキ、皆。でもここまで書いた分だけでも、きっと戦うことぐらいなら出来るだろう。

　そう諦てい観かんした俺の胸に氷柱が突つき刺ささる────刹せつ那な。

「あなたなんて──」

「え……？」

　微かすかな声が聞こえたと同時に、白い人影が視界を遮さえぎった。

　俺に死をもたらす筈はずだった氷柱が、鋭するどい弧こを描いて横へと逸それる。

　理解できない光景に思考が停止した俺に振り返り、白い影が冷たく告げた。

「──死ねばよかったのに」

「……お前、ヨカ……？」

　都市伝でん鬼き『死ねばよかったのに』。

　それは人の命を救う事に関してだけは偉大な力を持つ都市伝鬼だった。

　そりゃ、確かに照れ隠かくしだって聞いてはいたけどな。クソ、この女は本当に全く──

「お前は本当に…………最高にいい女だったって、書いてやるからな！」

「…………」

　微かすかに微笑ほほえみ、ヨカは姿を消した。俺おれは急いでペンを握にぎりなおし、最後の文字を書き記す。

「そんな、私が、八や坂さかさんを……？」

　呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ美雪みゆきさんに何かをする様子はない。間に合う！

「よし、これで……聞こえてるだろ、サキっ！」

　伝鬼原本を両手に掲かかげ、俺は最後に書き込んだその言葉を大声で叫さけんだ。

「『都市伝鬼は雪ゆき女おんなを打倒できる』編へん纂さん者の俺が確認して、書き込んだ！　わかったな！」

「あ、あ……」

　突つき立った氷柱つららの海がぐらりと揺ゆれ、美雪さんが一歩後退した。あの雪女が退ひく程に大きく溢あふれでる伝鬼達の力が、俺にもはっきりと感じられる。

「……しっかりと聞こえておったわ。ふふふふふ、ようやった出雲いずも！」

「ってかさ、今サキちゃんのことしか呼ばなかったよね？」

「…………しょんぼり」

「まあそんなもんじゃないですか、先せん輩ぱいですし」

「……なんか平気そうだな、お前ら」

　あの氷柱の雨をまともに受けた割に、彼女達は意外と元気そうな様子だった。

　それも当然か。何せもう決まっているんだ。伝鬼達は雪女より弱くなんてない。勝つ力があるのだから。

「そんな……」

「ゆくぞ雪女っ！　伝鬼と編纂者の力を見よっ！」

　後ずさる雪女に、伝鬼達が襲おそい掛かった。

「ですが、編纂者の助力を得ても私には──ぐっ!?」

「よーいしょーっ！」

　ベド子の斧おのが一いち撃げきで氷の壁を叩たたき割り、雪女に迫る。

「ちょっと憂うさ晴らしに付き合ってもらいますよっ！」

　防ごうとした腕うでごと吹き飛ばす勢いで、舞まい佳かの脚あしが振るわれる。

「…………ほろびちゃえ」

　コトリの呪のろいに籠こめられた力が金かな縛しばりの粋わくを超え、妖よう怪かいの命を削けずる。

「消え失うせるが良いっ！」

　そしてサキの爪つめが雪ゆき女おんなの白い喉のどをえぐろうと──っていやいやいや待て待て待て。

　リンチに近い目に遭あっている美雪みゆきさんを流石さすがに見過ごせず、俺おれは飛び出してサキ達を止めた。

「ちょっと待てお前ら、やり過ぎだやり過ぎっ！　美雪さんは殺さないように加減してくれてたってのに、何でこっちだけは本気で殺しにかかってるんだよ！」

「そう言われても、相手は妖よう怪かいじゃからのう」

「グシャっとやりたいー！」

「…………ひごろの、うらみ」

「どうせ実際に消えることはないですし……」

「本当にいい性格してんなお前ら！」

　ようやく得え物ものを下ろした伝でん鬼き達に安堵あんどし、俺は美雪さんの元へ走った。

　膝ひざをついた彼女は先程までの無敵に近い姿が見る影もなかった。雪女独特の和装はあちこちが破れ、白い肌はだには幾いく重えにも赤い傷きず痕あとが走っている。酷ひどい有様だった。

「すいません美雪さん、まさかこんなことになるなんて……大だい丈じよ夫うぶですか？」

「……平気ですわ。私も妖よう怪かいです、この程度はすぐに癒いやせますから」

　痛々しい傷痕が見る間に治っていく。だからと言って痛みがないわけではないだろうに。

　思わず肩かたに添そえた俺の手を柔やわらかく摑つかみ、美雪さんは囁ささやいた。

「それに……こちらこそ、申し訳ありません」

「え……ぐがっ!?」

「出雲いずもっ！」

　瞬まばたきする間もなく、美雪さんの白い腕うでが俺の喉のどを締しめ上げていた。同時に胸には鋭するどい氷の刃やいばが突つきつけられている。その上雪女の体から溢あふれ出る冷気で、触ふれ合った部分から体が凍こおりついていくのを感じる。

「このようなことは私も望んでいません。しかし必要とあらば……」

「があっ……美雪さん……」

　強い口くち調ようで言いながらも美雪さんの腕うでは細かく震ふるえていた。

　やっぱりこの人は知り合いの俺を殺す事を恐おそれている。しかしそれでもやろうとしているからこそ腕が震えているのだろう。つまり、今度こそは本気かもしれないのか？

「人間相手にそのような手を使うとは、妖怪の誇ほこりはどうしたのじゃっ！」

「もはや貴女あなた達に関係のある話ではありません。……八や坂さかさん、わかりますよね。貴方の命は私が握にぎっています。悲しい結末は互たがいに望む所ではないでしょう、さあ手帳を捨てて、私達を選んでください」

「ぅ、ぁ……」

　恐ろしい勢いで冷えていく体。気づけば皮ひ膚ふの表面は全すべて薄うすく凍こおりつき、もはや指一本動かせそうになかった。

　何とか説得しようにも口が動いてくれない。まともに喋しやべることすらできないのだ。

　―─あれ、これちょっとまずくないか。

「美雪みゆきさん……うご……うごけ……な……」

「たった数日前に始めた伝でん鬼きの編へん纂さんに、命を捨てる程の執しゆう着ちやくがある筈はずもないでしょう？　さあ八や坂さかさん、お願いします」

　捨てるも捨てないも身動きが取れない。冷え切った頭から意識が徐じよ々じよに遠のいていく。

「……強ごう情じようですね。私にあなたは殺せないと、そう思っているのですか」

「ち……が……」

　必死に体を動かそうとするのを誤解したらしく、静かな怒いかりを示す美雪さん。まさかこんな理由で殺されるって、そんな馬鹿なことがあるかよ。

　必死に視線をめぐらせ、険けわしい表情で俺おれを見つめるサキと目を合わせた。

　──頼む、助けてくれ、サキ。

　祈いのるような俺の視線が伝わったか、サキは大きく頷うなずいた。

「……殺せるものなら、殺すが良い」

　違うっ、何を言い出してんだサキ！

　愕がく然ぜんとした俺を尻しり目めに、二人が睨にらみ合う。

「……どういう、意味ですか。先ほど伝鬼の一体が邪じや魔まをしなければ、私は八坂さんを殺していました。できないなどと思っているわけではないでしょう」

「そのつもりもなかったのに撃うってしまった一いち撃げきが一体なんだと言うんじゃ。……のう、雪ゆき女おんな。妾わらわはお主ぬしの気持ちが少しはわかるつもりじゃ」

「なっ……伝鬼に、妖よう怪かいの何がっ」

「都市伝鬼は人間に忘れられれば消える。妖怪も、忘れられれば消える。それはどちらも変わらない。同じなのだと、そう言っておったな、雪女。……その通りじゃ。妾は何度も見てきた。消える伝鬼の姿。そして、消える妖怪の姿を」

「だから、なんだと……」

　がたがたと、美雪さんの体が強く震ふるえる。冷気が振りまかれ、余計に寒さが強まっていく。

「本を開けばそこに居る。しかし、人はいつだって新しい書物を求める。最新の情報を望む。一度編へん纂さんされた結果から、人々のよく知るものだけが選び出され、新たな本が作られ──人間はそれしか読まなくなる。伝えられなくなる」

「…………」

「先代の編纂者が亡くなって、優に百年。妖怪も、もはや限界なんじゃろう」

　先代って誰なんだよ。そう聞き返す言葉が口から出てこない。

　ちゃんと考えようにも、凍こおりかけた頭はまともに働いてくれない。

「え、じゃあ妖よう怪かいも……」

「…………もう、きえそう？」

　二人の声に頷うなずき、サキは続ける。

「だから出雲いずもを求めたんじゃろう？　新しい妖怪の編へん纂さん者なくして、もはや妖怪の存在は維持できぬと、そう考えて。……最後の希望を、殺せるかのう」

「……私は、私は……」

　意識が遠のいていく。もう限界だ、誰か助けてくれ──。

「うう……うううう……」

　そんな思いが伝わったのかどうなのか。美雪みゆきさんはついに氷の刃やいばを取り落とし、俺おれを放してくれた。同時に雪山の幻げん影えいが消え失うせ、周囲が見慣れたアパートに戻る。

「私は、私はどうしても妖怪の未来を……」

「妾わらわ達も同じじゃ。伝でん鬼きの未来を出雲に懸かけておる。すまんが、譲ゆずることは……む、出雲？」

「あれ、出雲君……凍こおってない？」

「……いずも、かちかち」

「ちょっと、これ冗じよう談だんになってませんよ!?　先せん輩ぱい、先輩ー！」

　早く、助けて……。










　熱湯を浴びせられるという冗じよう談だんのような解かい凍とう法が無事に機能し、何とか体は動くようになってくれた。びしょ濡ぬれのままで座り込む俺を伝鬼達と美雪さんが囲んでいる。

「本当に申し訳ありませんでした。八坂さんをこんな目にあわせるつもりは、本当になかったんです」

「…………」

「…………」

　頭を下げる美雪さんに伝鬼達が微びみ妙ような視線を送っている。自分は妖怪だと強がっていたが、彼女達妖怪も伝鬼と同じかそれ以上の危機に瀕ひんしていたのだ。

「どうするのじゃ、出雲。雪ゆき女おんなには世話になっていると言っておったな。彼女の為ために妾達を諦あきらめるとしても……恨うらみはせぬぞ」

　悔くやしさを必死に押し殺した表情で尋たずねて来るサキ。

「伝鬼の編へん纂さんはやめないから、そんな顔をするな。ってかもう……美雪さん、そういう事情なら最初に言ってくださいよ……」

　全すべての事情を聞いて、俺はもうすっかり気が抜けていた。まさか妖怪も伝鬼も揃そろって編纂者を求めているとは思わず、無む駄だにややこしく考えていたのだ。

　実際には恐おそろしいほど単純な話だったというのに。

　俺おれは手帳を取り出し、開いたページに文字を記していった。

「で、雪ゆき女おんなですよね。山に住むとされる美しい女の妖よう怪かい。山の禁きん忌きを象しよう徴ちようし、各地に多種多様な伝承がある、と。細かい部分は物凄すごい量があるでしょうから時間をかけて調べておきます」

「八や坂さかさん、伝でん鬼きの編へん纂さんをなさるのでは……？」

　呆ほうけたような表情で俺おれを見つめる美雪みゆきさん。サキ達も訝いぶかしげな視線を向けてくる。

「教授は四年ぐらいかけて編纂しろって言ってたんですけど、都市伝鬼だけを集めるには時間が長すぎると思ってたんですよ。だから丁ちよ度うど良いって訳じゃないですけど、妖怪もその他ほかの怪かい奇きも、全部一いつ緒しよに編纂しますよ」

「……なに？」

「あー、出雲君はそうしちゃうのか……」

「化け物に目がない先せん輩ぱいですからねえ」

「お前ら本当に妖怪嫌ぎらいだな……しょうがないだろ、困ってるのを放っておけないし。別にどっちもないがしろにはしないからさ、勘かん弁べんしてくれ」

　妖怪と一緒に編纂されるというのがそんなに納得がいかないのか、伝鬼達は何とも嫌いやそうな表情を見せていた。これで無事解決じゃないか、他ほかにどうしろってんだよ。

「……いいんですか、八坂さん？」

「いいも何も、こっちが聞きたいぐらいですよ。片かた手て間まとは言いませんが、妖怪だけの編纂をするわけじゃないんです。それでも俺が書くことを許してくれますか？」

「……はい。私の全すべてを八坂さんにお任せします」

　美雪さんは本当に嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。余りにも綺麗きれいな笑顔に吸い込まれそうな錯さつ覚かくを覚える。無意識に彼女に伸のばしかけていた手に気づき、慌あわてて抑おさえた。

「まあ、出雲いずもらしいかの。妾わらわは構わぬが……」

「……いやサキ、全然構わないって顔してないぞ」

　渋じゆう面めんを浮かべて俺を睨にらむサキ。サキに睨まれるのは初めての体験かもしれない。そんなに妖怪と一いつ緒しよにされるのが嫌いやなのか。美雪さんの方は別に良いって言ってくれてるのに。

「なんだかよくわからぬが、とにかく気に入らぬのじゃ。妖怪なんぞにほだされて、デレデレしおって。出雲がそんな男だとは思っておらんかった」

　そんなにも妖怪が嫌いか。そう言いかけた俺の裾すそをコトリが摑つかんだ。

「…………いずも、うわきもの」

　浮気って、伝鬼から妖怪にか？　いや、俺にそんなつもりはないぞ。

　俺はずっと伝鬼一筋──では、なくなったのか。

「……その、ごめんなさい」

　結局、返す言葉もないのだった。

「しかし古き妖よう怪かいの件はどうするつもりじゃ。雪ゆき女おんなの言うこと、そう間違ってはおらぬ。人がそれほど多くの妖怪を胸に留とどめておけるほど、妾わらわ達に興味を持っているとは思えぬぞ」

「俺おれはそうでもないと思う。人間って、もっと怖こわい話に興味があるもんだよ」

「その根こん拠きよは？」

「俺だよ──────駄だ目めか？」

「…………いや、駄目かと言われるとのう」

　複雑な表情で顔を見合わせる化け物の方々。そんな顔すんなって。

「それにほら、俺が編へん纂さんした本が凄すごく面白ければ、その分だけ真しん剣けんに読んでくれるわけだろ。皆も協力してくれよ。今までになかった、誰でも読みたがるような凄い本にしようぜ」

　それこそ百年二百年、ずっと不安に思わなくて良いぐらいの本を作ってやる。そう考えると、何だか燃えてくるじゃないか。

「……そうじゃな。精せい々ぜい出雲いずもを驚かせて、良く書いてもらうとするかのう」

「そうですね、私も、妖怪の為ために八や坂さかさんの力になれるのなら」

「いや、先せん輩ぱい、それはちょっと人任せなんじゃないかと……」

　折せつ角かくいい流れなんだから黙だまってろ、舞まい佳か。

「全員で努力して、全員で生き残ろうと言うのなら……そう悪くはなかろう」

「そうですわね」

　言って、サキと美雪みゆきさんが視線を合わせた。握あく手しゆをしたわけでもないけど、仲直りかな。

「よし。…………ああ、疲れた。丸く収まって良かったよ」

「うむ、それは良かったんじゃが、出雲いずも。まずはやらねばならぬことがあろう」

「何だよ、やることって？」

　脱だつ力りよくした俺に向けて重々しく頷うなずき、サキは言った。

「少々派は手でに争ったからのう。その、出雲の部屋が……」

　言われて見てみると、俺の部屋が何やら酷ひどいことになっていた。まず全体に雪解け水がしたたっている。そして氷の塊かたまりがぶつけられた後だろう、壁紙のあちこちに小さな穴が開いている。床ゆかや家具には尖とがった物が突つき刺ささったと思われる大穴が開いているし、コトリがハコを置いて休んでいたタンスは横倒しに倒れている。ベッドも足が一本折れていた。

　外を見ると、庭はもっと酷い。特にあの氷柱つららの雨が突き刺さった場所は爆ばく発はつでもあったのかという有様だった。

「うわー、荒れ放題だね」

「…………おそうじ、しないと」

　自分の居場所が壊こわされたからだろう、ベド子とコトリが率そつ先せんして片づけを始めた。

　サキも台所の整理を始めている。

　このままじゃ今晩寝る場所もない。俺も急いで参加しないとまずい。

「私のせいで……本当に申し訳ありません」

「いえ、誰のせいでもないですから、気にしないで……。でも、手伝って行ってもらえます？」

「はい、任せてください」

　真しん剣けんな表情で頷うなずく美雪みゆきさん。そうだな、これはちょっと洒落しやれになってない。

「先せん輩ぱい、私は帰っていいですかね？」

「黙だまれ最大戦力。舞まい佳かの力なしにこの部屋が居住空間に戻ると思うか」

「そう言われましても……はあ、しょうがないですね」

　妖よう怪かいと伝でん鬼き、そして人間の記念すべき最初の共同作業は、日付が変わっても終わることはなかったのだった。
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「そういう訳で、伝でん鬼きと一いつ緒しよに妖よう怪かいやそれ以外の怪かい奇き譚たんも編へん纂さんすることになりました。どれも手を抜くつもりはないので、やらせてもらえませんか？」

「私からもお願いします、お父とう様。どうか八や坂さかさんを認めてください」

「いやいや、二人ともそんなに頭を下げることはないよ。……なんだかこうしていると娘むすめを嫁よめにやるような気分になってくるね」

「お、お父様！」

「冗じよう談だん言ってる場合じゃないんですよ、教授……」

　翌日の放課後、犬いぬ飼かい研究室。何やら疲れた様子の犬飼教授と、ダメージが抜けていない美雪みゆきさん、そして間違いなく疲労困こん憊ぱいの俺とおれいう三人が顔をあわせていた。

「まあ、やっぱりそうなったか、というのが本音だね。予想よりは早かったけど、逆に言えば期き待たい以上だ。流石さすがは出雲いずも君だよ」

「期待って……教授、どういう事ですか？　いえ、まず俺に伝鬼の編纂を任せたのはどういう意図だったんです？　そもそも教授って何者なんですか？　あなたは全部知ってて俺に──」

「落ち着きなさい、出雲君」

　摑つかみかかるような勢いで尋たずねた俺の肩かたに手を置き、教授は思し慮りよ深ぶかい声を響かせた。

「その質問に答えることはできる。しかし僕ぼくの意図の全すべてを知るには……君はまだ若過ぎる。そして人間には知るべきでないことも、世界には数多くあるんだ。わかるだろう？」

「それは、そうですけど…………いや、ちょっと待ってください」

　真しん剣けんな表情で言う教授に一いつ瞬しゆん流されそうになったのだが、すぐに気がついた。

　元々の原因は全すべてあなたにあるんでしょうが。

「知るべきではないことに人を巻き込んでおいて、よくそれだけ言いますね、教授」

「まあまあ、先に話しておこうがおくまいが君にとって編纂者になるのは望む所だったろう？僕としてはちょっとした誕たん生じよ日うびプレゼントのつもりだったんだけどね」

「本当に申し訳ありません、こんなお父様で……」

　恨うらめしさを込めて呟つぶやいた俺に笑いかける教授は、どこまでも普段通りの様子だった。ひたすら頭を下げる美雪さんが唯一の慰なぐさめだ。

「しかし一つだけ疑問に答えておこうか。君が伝鬼以外にも全ての怪奇を編纂しようと言うのなら、是ぜ非ひ僕についても書き留とめておいてもらいたい。丁ちよ度うど今日きようは──そう、満月でもある」

　言って、教授はゆっくりと研究室のカーテンを開いた。雲一つない午後の青空に薄うすく見える満月。まるでそれを摑み取るように手をかざし──その手が、膨ふくれ上がった。

　蒼あおい動物の毛が伸のび出して、巨きよ大だい化した教授の手を覆おおう。連なるように腕うでが、そして上半身が膨ふくれ上がり、圧力に耐えかねたスーツと白衣のボタンが弾はじけ飛んだ。

「ぐううううううううう……」

　教授の喉のどから漏もれる唸うなり声に獣けものの部分が混じる。上半身から下半身へ、獣への変異が進んでいく。同時に教授の温和な相そう貌ぼうが歪ゆがみ、まるで狼おおかみのような──いや、正しくまさ狼そのものへと変へん貌ぼうを遂とげた。

「ウウウウオオオオオオオオオオオンンンンッ[image: ]」

　誰かが様子を見に来るんじゃないかと心配をしてしまうほどに強きよう烈れつな、それは狼の咆ほう哮こう。

　ここに居るのは間違いなく人じん外がいの存在。満月の光を浴びて変ずる、狼男だった。

「……と、これが僕ぼくの一面だ。記録しておいてくれるかな？」

「は……はい。わかりました……」

　聞こえてくる声はいつも通りの犬いぬ飼かい教授で、殺気を振りまいていた美雪みゆきさん程の圧迫感はない。だというのに、信じられないぐらい腕うでが震ふるえる。片手では読める文字すら書けそうになく、俺おれは一本のペンを両腕で支えて必死に狼男を書き記しるした。

「お父とう様、またそんなことでスーツを駄だ目めにして……お母かあ様に怒おこられてしまいますわ」

「いやいや、大だい丈じよ夫うぶだよ。久ひさ方かた振りに現れた編へん纂さん者だ。多少は良い所を見せてもいいだろう。母さんもわかってくれるよ」

　その会話に随ずい分ぶんと今いま更さらな納得が生まれた。

「ああ、そうなんですか。美雪さんがお母さん似っていうのは……」

「ええ。お母様は私と同じ雪ゆき女おんななんです」

　顎あごが震えて上う手まく舌したが回らない俺に苦笑し、美雪さんは言った。

　雪女と狼男のラブロマンス。有りそうな無さそうな。山に住む者同士ということだろうか。

「しかし出雲いずも君、僕の姿には余り驚いていないようだね」

「凄すごく驚いてますが……足りませんかね？」

　驚いているというより怯おびえが先に立つ気分なのだが、一応驚いてはいるつもりだ。

　しかし教授は納得していない様子で、どこか残念そうに肩かたを落とした。

「その辺りを含めた編纂者の素直な感想も大切な部分だからね、仕方がないか」

「本人のリクエストは可能な範はん囲いで聞く形で編纂してるので、何かあれば追記しておきますが」

「へえ……それはいいじゃないか。なら出雲君、僕はこう見えてそれなりに長く生きてるんだ。折せつ角かくだから武ぶ勇ゆう伝でんの一つ位は書いておいてもらえるかな」

「長く生きてそうにしか見えませんが……はい、是ぜ非ひ聞かせてください」

　俺の言葉に大きく頷うなずく教授。

　表情のわからない狼の相そう貌ぼうが、不思議と得意げな笑みを浮かべているように見えた。

「では──『私の出会った狼男。彼は過去に主しゆ神しんすらも一飲みにした偉大な狼の神であった』と書いておいてくれるかな……ああ、これは少し格好をつけすぎか。どう思う、美雪？」

「お父様のお好きになさってください」

「…………は？」

　ちょっとした自じ慢まん話でもするように語る教授と、全すべてを諦あきらめたような表情で言う美雪さん。二人の間に挟はさまれて、俺おれの意識は凄すさまじい勢いで空転していた。

　主神？　主神を食った狼おおかみ？　北ほく欧おう神話か？　民俗学の範はん囲いに収まる話じゃないぞ、それは。

　教授はどういうつもりなんだ、比ひ喩ゆ的な表現か、それとも謎なぞかけか？　もしもそうでなければ──主神オーディンを食い殺したフェンリル、その本人だと？

「うん、僕ぼくがその狼おおかみだ。結婚して随ずい分ぶん丸くなってね、これでも今の自分は気に入っているよ」

　当たり前のように俺おれの考えを読み取って、教授は言った。

　いや、いいのか。この人を普通に教授って呼んでていいのか、俺は。

「八や坂さかさんを認めさせる為ために京きよ都うとで一体どれだけの怪かい奇きに爪つめを振るったか、今回は聞かないでおきますわ」

「ははは、理解の悪い妖よう怪かいと話し合いの場を持った程度だよ」

「あ……あ、なた……が……」

　朗ほがらかに笑う本物の神を前に、俺の喉のどは引きつった音を立てた。

　だってそんな、冗じよう談だんだろ。この人にずっと憧あこがれて、一年間も普通に師事してたんだぞ。

「噓うそだ、噓だ……噓だあああああああああああっ!!」

「はははははは、グハハハハハハッ！」

「ああもう、お父とう様は……これだから研究室に生徒が入らないんですよ」

　ついに叫さけび声を上げた俺を見て、日に本ほんが誇ほこる偉大な民俗学者は獣けものの笑い声を上げたのだった。










　その内に知り合いを色々と紹しよう介かいするよ、と牙きばを見せて微笑ほほえんだ教授に背筋を冷やしながらも、俺は研究室をお暇いとました。何度も頭を下げる美雪さんには逆に申し訳ないぐらいの気持ちである。

　そうして今回の件が一応の解決を見ても、我が家の惨さん状じように変わりはない。帰り着いたアパートの部屋は大家に見られたら何と言われるかと戦せん々せん恐きよう々きようとしてしまうような有様だった。

　外から見ても扉とびらが若じやつ干かんでこぼことしているし、窓にも氷の飛礫つぶてが当たった痕あとがしっかりと残っている。一人で戦争をしていたと言った方が理解が早そうだ。

「はあ……ただいまー」

「出雲いずも、よく帰った。妖よう怪かい達とは話がついたか？」

　ひょっこりと姿を見せたのはサキだけだった。美雪さんと伝でん鬼き達が大暴れしたせいで荒れに荒れた部屋だが、俺おれ達たちの徹てつ夜やの努力と、恐おそらくは昼間のサキの奮ふん闘とうにより、幾いくらかは見られる状態にまで戻っている。壊こわれた家具は教授に請求していいものだろうか、一方的に被害者というわけでもないので何とも難しい。

「とりあえず美雪さんの方は何とかなりそうだ。教授は……えっと、あの人はもうどうすればいいんだろうな？」

「さてな。妾わらわ程度の伝でん鬼きにはあのような存在の意思を推おし測はかることはできぬ。じゃが、確かに出雲いずもは認められた。それが特別なことであるとわかっておればよかろう」

「あの人に認められても面倒しかないような気がするんだけどな……」

「本来なら誇ほこるべきことなんじゃぞ？　まあ仮に面倒であったとしても、それこそを楽しむのが人の生き方じゃ。妾はそう思うぞ」

「サキまで教授みたいなこと言うなよ」

　ぼやいた俺おれに微笑ほほえみ、サキは無事だったコンロへ薬缶やかんをかけた。

「んで、他ほかの二人はどうしたんだ？　まだ寝てるのか？」

「ベド子もコトリも、妖よう怪かいに負けてなるものかと仕事に出ておるわ。出雲いずもが妖怪にかまけている間に、少しでも伝鬼を広めねばならぬからな」

「…………そうか、そりゃご苦労さんだな」

　サキの言葉には微びみ妙ような棘とげがあった。そんなに妖怪が嫌きらいなんだろうか。

　いや、もしかすると、少しぐらいは嫉妬しつとの気持ちが混ざってるのかもしれない。俺にはわからないが、そうだったら嬉うれしいと思う。

　とにかく話を変えることにして、俺は小さな疑問をサキに向けた。

「じゃあさ、サキはどうして家に残ってるんだ？　今までも昼間は家に居たみたいだけど、ムラサキカガミとしての仕事が全くできない訳じゃないんだろ？」

「……それは、そうじゃがな」

　優しくて面倒見のいいムラサキカガミ、サキ。俺がそう決めてしまった存在だ。

　しかし今ならわかる。サキは最初から優しいサキのままで、俺は単にそれを確認して、冷れい徹てつな伝でん鬼きとしての部分を薄うすめたに過ぎない。元から人間を殺す力のないサキだ、結局は今と昔でほとんど差がない筈はずなのだ。

「…………」

「……悪い、なんか言いにくいこと聞いたか？　それなら、別に答えなくていいからな」

　俺はサキが迎えてくれるのを嬉うれしいことだと思っているし。そう続けようとした俺の機き先せんを制し、サキが呟つぶやいた。

「……おらぬのじゃ、妾わらわを呼ぶ相手が」

「……え？」

　思わぬ言葉に、一いつ瞬しゆん返事ができなかった。

　居ない？　ムラサキカガミが、襲おそう相手が居ないって言うのか？

「そんなことないだろ、ムラサキカガミだぞムラサキカガミ。知名度で言えば相当のお前が、何で誰にも呼ばれないんだよ。今日きようが二十歳はたちの誕たん生じよ日うびの人間なんて沢たく山さん居るだろ？」

　俺の言葉に苦笑し、サキはどこか寂さびしげに言う。

「確かにその条件に合う人間は数多くおる。しかしな出雲いずも、考えてもみよ。祝うべき二十歳はたちの誕たん生じよ日うびに、ムラサキカガミのことをしっかりと思い出して誰も居ない鏡の前に立つ人間。そんな者がどれだけ居ると言うのじゃ？」

「それは……」

　俺おれにはまだ訪れていない、成人するその日。想像することしかできないけれど、きっと家族や友人と共に祝うのだろうと思っていた。両親と共に酒を口にしたいと思うし、大いに騒さわぐべきなんだろう。そんな日に誰も居ない場所で、数度耳にしたことがある程度の都市伝説を心から思い浮かべて鏡の前に立つ。そんなタイミングというのは果たしてあるだろうか。

「ムラサキカガミは、妾わらわは確かに多くの人間に知られておる。されど妾が力を振るう機会など、今の時代にはほとんどありはせぬ」

　小さくため息をつき、サキは悲しげに言った。

「のう出雲、妾は例え編へん纂さんされたところで、さほど変わりはせぬのじゃ。妾は伝えられた人間を誰彼構わず襲おそえるような伝でん鬼きではない。数年、数十年に一度、人間を少しだけ驚かせて溜りゆう飲いんを下げる。妾の存在はその程度のものなのじゃ」

　泣き笑いのような表情で、サキは本当の自分を告げた。

「サキ……」

「だからこそ、出雲に伝鬼の未来を託たくしたい。他ほかの伝鬼たちには人と共にある未来を過ごして欲しい。ただ存在するだけで何の意味もない、妾のような伝鬼にはなって欲しくないと──」

「……俺を襲えよ」

「──出雲？」

　サキの目に微かすかに浮かぶ涙なみだを見た瞬しゆん間かんに、俺は口を開いていた。

「俺を襲えばいいだろ。だってサキ、想像してみろよ、四年後、二十歳の誕生日、俺はどうしてると思う？」

「……多くの伝鬼と妖よう怪かいが集まり、出雲を祝っておるのではないか？」

「そんな訳があるか」

　俺は大きく首を振った。何の考えもなく、闇やみ雲くもに言葉を連ねる。

「その時はもう編纂の結果を教授に提出する直前だ。他ほかの奴やつに構ってる暇ひまなんてない、必死になって文字を書いてる所だ。邪じや魔まをするなーとか言って、誰も居ない部屋に一人でな」

「…………出雲」

　目を見開くサキを見つめ、俺は続けた。

「それで俺は一息入れようとして洗面所に行くんだ。そして鏡の前で顔を洗いながら何を考えてると思う？　間違いなく、頭の中はムラサキカガミのことで一杯だ」

　まるで数日前の焼き直しのようなそれは、さっき曖あい昧まいに想像した光景よりもずっとありえそうな未来だった。

「そしたらさ、もう一度俺おれを襲おそってくれよ。十六歳さいの俺を間違えて襲ったムラサキカガミじゃない。本気で全力のお前をちゃんと体験して、思う存分驚かされたら……そしたら、その体験が最後の一ページだ」

「…………」

　ぽかんとしたサキと視線を合わせる。多分俺の頰ほおは見ている方が恥はずかしい位に赤く染まっているんだろうが、そんなのは知ったことか。

「妖よう怪かいの存在も伝でん鬼きの未来も、俺が何とかしてやる。だからサキ、四年間俺に付き合ってくれ。今度こそ俺は正しい形でサキを呼んで、お前が心から満足するぐらいにビックリしてやるから」

「…………ふ、ふふふ」

　小さな笑い声と共にサキの表情がゆっくりと緩ゆるむ。つられるように俺も笑みを浮かべていた。

「はははははっ、何じゃそれは。出雲いずも一人を襲うのに四年をかけろと申すか」

「……四年は長いか？」

「長いのう。本当に長い。全く、伝鬼はそれほど気が長くはないのじゃぞ」

　呆あきれたように、そして俺の勘かん違ちがいでなければ、確かに嬉うれしそうに微笑ほほえんで、サキは言った。

「しかし、元よりそのつもりじゃ。出雲がやり遂とげる日まで付き合ってやろうぞ。その末に妾わらわの本当の力を見せる機会があるのなら──それもまた、悪くはないの」

「……ありがとう、サキ」

「礼など要いらぬ。全く、妙みような言い方をしおって。まるで口く説どかれておるような気分じゃった」

「………………お前なあ」

　平然とした顔をして言うサキに、俺に説教をする舞まい佳かの気持ちがわかる気がした。

　なるほど、これは確かに気に入らない。

「サキってさ、男心ってのが全然わかってないよな」

「む、どういう意味じゃ。何を笑っておる」

「何でもねーよ、全く」

　口説かれてるってわかっても、そういうのは口に出して言うもんじゃないだろうが。

「…………」

「…………」

　自然と口をつぐんだ俺とサキ。しかしそれは決して悪い沈ちん黙もくではなかったと思う。

　と、そんな空気を破って、薬缶やかんの湯が沸いたことを知らせる音が高らかに響いた。

「おっ」

「む……」

　あの日のように見つめあい、揃そろって一いつ瞬しゆん停止し、次の瞬しゆん間かんサキが立ち上がった。

「では茶を淹いれよう。熱くして構わぬな？」

「ああ、任せるよ」

　台所に向かうサキを見送り、俺おれは床ゆかに体を横たえた。

　今から考えると滅め茶ちや苦く茶ちや恥はずかしいことを言っていた気がする。やばい、思い出すだけで身み悶もだえしそうになる。

「落ち着け。相手はサキだ。いや、サキだから問題なんだけど、だってサキだし、平気だ」

　自分でも何を言っているのかさっぱりわからない。

　じたばたと頭を抱かかえた俺の視界に──ありえないはずのものが映った。

「なんで居るんだ、ベド子……？」

　傾いたベッドの下で爛らん々らんと目を光らせる、斧おのを握にぎった女の姿。

「知らないかな、出雲いずも君。斧おの女おんなっていうのは、良い雰ふん囲い気きの男女の所によく現れるんだよ？」

「いや、そこは空気読んどけよ。……っていうかいつから居たんだよ」

「そりゃ最初からここに居たよ。ほら、コトリちゃんもそっちに居るし」

　言われて見ると、普段のタンスの端はし、その奥のさらに隅すみにしっかりとコトリバコが置かれていた。

　気づいた直後、人形のような少女がふわりと現れて微笑ほほえむ。

「…………らぶらぶ」

　こいつら、本当にずっと見てやがったのか。

「お前らな……うわっ!?」

　起き上がった俺の視界を横切り、窓の外を女が落下した。久々で思わず驚いてしまった。

　同時に鞄かばんの中で携帯が鳴り出し、すぐさま自動で応答しハンズフリーに切り替わる。

『私、メリーさん。そろそろまた出たいんだけど、いいー？』

『っていうか私との約束どうなるんですか、先せん輩ぱいー？　ある意味すっぽかされたような感じなんですけどー？』

『振られればよかったのに』

「舞まい佳かとメリーさん、ヨカも一いつ緒しよに居るのか？　ああもういい、今からうちに来いよ」

「ぬおっ、出雲、また生なま首くびが出おったぞ！　茶菓子が出せん！」

「客が増えたからどうせ足りない！　買いに行くぞ！」

　立ち上がって窓の外に目をやると、こんな季節にも関わらず、ちらほらと雪が舞っていた。遠くからは犬の遠とお吠ぼえのような声が聞こえてくる。……いや、こんな迫力のある吼ほえ声は犬には出せない。きっとこれは狼おおかみのそれだ。

「……なんと言うか、思った以上に溢あふれてるもんだな、本物の伝説って」

「もはや出雲もその一角じゃ。諦あきらめよ」

　微笑ほほえんで言ったサキに、俺も笑顔を返した。

　諦める？　何の冗じよう談だんだ。

「諦めるあきらも何も……大歓迎だよ。知ってるだろ、俺おれは伝説も伝でん鬼きも、妖よう怪かいも幽ゆう霊れいも化け物も、それを生み出した人間も──全部大好きなんだ」




　この町にはもっともっと多くの伝鬼がいる。

　この世界には、俺達がまだ知らない存在が溢あふれている。

　だからこそ、この話を聞いたあなたのことを彼らは必ず見つけ出す。

　そして嬉き々きとして驚かそうとやって来るに違いないのだ。




　誰よりも人間に近く、最も新しい伝説。

　あなたの街にもきっと居る、これはそんな都市伝鬼の話だ。
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　　　あとがき




　これは私が配達業のアルバイトをしていた頃の話です。

　それは少し肌はだ寒ざむい冬の日。時刻は夜の十時を過ぎており、町は暗くら闇やみに包まれていました。届け先は新築の綺麗きれいなマンション、エレベーターは使用者の居ない時間は一時的に電源が切られ、ボタンを押すと電源と共に内部を確認する監かん視しカメラまで起動するという最新型。お金持ちは羨うらやましいな、などと思いながら荷物を抱かかえ直し、スイッチを入れました。すぐさまエレベーターは起動し、内部の監視カメラの映像がエレベーター前にあるモニターに映し出されます。それを見て、私は少し驚きました。そこには人が乗っていたのです。電源が切れていたはずのエレベーターに、どうして？　疑問ではありましたが、タイミングが同じだったのかと考え、降りる方の邪じや魔まにならないよう脇に立ってエレベーターを待ちました。そしてエレベーターが到着し、扉が開き──しかし、誰も降りてはきません。そっと中を見てみると誰も乗っていないのです。まさか、途とち中ゆうで降りた？　疑問符ふを重ねながらエレベーターに乗り込み、脇にあるボタンから六階のスイッチを押して、私はドアの方に向き直りました。そして──




　―─閉じていくドアの隙すき間まから、血走った瞳ひとみでこちらを睨にらみつける女と、目が合いました。

　以上、全すべて仕事中に考えていた作り話です。




　はじめまして、聴き猫ねこ芝しば居いです。

　ここまで『あなたの街の都市伝でん鬼き！』を読んでくださって、本当にありがとうございます。

　このお話は、読んだ方に少しでも楽しんで頂けたらと、それだけを思って書いたものです。皆さんに伝えたいことは本文が全すべてです。そこで最後まで読んでくださる方に少しでも何かを、ということでこんな形のあとがきとなりました。

　あとがき冒ぼう頭とうの話を読んで、どのように思われたでしょうか。もしも『しばらくはエレベーターに乗れないじゃないか！』という方がいらっしゃるのであれば、どうぞご安心を。きっとこちらを睨にらんでいた女性はよく見ると可愛かわいい女の子で、びっくりする姿を見て大笑いした後、一いつ緒しよにエレベーターに乗って届け先まで向かってくれるでしょうから。

　そんなことはありえないでしょうか？

　でもこの本を最後まで読んだ後のあなたなら、そんな子も居るかなと、そう思ってくださるのではないでしょうか。

　そしてそんな風ふうに考えると、毎日が少しだけ楽しく過ごせると思いませんか？

　この本があなたの一日を少しでも楽しくできたのなら、私にとってそれ以上に嬉うれしいことはありません。

　本当です。本当なんですよ？

　最後に私事になりますが、この場をお借りして謝辞を。

　拙せつ作さくを評価してくださった選考委員の皆さん、本当にありがとうございます。裏切ることのないよう努力を続ける所存です。

　また、素しろ人うとそのものの私に道を示してくださった、担たん当とう編集の黒くろ崎さきさん、清きよ瀬せさん。何度もご迷めい惑わくをおかけして本当に申し訳ありません。今後もお手間をおかけするとは思うのですが、どうぞよろしくお願いします。

　素敵なイラストを描いてくださったうらび先生。見れば見る程に自分の中の世界が広がっていくようで、本当に感動しています。ありがとうございます。

　その他の方々も。神か奈な川がわの海の人、結果こんなことになっちゃいましたよ。福ふく岡おかの牧まき瀬せとその仲間達、とりあえず集まってゲームしようか。香川かがわの渡わた辺なべ達と、三み重えの優ゆ奈なさん他ほか、ケーキと肉の食べ放題に早く行こう。

　そしてこれを読んでくださっているでしょうか、某ぼう所しよで拙作を読んでくださった方々、感想を書いてくださった皆さん。私はあなた方に育てられました。本当にありがとうございます。

　最後になりましたが、この本をここまで読んでくださった読者の方に最大の感謝を送らせて頂きまして、本書の末とさせて頂きたいと思います。

　皆さん、本当にありがとうございました。また機会があれば、どうぞよろしくお願いします。







[image: ]







聴き猫ねこ芝しば居い

←　常世の無常さと己の無力を嘆く著者

１９８６年生まれ。奈良県出身。小説はもちろん活字全般とホラー映画が大好物。自分が読みたい物を読む為に創作活動へ手を出し、気がつけばこうして全米大学対抗川下り選手権大会に出場することになっていた。
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うらび

まだまだ都市伝説にはなれそうもないひきこもり見習いです。

特技はわりと高確率で言ってることとやってることが真逆なことです。
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　都市伝説、というのを知っているだろうか。

　別に内容は何でも良い。口の裂さけた女が通学路に出るだとか、下半身のない女がテケテケと追いかけてくるだとか、ムラサキカガミという言葉を二は十た歳ちまで覚えていると死ぬだとか──まあ、そういう類たぐいの話だ。

　誰だれでも一つぐらいは聞いたことがあるんじゃないかと思う。中には最近まで信じていたとか、今でもちょっと苦手意識があるとか、そんな人も居るかも知れない。

　少なくとも俺はそうだ。恥ずかしながら信じているし、苦手意識もあったりする。

「……トイレに入るだけなのに、どうしてお前は妙な警戒をするんだ。男子トイレを覗のぞく輩やからなど居ないだろうが」

「いや、それを警戒してるわけじゃないけど」

　一いっ緒しょにトイレに入った友人、安あ部べにそう言われるぐらいには苦手意識があった。何か出そうな場所ではついつい周りを気にしてしまうのだ。

「なら何を警戒している。俺がお前の尻しりを狙ねらっているとでも言うのか？」

「そっちも警戒してねえよ！」

「……それは良かった」

「頷うなずくな頷くな！」

　他意はないんだろうが、何か怖い。友人のそんな言葉を、両手を振って打ち消した。

「ほら、学校のトイレって何か出そうだろ。嫌いやな気配が漂ってるというかさ」

「ああ……そういう意味か。そうだな、例えばお前は鏡に背を向けて立っているが、実は鏡の中の自分はこちらを向いたままお前の背中を睨にらみ付けている──とか、そういう話だな」

「あー、聞きたくない聞きたくない聞きたくない！　もし出てきたらどうするんだ！」

「何を言うか。そんなことが……」

　起きるわけがない。そう言おうとしたようだが、安部は複雑な表情で口をつぐんだ。

「ないとも言い切れんな」

「そう思うなら言うなよ」

「本当に起きたなら、それはそれで良いだろう。……そんな顔をするな」

　睨む俺の視線に肩をすくめ、安部はトイレのドアを開いた。

「とにかくもう授業だ。さっさと戻るぞ」

　腹の立つ笑みを浮かべ、安部は先にトイレを出て行った。

　一人残されると、なんとなく後ろの鏡が気になってしまう。怖いからこそ気になってしまうこの心境は、怖い物見たさと呼ぶには幾いくらか臆おく病びょうが過ぎる気持ちだろう。

「……見ないけどな？」

　誰にともなく言い訳をし、鏡から離はなれるように一歩を踏ふみ出す、直前。

　ぽん、と。俺の肩に手が置かれた。

「出雲いずも」

　ついでに呼びかけられた。

　八や坂さか出雲。聞き間違いでなければ俺の名前だ。

　石のように固まったまま数秒間、無視して歩き去るか、それとも振り返るかを考える。どちらを選んでも問題はあるが、最大の問題は俺に選せん択たく肢しが与えられているか否いなかだ。逃げようとしたら足が動かない。ドアが開かない。そういう話もよくある。

　悩んでいると、肩に置かれた手に少し力がこもった。放心した子供を起こすように、ゆらゆらと肩が揺すられる。

「なんじゃ、何な故ぜに膝ひざを震ふるわせておる。妾わらわじゃぞ、出雲」

「あれ……サキ？」

　言われて気付く、聞き慣れた声。体に触ふれる手の大きさにも覚えがある。ムラサキカガミの少女、サキのものだ。

「驚おどろかれるのは悪い気分ではないんじゃが、いい加減に声でわからぬものじゃろうか」

　背中越しに、どことなく寂しげな声。

「違う違う。トイレって声が響ひびくからさ、聞き慣れない声こわ色いろになるんだって」

「むう……とりあえずはそれで納得しておくがのう」

　手違いで襲おそわれてから、サキとは何だかんだで一緒に暮らしているような状態だ。言い訳じゃないが、こんな状態でなければ絶対に気付く。「むしろ呼ばれてもいないのに声が聞こえたような気がする時もあるぐらいだって」

「それも問題じゃぞ？」

　悪い気はせぬがの。そう言って、サキはうんうんと頷いた──と、思う。そんな気配だった。

「出雲、どうしてこちらを向かぬのじゃ」

「いや、なんとなく」

　だって、やっぱり怖いし。

　しかしずっと背中を向けたままで話すのも気まずい。仕方なく振り向く。

「……うん、サキだな」

「当たり前じゃ」

　そこに居たのはちゃんとサキだった。

　俺と目を合わせ微笑ほほえむ、優しげな少女。

　窓から吹き込んだ風でよどんだ空気が流れて、栗くり色いろの髪がゆっくりと揺れた。

「それで、わざわざどうしたんだ？　何か忘れ物でもしてたか？」

「一度はそういう用事で訪れてみたいがのう。そうではない、別の用件じゃ」

「それじゃあ一体？」

　俺の体操服を持って教室までやって来るサキの姿なんかを少し想像しつつ、先を促す。

「実は家に伝でん鬼きが来ておる。今もお主ぬしを待っている故ゆえ、早く帰ってきてくれぬか」

「……そういう用事か」

「すまぬな。出来るのなら、少し人を連れて帰った方が良いかも知れぬ」

　了解了解。俺はぬるぬると鏡に戻っていくサキを見送った。

　ふと気になって、トイレを出る前にもう一度鏡を振り返ってみる。

　俺はちゃんと正面から鏡と向き合っている。

　なのに。




　鏡の中の自分は、まだ俺に背を向けていた。










　人と人とが接する時、その間にはいつだって鬼が居る。何かを呪のろうような、誰かを祝うような気持ちがなくとも、ただ物事を伝え合うだけで鬼は生まれる。

　それが伝鬼──都と市し伝鬼。人の間に噂うわさが伝えられる、ただそれだけを由来にした存在だ。

　曖あい昧まいで不確定な存在だが、それでも折せっ角かくなら長生きして欲しい。色んな人の心に残っていて欲しい。そんな訳で、俺は色々な都市伝説を実体験し、体験談を記した本を作ろうとしていた。










「実体験、なんだよな」

　自宅のドアノブに手をかけて、一人ごちる。

　そう、実体験だ。実際に体験させられるのだ。ちょっと考えてみて欲しい。ドアを開けた向こう側、狭いアパートの一室に化け物が居るとして、一体誰がそのドアを開けたいと思うのだろうか。

「……あの、先輩。一応確認しますけど、いつもそうやって部屋の前で深呼吸をしてるんですか？」

　巻き添えに連れてきた舞まい佳かが言った。

「いや、今日は特別。向こうに伝鬼が居るってわかってるからさ」

「隣となりの私もそーなんですけど」

　確かにこいつも伝鬼、ジェット女──ジェット婆ばばあとは違うと本人は強く主張している──なんだが、そうと知る前から同級生だし、バイト先の後輩でもある。あんまり化け物という感覚はない。

「普ふ段だんも中に居るのはサキさんでしょう。結局伝鬼じゃないですか」

　肩をすくめる舞佳。ポニーテールがゆらゆらと揺れた。

「やめろよ、俺の身近には化け物しか居ないみたいだろ」

「だからそう言ってるんですけど、伝わってませんか？」

「…………」

　否定できる余地はなかった。

　仕方がない。覚悟を決めてドアを開ける。

「出雲、帰ったか」

「おかえりー」

「……いずも」

　部屋の中は思いのほか平和だった。

　テーブルの前に座っているサキ。ベッドの下から顔を出しているベド子。湯飲みを手にぼんやりとこちらを見るコトリ。

「ただいま。伝鬼が居るって聞いてきたんだけど……居ないのか？」

「居るじゃん、ここに三人も」

「お前らじゃなくてさ」

　ベッドの下から斧おのを突き出すベド子──ベッドの下の斧女──に言う。

「とりあえず舞佳、入ってくれ」

「はーい、お邪じゃ魔まします」

「うむ、ゆっくりしていくと良い」

　鷹おう揚ように頷くサキ。

「……サキさん、完かん璧ぺきに部屋の住人ですよね」

「まあいいから、ほら」

　聞かなかったことにして、舞佳の背を押す。

　おかしい所は何もなかった。何かが隠れている気配もなさそうだ。

　と、狭い部屋の中央に据えられたテーブルに近づいて気がついた。

　いつもならサキが片付けているテーブルに紙が一枚置かれている。ついでに、硬貨も一枚。

「紙と……十円玉？」

「うむ。これがお主を訪ねてきた伝鬼じゃ」

　紙と十円玉。これが都市伝鬼だと言われて少し驚いたが、すぐに理解はできた。

　その理由は紙に書かれている内容だ。

　紙に書いてあったのは五十音と数字、『はい』と『いいえ』という二つの単語、そして中央上部には赤い鳥とり居い。

「こっくりさん……か」

「うむ。お主が自分から行わなければ出てこられぬ、受動的な都市伝鬼じゃからな。わざわざ自分で用意をしてきたようじゃ」

　この紙、こっくりさんが自分で書いたのか。




『こっくりさん』

　前述の内容が書かれた紙に十円玉を置き、参加者全員が人差し指をそえる。そして『こっくりさん』を呼び出して質問をすると、どんな内容でも答えてくれる。

　そんな都市伝説だ。

「確かに向こうからこっくりさんをやれって迫ってくるのはおかしいもんな……」

「そういう伝鬼もどっかに居そうだけどねー」

「押しつけがましいな」

　我が道を行くのが伝鬼の特徴だ。そういう奴やつも居そうではある。

　ともあれ、わざわざ向こうからやって来てくれたのに体験しないわけにはいかない。

「それで私も連れてこられたんですか。……まあ、折角なのでやっていきますね」

　テーブルの一角に舞佳が腰を下ろす。

　向かいにはサキが、ベッドに近い一角にベド子が座った。残った一角にはコトリが居る。

「…………俺の席はどこだよ」

「どこでもいいんじゃないですか？」

　俺がメインの筈はずなんだが、扱いが酷ひどかった。どこかの角に座っても良いし、誰かの横に座っても良い。例えばサキの横に無理矢理座っても、きっと彼女は怒おこらない。何も気にせず横にズレて場所を空けてくれるだろう。そういう子だ。

「ほれ、座らぬか」

　というか既すでにもう、横を空けてくれていた。

　しかしそこに座ると、流石さすがにちょっと密着度が高すぎて落ち着かないと思うんだけど、しかし断るのもどうだろう。

「えっと……お邪魔します」

　狭いテーブルの一角にサキと並んで座る。

　予想通りに体の半分がずっと密着している状態になった。

　足に当たる感触が柔らかい。

　腕に触れる肌が気持ち良い。

　サキは俺と触れ合っていることを全く気にしていない様子で、なんだかそれが嬉うれしい。受け入れられているような気がするのだ。

「先輩、トリップしてないで話を進めて下さい」

　舞佳の冷たい声。

「……そんなにぼんやりしてたか？」

「ニヤニヤしてました」

「…………それは良いとして」

　言い訳はしない。が、話は変える。

「……えーとこっくりさんか。昔から知ってはいたけど、やったことはなかったな」

「あれ、そうなんですか？　都市伝説の大好きな先輩ならやったことありそうですけど」

　不思議そうに首を傾かしげる舞佳。

「何を言ってるんだ、こういうのは遊び半分でやると危ないんだぞ。変な幽ゆう霊れいとかが来て、しかも帰らなくなったらどうするんだよ」

「出雲君なら遊びじゃなくて真ま面じ目めにやる所じゃないの？」

　ベド子も言う。こいつら、全くわかってない。

「本気でやったらむしろ危ないんだ。こっくりさんってのはある種の儀ぎ式しき的てき行為なんだぞ。集団催さい眠みんに深層心理の影えい響きょうが重なって、思考が変な形に誘ゆう導どうされるかもしれない」

「…………いずも、むちゃくちゃ」

「感情と理屈の両面が恐れておったんじゃな」

　単純に化け物は怖いし、理屈として起こり得る現象もちょっと怖い。何だかんだでやる機会はなかった。

「だからさ、ちょっと怖いけど、実は結構楽しみだったりする」

　言って、俺は十円玉に人差し指を乗せた。

「よし、はじめよう」

　全員で硬貨に指をそえて、声を揃そろえる。

「こっくりさんこっくりさん──」

　──おいでください。

　紙の上部に置かれていた十円玉が、ゆっくりと動く。人差し指が引っ張られていく。

　そしてまるで鳥居をくぐるようにして進み紙の中央で止まった。

「……誰も力を入れてないよな？」

「入れてませんよ」

「あたしもー」

　誰の腕を見てもだらりと力が抜けている。全く力が入っているようには思えない。

「ってことは、来たのか」

「どうじゃろうな。聞いてみたらどうじゃ？」

　なるほど、もっともだ。

　少し緊きん張ちょうしながら口に出す。

「こっくりさん、こっくりさん。いらっしゃいますか？」

　直後、するすると動きだした十円玉は、右上の『はい』で止まった。

「来てるっぽいなあ」

「そのようじゃな。何せ今回は一世一代の大切な舞台じゃ。こっくりさんも全力をもって、あらゆる問いに正答を出してくれるじゃろう」

「へえ……そりゃ凄すごい」

　なんにでも答えてくれるか。そりゃ楽しみだ。

「それじゃあ皆、何を聞く？」

「……え？」

「…………？」

　舞佳がきょとんをこちらを見返し、コトリも首を傾げた。

「だからほら、質問だって、こっくりさんに何を聞く？」

「何をって……えーと、どうしよっか」

　ベド子も困った様子で疑問符を浮かべている。

　え？　あれ？

「もしかして、誰も聞きたいこと、ないのか？」

「これといって疑問のある生活は送っておらぬからのう」

「伝鬼の暢のん気きさが仇あだになったか！」

　適当に人間を驚かせて存在している伝鬼達。やるべきことを、そしてやりたいことだけをやっている彼女達は、生活の中で大した疑問がないらしい。

「普通ならもっと盛り上がるシチュエーションでやるもんだしな」

　例えば放課後の教室でクラスメートとやるとか。それなら共通の話題は幾いくらでもあるだろう。「あ、先輩」

　舞佳が空いた手を上げて言う。

「私、次の定期テストの問題が何かを聞きたいんですけど」

「そういうズルはやめとけ！」

　大体一文字ずつ教えられてもメモするのが面めん倒どう臭くさくて仕方がない。

「俺も別に聞きたいことは思いつかないし……そうだなー、明日の天気は？」

　尋ねてみると、ゆるゆると十円玉が動く。

　十円玉は『は』の上で止まり、次に『れ』の上に乗った。

「ふむ、晴れか。ならば明日は布ふ団とんを干すとしようかの」

　うんうんと頷くサキ。ちょっとした動作で体が触れ合って、ちょっと緊張する。

　しかし便利ではあるけど、こういう使い方は本来のこっくりさんではないような。

「…………しつもん」

　次にコトリが言った。

「…………べどこの、じゃくてんは、なに？」

「何その質問っ!?　あたしの弱点聞いてどうしたいのっ!?」

　ベド子の体が跳ねる。うわあ、酷い質問だな。

　しかし止める間もなく、十円玉は動き出す。一文字目は『い』、そして『ず』、そこから──『も』で止まった。

「いずも……俺かよ！」

「出雲君があたしの弱点かー、そっかー」

　じっと俺を見つめるベド子。

「まずはその出雲君を排除すべきなのかな」

　敵だね、と呟つぶやく斧女がちょっと不気味だ。

「でもまあ、敵なのはお互い様だけどな」

「……あの、否定して欲しかったんだけど。ずっと味方だよ、とかさ、そういう優しい台詞せりふはない？」

「お前相手には品切れしてる」

　真顔で言うと、ベド子はがっくりと肩を落とした。

「……なるほどー、出雲君があたしの弱点かー」

　あ、ベド子に納得された。

「…………つぎ」

　さらにコトリが言う。

「…………さきは、いまなんさい？」

「え……それ、聞いて大だい丈じょう夫ぶなのか？」

　サキの方に視線を向けると、彼女自身も少し驚いた様子だった。

「妾の年齢か……一体何歳なんじゃろうな」

　本人もわかってないのか。

　質問の方はしっかり受理されたらしい、十円玉がゆっくりと動き始める。人差し指が動いていく方向を確認すると、随ずい分ぶんと大きな数字の方に向かっているようだった。それは少なくとも一ではなく、二でもなく。最低でも三か、もしかすると四、五──。

「ストップ！　ストーップ！」

　口に出して言うと、十円玉が止まった。

「今の質問キャンセル！　なしで！　答えを知りたくない！」

「そうじゃな。気にはなるが、どうせ知るなら出雲に調べて欲しいと思うのう」

　俺の言葉に、サキも微笑んで頷く。

「…………しょんぼり」

「諦あきらめてくれ。ごめんな、こっくりさん」

　十円玉はするすると『はい』へ動いた。

　もう少しまともな質問をしよう。

「ならあたしが聞く！　この中で一番腹黒いのは誰!?」

「凄い質問したなベド子！」

　まるでやり返すように尋ねたベド子。

　それに応こたえるように十円玉が動く。

『ことり』と。

　あ、やっぱり。

「…………!?」

　コトリはどこかショックを受けたように身を揺らした。

「……意外と傷ついたのか」

「…………ふくざつ」

　ぽつりと呟く人形のような少女。ちょっと可か哀わい想そうに思わなくもないが、さっきの質問を考えると自じ業ごう自じ得とくにしか思えない。

「次、誰かあるか？」

「…………はい」

　再び立候補するコトリ。うつむいた彼女の表情は見えないが、どこか割り切ったような声音で言う。

「…………まいかのしたぎは、なにいろ？」

　こいつ八つ当たりしてるぞ。

「コトリちゃん、何を聞いてるんですかっ!?」

「…………はらぐろ、だから」

　ふふふふふ、と小声で笑うコトリ。怖い。

　そして舞佳も慌あわてるだけでストップをかけないものだから、しっかり十円玉も動いている。

「し、ろ……か」

「きゃーっ!!」

「っ、あぶねっ！」

　舞佳は反射的に足を振るおうとしたようだが、失敗してバランスを崩した。思わず身をすくめた俺も、一緒に倒れ込む。

「っと、ごめん！」

「いや、構わぬ」

　隣のサキにもたれかかっていた体勢を直す。どこに触れても柔らかいものだから、すぐに離れないと動けなくなるのだ。

「舞佳、危ないって！　ってか、下着の色を聞いちゃったぐらいでこんなに怒るか!?」

　気持ちはわかるけど、少なくとも顔面に蹴けりを入れるほどではないと思う。そういうのを全然気にしない時だってあるくせに。

「日によって違うんです！」

「……そっか、違うのか」

　着てる下着が違うのか──と聞かないぐらいの冷静さは残っていた。舞佳にとって白は気合いの抜けた色なのかも知れない。

　俺のそんな思考を読み取ったように、舞佳は恨うらめしげにこちらを睨む。

「うう、人差し指が離れない……この十円玉がなければ先輩をやれるのに……」

　言われて見れば指がはりついたように離れない。舞佳、それで転こけたのか。

　これ、こっくりさんの仕し業わざかな。

「まあほら、忘れる、忘れるから！」

　どうどう、と舞佳を落ち着かせる。

「出雲。お主、わざわざ口に出さぬ方が良かったのではないか？」

「何も言わないのもまた失礼じゃないかって」

「その気遣いは余計です！　やっぱり、なんとか衝しょう撃げきを与えて記き憶おくを飛ばすしか……」

「それも都市伝説だから！」

　本当に起こらないとはとても言い切れない。やめてもらいたい。

「……な、ならっ！　コトリちゃんの下着の色は何色ですか!?」

「道連れっ!?」

　こいつ、コトリを巻き添えにしやがった。

　しかし何故だろうか、コトリの様子は何も変わらない。

「…………？」

　これといってリアクションがないのだ。強しいて言えば不思議そうにしているぐらいだ。

　そしてその間にも十円玉は動く。ゆるゆると進んでいった硬貨は『いいえ』で止まった。

「……いいえ？　下着の色って質問でいいえってなんだ？」

　白か？

　でも舞佳の時はちゃんと白って答えたよな？

「コ、コトリちゃん……」

　そして尋ねた方の舞佳が顔を赤くしている。

　これは、えーと、どういうことだ？

「……あっ」

　ぐっと拳こぶしを掲げ、ベド子。

「そっか、わかった！　コトリちゃん和服だからだ！　ほら、和服を着る時は、正式には下着を着けな──」

　そ、それかー！

「ああ、わかったわかった！　もう良い！　この話題終わり！　次の質問に行こう！」

　慌ててベド子の言葉を遮さえぎる。

　コトリは普段通りの様子だが、変に意識してしまい、少女の身につけた和服の向こう側が妙に気になってしまう。

「…………いずも」

　黒髪の少女は大きく身を乗り出すと、俺の顔をのぞき込むように見上げて囁ささやいた。

「…………たたなく、する？」

「っ!!」

　要らねえよ！　それが必要な状態にはなってねえよ！　わかるだろ！

　大声で叫びたい所だが、皆に聞こえたら大だい惨さん事じだ。必死に首を振る。

「…………ざんねん」

「お前、腹黒いな！」

　やはり、こっくりさんは本当のことを教えてくれるみたいだった。










　その後、幾つか質問を続けて、ふと思った。

「あれ、そういえばサキは何も聞いてないな？」

「む、そうじゃな。しかし、特に聞きたいことはないからのう」

「そうは言っても、何も聞いてないのってサキぐらいだし」

　むむむ、と考え込んだ後、サキは思いついたように言う。

「そうじゃ、お主が妾に隠して面倒ごとを抱えておったりするかもしれぬ」

　これは名案、と微笑むサキ。

「出雲に何か困りごとはないか。妾はそれが気になるのう」

「もうちょっと他の質問を頼たのむ！」

　慌てて言ったのだが、十円玉の方はするすると動き出してしまった。

　答えは二文字だった。

『さき』

「……悩みごとが、妾？」

「──っ！」

　こっくりさん、こんな時まで正解を答えるなよ！

　それから、なんかニヤついた目で見てくるのもやめろ、外野！

[image: ]

「い、いや、違うって。サキが普通の質問をしないから、それで悩んでるんだ。それだけだ、他には何もないから」

「ああ、なるほどのう。それはすまぬ」

　噓うそを吐つくようで悪いが、とりあえず誤ご魔ま化かしておく。

　少なくともそれも現在の悩みだ、問題はない。

　もう少しサキと親密になりたいんだけど、何か方法はないかと悩んでいる──とか、そういう部分はあえて答えなくても良いはずだ。

「そうじゃなあ。尋ねるとしたら……我が家の今夜の夕食は何か、じゃろうか」

　サキの質問を聞いて、十円玉が動きだす。

　答えは『かれえ』の三文字だった。

「ふむ、カレーじゃな。材料は一応足りておるじゃろう。今夜はカレーにするとしよう」

「いや、別に良いけどさ。それってサキの匙加減ひとつなんじゃないか？」

「そうじゃろうか？」

　本人は納得しているから良いけど、質問として成立していないような。

「あ、そういう質問でも良いの？」

　と、ベド子が明るい声で言った。

「それじゃあ、問題です！」

　じゃんじゃん！　とおなじみのクイズの効果音が鳴りそうなぐらいの問題提示だった。

「いや待て、その導入はおかしかったよな？　こっくりさんに質問をするのに、そのクイズ調の聞き方は変だよな!?」

　俺の必死の突っ込みを聞いた様子もなく、ベド子は斧を掲げ、その斧をぐにゃぐにゃと歪ゆがませはじめた。

「さて、この斧は、これから何の形に変化するでしょうか！」

「お前の気分次第だろ！」

　これは酷い。酷いのだが、律りち儀ぎな十円玉はゆらゆらと動き始めた。

　ためらうように揺れながら、ゆっくりと文字を指す。

『ほうちょう』

「残念、ナイフでした！」

「お前最低だな！」

　びくんと十円玉が震える。

　うっわ、こいつ本当に酷ひでえ。

「あ、それなら私も。今日、私は何時に家に帰りますかね？」

「それ、こっくりさんに聞くことじゃないだろ！」

　ちらりと時計を見ると、今の時刻は午後五時だった。

　十円玉の方は酷くためらった様子を見せながら『六』の数字を示す。

「うーん、それならサキさん、今晩夕食をご一緒しても良いですか？」

「構わぬが、どうしたんじゃ？」

「いえ、それなら帰る時間は六時より遅くなるなーって思いまして」

　びくりびくりと、跳ねるように十円玉が動く。折角気合いを入れて出てきたのに、強制的に答えが間違いにされているこっくりさん。一体どんな気持ちなんだろうか。

「やめてやれよ！　可哀想だろ！」

「いや、冗談だってば」

「ちょっとぐらいなら良いかなーと思いまして」

　ちょっとでも駄だ目めだっての。

「こっくりさんは、妾達の疑問に真剣に向かい合っておる。そうやってからかうようなことを言うでない」

「…………ざんねん」

「ごめんごめん」

　真面目なサキの言葉に反省の意を示す二人。

　この流れを作ったのがサキだということはとりあえず忘れておこうと思う。

「それじゃあ代わりと言っては何ですけど、皆が興味を持って盛り上がれる質問をいきましょうか」

「なんだよ、そんなのあるなら早く言えよ」

「あれ、良いんですか、先輩？」

　そう言った俺に怪しい笑みを返し、舞佳は言う。

「では質問です。──もしも、もしもの話ですが、出雲先輩が本当にすっごく頑張ったなら、先輩に恋人ができる可能性ってありますか？」

「何を聞いてるんだお前！」

　酷い質問だ。そしてそれ以上に聞き方が酷かった。凄く頑張ったらいつかは恋人ができる可能性があるのかって、一体どんな聞き方だよ。

　しかし、できる……できる、かなあ。できないかもしれないなあ。できない気がするなあ。

　そんな嫌な予感とは裏腹に、十円玉はするすると動き出す。

　そして迷うことなく一直線。

『はい』の上で止まった。

「あれ？　噓、できるみたいですよ？　ちょっとこれ、割と本気で意外なんですけど」

「うわー、びっくりだね。出雲君にもそういう子が現れるんだ」

「…………いがい」

「お前ら、本当に酷いな。……けど、うん。我ながら意外だよ」

　皆が驚いていたが、それを失礼だと思わないぐらい、俺自身も驚いていた。

　どれぐらい未来の話かはわからないけど、どれぐらい頑張れば良いのかもわからないけど、俺にも恋人って呼んでいい相手ができる可能性があるのか。

　…………そうなのか。

「いやいや、当たるとは限らないしな」

　なんとなく取り繕つくろうように言った。別に言い訳をする必要はないと思うんだけど、なんだか気まずい気持ちがある。

「でも今日のこっくりさんは絶対当たるって言ってたじゃないですか」

「お前らが無理矢理外れにさせてただろ！」

　良くも悪くも信しん憑ぴょう性せいは半減していた。

　自分の未来が予言されるのもちょっと怖いし、良いんだけど。

「ふと気になったんじゃが」

　と、サキが呟いた。

　喜ぶような、不安がるような、もしかしたら期待するような、不思議な表情で言う。

「その相手は──一体誰なんじゃろうな」

　しん、と。会話が止まった。

　俺達は互いをうかがうようにして視線を向け合う。

「それ、聞くのか？　こっくりさん、絶対正解を言うんだろ？」

「そうですよね？」

　俺が言うと、舞佳も不安げに言った。

「それを尋ねてしまうのはちょっと問題なんじゃないかと」

「そうかなー」

　しかし、ベド子はどこか楽しげだ。

「手間が省けて良いんじゃない？　答えがわかってるならもう付き合っちゃえば良いんだし」

「そうは言ってもな、ちょっと考えてみろよ」

　俺は空いた手でサキを指し、言う。

「相手がサキだったら良いけどな、もし仮に、お前だったらどうするんだ？」

　そしてベド子を指す。

「えーと……もしかして、あたしじゃ嫌なの？」

「あながち嫌とも言い切れないけど、間違いなく残念ではある」

「うわっ、超微妙な答えが本音っぽい！」

　隠す必要もないぐらい本音だ。

　ベド子がちょっと傷ついているように見えるが、本心なので謝る気はない。

　そんな俺に、舞佳が沈痛な面おも持もちで言う。

「もし先輩の相手が私だったらどうしましょう。あながち嫌とも言い切れませんけど、間違いなく残念な気分になりますよ、私」

「…………」

　こころなしか舞佳のポニーテールもしおれて見える。申し訳なさそうな声色も含めて、舞佳の言葉は凄く本音らしく思えた。

　そっか、俺だとそんなに残念なんだ。

「ごめんベド子、本音でも言って良いことと悪いことがあった。やっぱり傷つくよな。謝る、悪かったよ」

「やめて、謝らないで！　余計に痛いから！」

　混乱する俺達。

　そしてサキは何故か、呆あっ気けにとられたように俺を見つめていた。

「あれ？　サキ？」

「っ、そ、そうじゃ。出雲、お主は今──」

　サキの言葉に割り込むように、小さな、しかしはっきりとした声が響いた。

「…………いずもの、こいびとになるのは……だれ？」

　──コトリ、聞きやがった。これだけ揉もめに揉めている中で躊躇ためらいもなく聞きやがった。

　ストップ、と口に出そうとするのだが、口だけが動かない。これは恐らくコトリの金かな縛しばりだ。変な応用するなよ！

「…………」

　十円玉が動く。十円玉に貼はり付いた人差し指も動く。

　紙面の右上に位置する『はい』の場所から、ゆっくりと左下に進んでいく。

　五十音を書いたこの紙、その左側にある文字というと。

「む、この方向は……妾か？」

　ごくりと、サキがつばを飲み込む。

　彼女はムラサキカガミ。

　一文字目は『む』だ。十円玉は確かにそちらに向かっているように見えた。

「いえ、これは……私なんじゃ」

　彼女の名前は飛ひ田だ舞佳。

　一文字目は『ひ』だ。

　それは『む』の斜め上の文字。その方向に進んでいると言っても間違いではない。

「あれ、あたし……？」

　ベド子も言う。

　彼女はベッドの下の斧女。

　濁だく点てんは後でつけるので一文字目は『へ』だ。

　これは『む』の斜め下の文字。方向としては同じだ。

　俺達が固かた唾ずを呑のんで見守る中、十円玉は『ふ』の上を通過──しようとして、そこで止まった。

「…………ふ？」

　ふ？　ふって名前のつく知り合いなんて居たか？　二口女、とか……まだ会ったことないし。

「出雲、そうではない。っぐ……まだ十円玉は止まっておらぬ」

「そ、そうです。今も動いてますから」

「よく見てよ、ねっ」

　何か妙に気合いの入った声で言う三人。見てみると、確かに十円玉はぐらりぐらりとその場で揺れ動いている。

　上側、『ひ』の方向に行ったかと思えば、反動のように『へ』の方へ。そしてじりじりと『む』の方にも動く。

「……一応聞くけど、力は入れてないよな？」

「そんな訳が、なかろう！」

「当然ですっ！」

「失礼だなー、出雲君はっ！」

　三人とも腕が真まっ直すぐ伸びて、ぷるぷる震えてるんだけど。これで力を入れてないとか、そんな訳があるか。

「あのな、こっくりさんのルール違反だぞ？」

「そう堅いことを言うでないっ！」

「時と場合です！」

「負けられない戦いが、ここにはあるの！」

　そう言われてもなあ。

　で、どうも全員思いっきり力を入れてるみたいだけど……問題は、一体どの方向に力を入れているかだ。

　俺を取り合っての争いだとしたら何とも嬉しい話だけど、そこまで自うぬ惚ぼれる気もない。

　少なくともベド子は俺を応援してサキの方に向かわせるだろうし、気遣いのかたまりみたいなサキは自分の方には引っ張らないだろう。舞佳だって俺じゃ残念だとか言っていた。

　つまり、これは俺の押しつけ合い勝負なのだ。

　何だこれ。やってる方も、それを見せられてる方も、両方にとって罰ばつゲームだぞ。当たると限ったわけでもないのに、そこまで真面目に嫌がられるのは辛つらい。

　もうやめてくれ。そう泣き言を言おうとした俺を、小さな声が呼んだ。

「…………いずも、どうする？」

「……コトリ？」

　一人だけ俺の押し付け合いに参加していなかったコトリが、こちらを見つめて言う。

「…………いずもが、おしたらいい。そしたら、そっちにいくの」

「ああ、確かに」

　伝鬼の力は人間よりずっと強いが、それでも人差し指一本だ。その上これだけ拮きっ抗こうした争いだ。俺が全力で押せば、その方向に決まるだろう。

「…………ぜったいに、せいかいになるの」

「そうとは限らないけどさ」

　俺が押せば、少なくとも答えは決まる。

　仮に押すとしたら、その方向はどっちだ。

　そして本当に押しても良いのか。

　喉のどが詰まる。心臓の鼓こ動どうが高まる。

　そして俺が力を入れようとした、その瞬しゅん間かんだった。

「うわっ!?」

　全員の力を振り切るように、凄い勢いで十円玉が動いた。

　それも今までとは全く違う方向に。

　十円玉の示した一文字目は──『お』だ。

「お、ま、え、た、ち」

「も、う、ゆ、る、さ、ん……ですか？」

　俺達の指を振り回すようにして、十円玉が高速で紙の上を駆け回る。

　一文字ずつ一文字ずつ、溜ため込んだその怒いかりを文章にして表すこっくりさん。




　おまえたち、もうゆるさん。こっくりさんのるうるをむしして、かってにうごかして、どういうつもりだ。わざわざでてきたわたしのきもちをすこしはかんがえろ。だいたいさいしょからなっとくがいかなかった。しつもんがないといったあげく、てきとうなしつもんばかりして、わざわざまちがえさせようなんていやがらせをして、あげくこたえをきくのをきょひするなどと、わたしのぷらいどというものを──。







　十円玉が動く。

　その文章を必死に目で追う。

『わかったか、はんせいしたか』

「悪かった、謝るから」

「本当にすまぬ」

「反省しました……」

「ごめんー、うう、指痛い……」

「…………ごめん、なさい」

　全員、ぐったりと返事をした。

　あれから一時間近くの間、こっくりさんは一文字ずつの説教を重ねたのだ。

　それも十円玉から目を離したり、何の文字に止まったかを見逃したりすると、電流のようなものが十円玉の表面に流れるのだ。

　痛い。真剣に痛い。

　必死でこっくりさんの説教を聞き続け、俺達はもうボロボロだった。

『わかればいい』

「お、終わった……」

　その説教もついに終わった。

「先輩、もうこっくりさんには帰ってもらいましょう？」

「そうじゃな……妾も質問をする気力は残っておらぬ」

　二人の言う通り、今いま更さら何かを尋ねる気も起きない。

「あ……でも、最後に一つだけいいかな。俺が本気で聞きたいことがあるんだ」

　十円玉は動かなかったが、拒否している様子でもない。

　俺はこっくりさんに、心から真剣に尋ねた。

「こっくりさんこっくりさん。俺の編へん纂さんは、無事に成功で終わりますか？　教えてください」










「つーかーれーたー」

「…………いたい」

　こっくりさんにお帰りを願い、ようやく十円玉から指が離れた。

　長い、長いこっくりさんだった。

　残った決まりごとは、この十円玉を他のお金と混ぜずに使ってしまうこと。それでこっくりさんは本当に終了だ。

「あー、もう駄目です。疲れました。すみませんけど、やっぱり帰ります」

「夕食は良いのか？」

「帰って寝たいんで、今日の所は遠えん慮りょします。それじゃあ、また」

　ひらひらと手を振って、舞佳は玄関を出た。直後、残像だけ残して消え去る。しかしその速度は普段より少しだけ遅い気がした。本当に疲れているらしい。

　時計を見てみると、時刻は丁度午後六時。

「……六時、か。正解だな」

　それはこっくりさんの答えた、舞佳が帰る時刻だった。

「もう夕食の準備をせねばならぬな」

　ふらふらと立ち上がるサキ。

「んー、サキちゃん疲れてるし、あたしも手伝おうか？」

　そう言って、ベド子は手に持ったナイフを包丁に変えた。

「いや、いいよ。俺が手伝う」

　立ち上がりながら思い出す。

　ベド子の質問は、この後何に変化しますか、だった。直後だとは言っていない。

　結局、その後包丁にはなったわけだ。

　何だかんだでこっくりさんは質問には全部正解を答えていたのかもしれない。

「こっくりさん、本当に噓は吐かなかったのかもな。きっと明日は晴れだぞ」

「じゃろうな……ところで、出雲」

　微笑んだサキがこちらに身を寄せた。

　栗色の髪が視界を覆おおい、彼女の甘い香りが一気に広がる。思わず両手をサキの背中に回そうとして、こらえる。

　どうしたんだろう、サキ。まさか俺の理性を試そうって訳じゃないだろうに。

「さっきの話じゃ。お主、言っておったな。恋人になるのが誰かを尋ねて、その答えが妾じゃったらそれで良いが、と」

「──っ！」

　あの失言、しっかり聞かれていた。

「あれは……どういう意味じゃ？」

　ギリギリまで耳元に寄ったサキ。その表情は、俺には見えない。

　どうしよう、どう答えよう。

　こっくりさんこっくりさん、俺はどうすればいいですか。

　思わず心の中でこっくりさんに尋ねてしまったが──その答えは、なんとなくわかる気がした。

　そう、きっと俺の最後にした質問と同じ答えが返ってくる。そんな気がする。

　つまり、これだ。




『あ　ま　え　る　な』











八坂出雲の手帳

「こっくりさん」の項より、抜ばっ粋すい
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